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    『シロ』が病気になったと連絡を受けたのは、つい昨日のことだった。


    　堂どう坂さか音おと羽わは月つき森もりの林の中にある秘密の隠れ家の中で、粛しゆく々しゆくと飼い猫の容よう態だいを見守っていた。


    　[image: ]やせた──改めてそう思う。


    　ペットショップに預けてから二週間と少ししか経っていないはずなのに、彼女のフクフクとした体は噓うそのように[image: ]せ衰おとろえ、正視に耐えられないものになっていた。


    　天鵞絨びろうどのような毛並みは荒れ、頻ひん繁ぱんに下げ痢りをしており、歩行が困難なのか真まっ直すぐに歩くことすら叶かなわないようだった。ついさっきも血ち膿うみが出たばかりだ。


    　シロについた病名は猫伝染性腹膜炎ＦＩＰというものだった。


    　昨日シロが運ばれた動物病院で、この病気の症状とこれが不治の病やまいだということを獣医から聞かされた。


    「わたしの……馬鹿」


    　予兆はあった。


    　シロをペットショップに預ける前にお腹を触った時、妙にぶよぶよしていたことを思い返す。思えば、あの時気付いて然しかるべきだった。


    　腹膜炎特有の症状──あれはお腹に水が溜たまっていたのだ。


    『おめでた』のはずなど……ないではないか。


    「シロ……なにか食べたい？」


    　音羽は奮ふん発ぱつして買ったキャットフードを差し出すと、シロは耳を伏せたままよたよたとした足取りで近寄ってきた。


    　医者は言っていた。


    『こうなってしまうとね、もう助からないんですよ。このまま生かしておいても、苦しみが増すだけです。決めてください、このまま最さい期ごまで看み取とるのか、それとも──』


    　すべて、自分のせいだ。


    　双子の妹、春日かすが井い小さ夜よ歌かの継まま母ははを抹まつ殺さつする計画にかかりきりだったせいで、大事な飼い猫の変化にすら気付かなかったのだから。


    　生き物を飼うということは、死ぬまで面倒を見ることだ。


    　最後の仕事だけ医者任せにして放ほう擲てきすることは、音羽にとって絶対にできない相談だった。


    　自分は飼い主として、責任を取らなければならない。


    　動物病院からは最期を看取ると言ってその日のうちにシロを引き取ってきた。


    　そして今日一日、音おと羽わはずっとシロにつきっきりだった。


    　一生分、シロと遊んだつもりだった。


    　音羽は右手で優しくシロを抱きかかえながら、左手でスカートのポケットからカリウム塩溶液入りの注射器をゆっくりと取り出した。


    　キャップを取ってシリンジを指で弾はじく。軽くピストンを押すと針の先端から透明な薬液が噴き出す。


    　音羽は[image: ]やせ衰おとろえたシロの体を抱きしめる。無性に愛いとおしくなって、顔にキスをした。


    　シロは「ナー」と短く鳴いた。


    　別れの時だった。


    　音羽は深呼吸をして、あらかじめ毛を剃そっていた箇か所しよを固定する。


    　具体的な手順は、昨日一日で調べ上げていた。


    　呼吸が細かく震えるのを堪こらえ、シロを見た。


    「ありがとう、シロ」


    　注射針の先端を寝かせて皮ひ膚ふと平行にし、血管に針を入れる。


    　そしてピストンを押し込んだ。


    　途端に劇的な反応が現れた。


    　危き篤とく状態だったシロは、手の中で猛然と暴れ出し、いままで聞いたこともない痛ましい悲鳴を上げながら床の上を跳ね回り始めた。


    　誰よりも驚いたのは音羽だった。


    　自分の顔から血の気が引いていくのがわかる。


    　薬物刑にも使われるカリウム塩溶液は、安楽死に近い形で死ぬものだと思い込んでいた。


    　だが間違いなく、シロは苦しがっている。


    



    　──自分のリサーチミス。


    



    　ショックで呆ぼう然ぜんとしかけ、転瞬、このままだと苦しみを長引かせるだけだと気付きパニックに陥おちいりかける。


    　音羽はわけもわからぬままシロの首に手をかけ、そのまま押しつぶすように体重をかける。


    　シロは無我夢中で暴れ、音羽の手を引っ搔かく。鋭い痛みが走った。


    　シロのカッと見開いた瞳が音羽を見み据すえる。思わず涙が溢あふれそうになった。


    　唐とう突とつにシロの頸けい椎ついが圧壊する手応えが伝わってきて──室内に静せい寂じやくが訪れた。


    『ねぇ音羽姉ねぇ、この子飼ったら駄目かなぁ？』


    　最初保健所で処分されそうだったシロを、小さ夜よ歌かがもらってきた時、音羽は猛反対した。当たり前だ、可哀かわい想そうだからという理由で際限なく動物をもらってこられては、隠れ家が動物王国になってしまう。だが、もらってきた動物を保健所に突き返すわけにもいかず、なし崩し的に飼うことになってしまう。事後承しよう諾だくは小さ夜よ歌かのいつものやり口だった。


    　彼女にシロと名づけたのは音おと羽わだった。音羽はシロ、小夜歌はエカテリーナと名づけようとして、お互い譲らなかった。最後は根負けした小夜歌が唇を尖とがらせながら「シロでいいよ」と言ってプイと拗すねてしまったが、音羽の胸の中には、名状し難い歓喜が湧き上がってきた。


    　小夜歌に内緒で一日に四回も五回もエサを与えていたら、みるみるうちに太ってしまったのには困惑した。首をかしげる小夜歌には「きっと幸せ太りね」と言って誤ご魔ま化かすほかなかった。


    　飼い始めた時から、別れがあるということは覚悟していた。


    　生き物を飼うということがどういうことかも、心得ていた。……だというのに。


    　──また殺した。


    　音羽は冷たくなっていくシロを抱きかかえながら嗚お咽えつを堪こらえ、下唇を嚙かみ天を仰ぐ。


    　泣くな、泣くな、泣くな堂どう坂さか音羽。お前にはもう、泣く権利さえも許されていないんだ。


    　自分と小夜歌は人を殺した。


    　憎ぞう悪おのために、怨えん嗟さのために、この上なく残酷な方法で春日かすが井い光みつ代よをこの世から葬ほうむり去ったのだ。


    　そうとも、今更一匹増えたところで、もうなにも変わらないではないか。


    　殺人鬼たれ。


    　冷酷で、残酷で、良心の呵か責しやくなど微み塵じんも覚えない殺人鬼であれ。


    　まだすべてが終わったわけではない。音羽たちの前に現れた『あの男』を欺あざむき通すまでは、音羽たちに安あん息そくはない。


    　もしすべてが終わって音羽の元に平穏が訪れたら、その時自分はシロのために──シロのためだけに、ひっそりと泣くことを許そう。


    　だから、それまでは泣かない。


    　手の震えが止まったことを確認して、音羽は小屋の裏を掘り返し、そこにシロの死体を横たえた。お墓の上に自分にだけわかるように木の棒を立て、ネックレスを巻きつけた。亡くなった母が陽よう丘きゆう女子に受かった時プレゼントしてくれたネックレスだった。


    　小夜歌には、預けていたペットショップで急死してしまったと言おうと決めていた。


    　死に目に会えなかったことを寂しがるかも知れないが、真実を話す勇気は、音羽にはなかった。


    　現在時刻を確認して、少し慌あわてる。もう帰らないと寮の門限に間に合わない。『月つき森もり連続バラバラ殺人事件』のあおりを受けて、門限が随分と早くなっているのだ。


    　すっかり冬枯れした木々の合間、そこから見える街の灯ひを見下ろす。きらびやかな電飾が普段以上に街をライトアップしていた。


    　そういえば、街はクリスマスシーズンなのだったか。
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    　音おと羽わは啞あ然ぜんとしながら周りに散らばった大量の菓子袋を眺めていた。


    　ビスケット、クッキー、チョコレート、その他様々なスナック系のジャンクフードが山を成なし、かてて加えて、おびただしい量の瓶・缶飲料がピラミッド状にうずたかく積まれている。


    　音羽の周囲に限ってはもはや床の色がなんだったのかもわからない有様で、よくもまあこんなに買ってきたものだと感心すらする。これをたった四人で消化しなければならないのかと考えただけで胃がむかついてきそうだ。


    　ふと、隣に座っている生徒会副会長兼ルームメイトの井い田だ七な歩ほが、まじめ腐った顔で杯を掲げた。


    　音羽は溜ため息いきをつきたい気分を堪こらえながら、彼女に付き合い、自分の杯を掲げた。一拍遅れて正面の生徒会書記、宇う佐さ美み風ふう香かがひそみに倣ならい、最後に周りの反応を見て慌あわてたように小さ夜よ歌かが杯を掲げた。


    　準備万端整ったことを察するや、七歩は杯を手に勢いよく立ち上がり、告げた。


    「いえーい！　では生徒会のメンツで送る『ドキッ、女だらけのちょっと早いけどクリスマスパーティ』を始めるよぉ！」


    「カンパーイ！」


    　杯を打ち合わせる音にクラッカーが弾はじける破裂音が加わり、まばらな拍手が湧き起こる。


    　七歩の隣、クラッカーの紙かみ屑くずの直撃を受けた音羽も、むすっとしながら一応の拍手をする。内心七歩のネーミングセンスはいかがなものかと思ったが、誰も突っ込む気配がないので音羽も流すことに決めた。


    　ちょっと早いどころか実際のクリスマスにはまだ一〇日以上ある。


    　陽よう丘きゆう女子高等学校附属の女子寮、マゼール寮の二階角部屋では、現在パーティが華やかに執とり行おこなわれていた。


    　無味乾燥な寮の一室も、今日ばかりは金銀モールや鈴で彩られ、コンポデッキからは陽気なクリスマスソングが流れている。窓まど際ぎわに置かれた可愛らしいイミテーションツリーは、その天てつ辺ぺんに一番星を頂いただいていた。


    　音羽は面々の顔を眺めていく。湯上がりのつややかな濡れ髪からは湯気が立ち、頰ほおはまだほんのりと上気していた。全員カラフルなパジャマ姿で車座になってクッションに腰かけている。


    　もっとも小夜歌と宇佐美の頰が赤いのは、まだ先ほどの恥ずかしさが抜けないからのようだが。


    「どうよ小さ夜よ助すけ、マゼール寮の共同風呂の湯加減は」


    　小さ夜よ歌かは風呂場での一幕を思い出したのか、クッションに両手を回して、その中に顔を埋うずめてしまう。


    「お湯加減はよかったけど…………やっぱり恥ずかしかったよぉ。だって銭湯と違って同年代の女の子ばっかりで、みんなスタイルいいんだもん」


    　消え入るような小夜歌の発言に、宇う佐さ美みも勢い込んで相づちを打つ。


    「そうですよ、ああいう場所にいると色々比べちゃって恥ずかしかったです。会長と副会長はどうして平気なんですか？」


    　音おと羽わと七な歩ほは同時に顔を見合わせた。


    「どうしてって言われてもねぇ」


    「ねぇ。そりゃ～あたしたちも最初は恥ずかしかったわけよ。でもお風呂って毎日入るから、そのうち恥ずかしさなんて吹っ飛んじゃうのよねぇ。あたしなんていまはこう──股またをおっぴろげて体洗ってるわよ」


    「こら下品！　まあでも七歩の言うことで大体当たってるわ。毎日入ってるのにその度たびに恥ずかしがってたら話にならないからね。まだ一年生は、小夜歌たちみたいに自分の体隠しながら入ってる感じするわよね」


    「ふっふっふ、なぜか我がマゼール女子寮は代々美少女率が高いことで有名なのよ。ウチの風呂の水なら金払ってでも飲みたがる男子がいると思うわ」


    「いやぁねぇ。男の話なんてしないでちょうだい」


    　七歩がスナックの袋に無造作に手を突っ込みながら怪け訝げんに目を細める。


    「てかさぁ、外に干しておいた下着が盗まれるのはわかるんだけど、なんで中に干しておいたやつまで盗とられるかねぇ」


    「下着泥に盗撮犯にストーカー、おまけに専門の痴ち漢かん警官までいるし、ホント人気あるわよね、陽丘ウチは。ハナさんも対応に苦慮してるらしいし」


    「あの……会長、ハナさんって寮母さんのことですか？」


    「そう、楠くすのきハナ、さっき廊下ですれ違った人よ。有う象ぞう無む象ぞうの変態から寮生を守ってくれるマゼール寮の最終兵器リーサルウエポンね」


    「独身だけどね」


    　七歩はそうつけ足すと、一人カラカラと笑う。と、突然ぴたりと笑いを止め、全員を順番に眺めてから大きく溜ため息いきをつく。


    「ここにうら若き美少女が四人もいながら、全員フリーっていうのはどういうことよ。男共は見る目なさ過ぎると思わない？　このパーティに全員揃うのって実は悲しいことなのよ。そこんとこわかってんの？」


    「うーん、でも陽丘ウチは女子校だから……」


    　小さ夜よ歌かが至し極ごく真っ当な意見を投げる。


    「そんなこと関係ないわ！　要は積極性の問題なのよ。あたしだって女子校通いの身み空そらだけど、しょっちゅう合コン行ってるし、流した浮き名は数知れずよ」


    　やはりこっち方面に話が及ぶのか、と音おと羽わは溜ため息いきをつきながら黙って立ち上がると、電磁調理器の上に耐熱ガラス製の湯沸かしを載せる。


    　七な歩ほはなおも宇う佐さ美みと小夜歌に真剣に語って聞かせている。


    「この前日本の男のＹ染色体が弱ってきて、男が減るかもって番組やってたわ。つまり、イケメンをゲットして玉の輿こしに乗るのはいましかないのよ」


    　宇佐美はまだしも小夜歌まで熱心に聞き入っているのは、音羽にはなんとなく面白くなかった。


    「男減少結構じゃない。男が絶滅すればもしかしたら世界平和が訪れるかもしれないわ。世界中の指導者ってほとんど男だし、いなくなった方が世の中さっぱりするんじゃないかしら」


    　こともなげに答える音羽の反応を見て、七歩は大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる。


    「これだから男嫌いの生徒会長様は！　男いなくなったら人類滅亡するってーの。人類の歴史は、めくるめく愛の歴史なのよ」


    「クサい台詞せりふねぇ。いまは遺伝子技術とか発達してるし。いなくても子供作るだけならまったく問題ないわ」


    「反対反対超はんたーい！　あんたの一存で男が滅亡させられてたまるか！」


    「わ、私も男の子はいた方がいいと思います」


    　七歩と宇佐美の反はん駁ばくに、小夜歌は苦笑して中立の姿勢を取ってはいるが、助け船を出してくれそうな雰ふん囲い気きではない。


    　なんで自分が一方的に非難されなければならないのだろうと眉をひそめながら、湯沸かしの中にお茶の葉を落とす。小夜歌が好きだと聞いてわざわざ買ってきたグァバの葉っぱだった。茶ちや漉こしで葉っぱを取り除いてから、炭酸飲料が苦手な小夜歌にそれを振る舞う。


    「ねぇ七歩、いま気付いたんだけど、あなたつい一週間前まで彼氏いたんじゃなかったの？　さっき『全員フリー』とか言ってたわよね……」


    「ああ、あれね。別れた。だってとんだ腑ふ抜ぬけなんだもん。レストランでグラスの中身あいつの顔にぶちまけて帰ってきたわ」


    「うわ、大人ですねぇ、副会長」


    　誇らしげに胸を反そらす七歩に、宇佐美は羨せん望ぼうの視線を送りながら、感心したようにしきりに頷うなずいている。


    「ふふん、もう付き合った男の数なら両手で数え切れないわよ。恋のことならあたしになんでも聞いてよねん」


    「ホントになんでも聞いてもいいんですか？」


    「あら、いいわよ。海千山千の七な歩ほ様が恋の悩みを一刀両断よ♡」


    「じゃ、じゃあ副会長。…………え、えっちって経験したことありますか？」


    　七歩が飲みかけていた杯の中身を盛大に噴き出す。


    「げほ、えほッ………………と、当然じゃない！」


    　やたら声がうわずった七歩を、音おと羽わは冷めた瞳で見つめていた。


    「七歩……質問よ、経験したのは三回以上である」


    「え？　藪やぶから棒になによその質問はッ」


    「いいから、正直に答えなさい」


    　七歩は音羽に気け圧おされ、勢い首を横に振る。否定。


    「二回である」


    「ちょ、ちょっと待ってよ音羽」


    「いいから答えるッ」


    「ぐ、い……いや、違うわ」


    「一回」


    　七歩が助けを求めるような視線を寄越すが、音羽は取り合わない。しばらくためらったあと、観念したように首を横に振った。


    「え、えぇッ！」


    　宇う佐さ美みが素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    「ふん、化けの皮が剝はがれたわね七歩。流した浮き名がなんですって？」


    「だ、だって怖いじゃんッ。付き合うのとそういうのは完ッ全に別！　別なの！　あたしだって恋に恋する年頃よ。いいじゃん別にッ」


    　真っ赤になって喚わめき立てる七歩を見ていた小さ夜よ歌かが一言、


    「……七歩ちゃん、なんだか可愛い」


    「ムキィー、小さ夜よ助すけまであたしを愚ぐ弄ろうするかぁ」


    　ヤケクソになった七歩がペットボトルをラッパ飲みするのを見て、音羽は目を細めながら笑う。久しぶりの四人揃そろっての催もよおしだが、やはりこの四人で集まると、居心地がいい。


    「それより風ふう香か、あなた七歩に男性経験云うん々ぬんの質問してたけど、どうしてかしら？　誰か気になる相手でもいるの？」


    　いきなり水を向けられた宇佐美がぎくりと肩を強こわ張ばらせる。こちらをチラ見してから、


    「………………………………い、いませんよ？」


    「いるんだ……」「いるのね」「そのわかりやす過ぎる反応はないわぁ」


    「え…………いや、ま、まあですね。いなくもないというか」


    「どんな奴なの、男？　女？」


    「お、男の人に決まってるじゃないですかッ」


    「あら残念、風ふう香かって女の子には興味ないの？」


    「え？」


    「たとえば、わたしとか、さ」


    　音おと羽わは四つん這ばいで近寄ると、宇う佐さ美みに肉薄し下から上うわ目め遣づかいに宇佐美の顔を覗のぞき込む。宇佐美は頰ほおを真っ赤にして仰のけ反ぞる。その反応を見て悪戯いたずら心が湧き、音羽は宇佐美にしなだれかかると、耳たぶに息を吹きかける。


    「かかかかか会長、駄目です、そんな、あぁぁッ！」


    「駄目ぇ！　音羽姉ねぇふざけ過ぎ！」


    　小さ夜よ歌かが慌あわてたように二人の間に割って入る。


    「冗談よ。んふ、ホント風香って純情でからかい甲が斐いがあるわね。どこの誰だか知らないけど、わたしの風香に目をつけたことだけは誉ほめて上げるわ」


    「『わたしの風香』って、いつの間に私、会長の所有物になったんですか！」


    「ずっと前から」


    　にっこりとそう告げると、宇佐美はぽかんと口を開けた。その様子を見ていた七な歩ほが笑いを嚙かみ殺している。


    「いやぁ、いま考えてみると久しぶりに生徒会のメンツが揃そろったのよね。最近どこぞの生徒会長様は都合がつかないことが多かったからねぇ」
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    「そうだったかしら？」


    　音おと羽わはとぼけてみせる。


    「でもそれだけじゃないですよ。最近街の雰ふん囲い気きも全体的に暗いし、私の両親も外出に難色を示すようになってきましたから」


    　言ってから、宇う佐さ美みはしまったと言うように口に手を当てた。


    　ちょうど、コンポから流れてくるクリスマスソングが終わり、ループ再生に至るまでの時間、場に重い沈黙が降りた。


    「ゴメン小さ夜よちゃんッ、私……」


    「いいよふーちゃん、もうこの話はやめよう」


    「で、でも……」


    　やたら深刻ぶって謝る宇佐美に、小夜歌は困りかねているようだった。


    　そのやりとりを見て、急速に自分が冷めていくのがわかった。この楽しいパーティも、一皮剝むくと、常に腫はれ物を扱うような恐れがあるのだろうか。宇佐美も、表面上では友達をやっていながらも、内心では月つき森もり連続バラバラ殺人事件の被害者遺族である小夜歌のことを『重い』と感じているのではないだろうか。


    　心が沈んでいきそうになったその時、横合いからけたたましい笑い声が聞こえてくる。


    　驚いてそちらに目を転じると、赤ら顔の七な歩ほがいた。


    　笑い上じよう戸ごの七歩が、泥鰌どじようすくいに似た不思議な踊りをひょこひょこ踊りながら音羽の周りを回り始めた。


    　さすがの音羽も啞あ然ぜんとする。酒など買ってきただろうか？


    　そこではたと七歩の踊りの意図に気付き、音羽は横目で小夜歌に目配せする。やはり双子と言うべきなのか、小夜歌も小さく頷うなずきを返してきた。


    「さあ、じゃんじゃん飲み食いしましょ。今日は今年一年の憂うさを晴らすわよ。ほら、なに暗い顔してるの風ふう香か。こんなに食べ物買ってきたんだから、あなたも四分の一は消費する義務があるんだからね。オーケイ？」


    「……い、いえっさー」


    　耳に残る陽気なクリスマスソングに、いつの間にか鼻歌を口ずさみながら、それから四人は肩を組んで歌って、大いに食べ、大いに飲み、久しぶりに羽目をはずした。


    　終盤ハナ寮母が怒鳴り込んできてパーティは中止になったが、それからすぐに消灯時間になったので、結局ほとんどの時間をパーティに使えた計算になる。


    　音羽も羽目をはずし、七歩をからかい、小夜歌に抱きつき、どさくさに紛まぎれて宇佐美を下着一枚に剝むいてキスの雨を降らせた。


    　そして今日という楽しい日を、心の奥底にしっかりと刻んだ。


    



    　


    　消灯時間になると電灯はおろか暖房設備も一いつ斉せいに止められるので、若じやつ干かん肌寒さを感じる。


    　宇う佐さ美みの家に、彼女は寮に泊まりになると断りの電話を入れると、携帯電話のフリップを閉じて部屋に戻る。闇の中に灯った電気スタンドの黄色っぽい明かりが出迎えた。


    　サイドテーブルを挟んで左右にベッドが別れ、右のベッドには七な歩ほと宇佐美が寝ていた。宇佐美は、寝相の悪い七歩にヘッドロックをかけられた状態で寝ているせいで大層寝苦しそうな表情をしている。


    　そして左のベッドには──


    「音おと羽わ姉ねぇ、宇佐美ちゃんの両親はなにか言ってた？」


    　スタンドの仄ほの明かりが小さ夜よ歌かの愁うれいを帯びた顔の陰影を切り取る。


    「『娘をよろしくお願いします』だって。別に怒ってなかったわ」


    「そっか、よかったぁ」


    　寮則に抵てい触しよくするので、寮生以外の人間がマゼール寮に泊まることは厳禁だったが、夜遅くに二人を帰すとかえって危険が増すというハナ寮母の判断で、今回に限って認めてもらった。


    　寮則などと言っても、最終的にはハナ寮母の胸むね三さん寸ずんにあるので、彼女を言ことの葉はで言いくるめてしまえばどうとでもなるのだ。


    　音羽はちらりと小夜歌の顔を見ると、小夜歌はくりくりした大きな瞳のまま小首をかしげた。


    　宇佐美には帰りを心配してくれている家族がいるが、小夜歌にはいない。


    　そのことを本人はどう思っているのだろうか。


    　春日かすが井い光みつ代よは最低のクズだった。そのことには言げんを俟またない。しかし、それと帰りを待つ家族がいないというのはまったく別問題だ。


    　小夜歌はそんな寂しさなどおくびにも出さない。意外と外がい柔じゆう内ない剛ごうなのか、それとも自分がいるから現状に満足しているのか。推おし量はかる材料はない。二年足らずの付き合いでは、まだ完全に小夜歌のことをわかったわけではないのだ。


    「音羽姉ぇ？」


    「なんでもない。小夜歌、隣寝てもいいかしら」


    「う、うん、勿もち論ろん」


    「ありがと。じゃ、お邪じや魔まします」


    　毛布をはだけて小夜歌が半分体をずらす。音羽はその横に身を横たえた。


    　音羽は、このベッドで寝るのが嫌いだった。


    　身を切るくらい冷たくて、おまけに硬くて狭い。


    　だが、今日は──


    　音羽は小夜歌の体を抱きしめながら目を閉じる。


    「あったかい」


    「うん、わたしもあったかいよ」


    　髪に手て櫛ぐしを入れる。おでこがぶつかりそうな距離に小さ夜よ歌かの顔を見ながら、緩ゆるやかな時間が流れていく。


    　ふと、音おと羽わは隣のベッドを見て、七な歩ほたちが眠っていることを確認した。


    「七歩ね、あなたのために今日のパーティ開いたのよ」


    「え……どうして？」


    「ほら、一応小夜歌は育ての親を失ったからね。悲しいんじゃないかって思ったんだと思う。クリスマスってのは集まるための口実よ。ヘンな踊りまでして場を取り繕つくろって、やっぱり同情されてるのかしらね」


    「わたしあんまり悲しくないのに……七歩ちゃんに悪いことしたかなぁ」


    「まあ、一番初めに寝こけてりゃ世話ないけどね」


    「そういうところもなんだか七歩ちゃんらしいなぁ」


    　小夜歌はクスリと笑みを漏もらす。


    「音羽姉ねぇ、あの話してもいい？」


    　音羽はもう一度七歩たちが寝ていることを確認した。


    「…………うん、いいよ」


    「『あの人』一体なんだったの？」


    　小夜歌の声のトーンが一つ下がったことに、音羽は気付かないふりをする。


    「漠然とした問いねぇ」


    「誤ご魔ま化かさないで。わたし本気で聞いてるんだよぉ……正門の前で待ち伏せして、しかもわたしじゃなくて音羽姉ぇに話があったんだよね？」


    　小夜歌は舌ぜつ鋒ぽう鋭く音羽に切り込んでくる。


    「小夜歌の心配するような用事じゃなかったわ」


    「噓うそだよ、音羽姉ぇ。教えて、最初から教えて！」


    　それだけ言うと、唇を嚙かんで俯うつむいてしまう。音羽は優しく彼女を胸の中に抱く。彼女の体はか細く震えていた。強く抱きしめると壊れてしまいそうな、日向ひなたの匂いのする小夜歌の体。


    「音羽姉ぇ、わたし怖い……あの人わたしたちを捕まえに来たんだよ。きっとそうだよぉ」


    「安心なさい小夜歌。絶対にわたしたちが捕まることなんてないんだから。わたしたちは完全犯罪を行おこなったのよ。誰であろうとわたしたちの犯罪を暴あばくことなんて、できっこないんだから」


    　本当にそうなのだろうか？　そう心の中で異を唱となえる自分がいる。


    「音羽姉ぇ、わたしたち、隠し事はしないって約束したよね」


    　懇こん願がんするような小夜歌の瞳を見て、音羽は鋭い視線で虚こ空くうを睨にらんでから、おもむろに溜ため息いきをつく。


    「本当はあんまり小さ夜よ歌かに心配をかけたくなかったのだけど。……仕方ないわね。少し長くなるわよ」


    「いいよ」


    「そうね、どこから話せばいいかしら」


    　小夜歌の頭を撫なでながら、音おと羽わは静かに記憶の糸を手た繰ぐっていった。


    「あの男ね、月つき森もり高校の二年で、摩ま弥や京きよう也やっていうらしいの──」


    



    　


    　音羽にとって、目の前の男は、招かれざる客以外の何物でもなかった。


    　困惑が面おもてに出ないように気をつけながら、紅茶の中にミルクを落とし、搔かき混ぜる。


    「……つまり摩弥さん、あなたは月森連続バラバラ殺人事件を個人的に調べて回ってるわけなの？」


    　音羽は注意深く男の挙きよ措そを見守った。


    「ええ、そういう解釈で結構です」


    　彼は眉一つ動かさず平板な声でそう返す。


    　音羽たちはファストフード店の一画に腰かけていた。


    　薄い間仕切り一枚で分煙しているだけの簡素な店内なので、隣の喫煙席から紫し煙えんが流れてくる。音羽はそれを手で払いのけたいのを我慢しながら正面に厳しい視線を向けていた。


    　周りを見渡せば学校帰りの生徒が溜たまって和わ気き藹あい々あいとしているのに、この席だけはそんな陽気から取り残されたような冷たい空気が漂っていた。


    　摩弥京也と名乗ったその男に、音羽はなに一つ好感を覚えることがなかった。


    　冷たい瞳、声の抑よく揚ようは平板で、月森高校の制服を着ているので所属こそはっきりしているが、だとすれば両手の革手袋はファッションかなにかなのだろうか。


    　目鼻立ちがはっきりしていてなかなかの美び丈じよう夫ふだが、底なしの冷たい雰ふん囲い気きをまとっているせいで、あまり万人から好かれるタイプの人間ではないような気がした。


    　小夜歌を先に帰したのは正解だった。


    　先ほどお互いの軽い自己紹介を終えた。そこで一体なんの用なのかと切り出すと、京也は思いのほか饒じよう舌ぜつに事情を語った。


    　なんでも、月森連続バラバラ殺人事件の遺族に、姉を殺された知り合いが一人いて、その人が忘れかけていた事件を思い出して悲しむから、彼が動いて早急に解決させたいらしい。「私はその人の悲しむ顔が見たくないのですよ」と締め括くくった。


    　遠回しに糾きゆう弾だんされているようで胸が痛んだが、紅茶と一緒に飲み下した。なぜかたとえようもなく苦い味が口の中に広がる。


    「……事情はわかったけれど、どうしてそれをわたしに？」


    「実は、私は陽よう丘きゆう女子に一人だけ知り合いがいまして、その方にこの学校で一番顔が広いのは誰か、と聞いたところ──音おと羽わさん、あなたの名前が出ました」


    　意外な返答に、音羽は一瞬あっけにとられた。


    「わたしの……？」


    「そうです。あなたは生徒からの信頼が厚く、毅き然ぜんとした態度で生徒を束ねる名生徒会長だとか。私は人望などという言葉とは縁遠い人間なので、羨うらやましい限りです」


    　どうやらこの男、自分が怪しいと思って接触してきたわけではないらしい。


    「待って。たしかにわたしは生徒会長って役職柄、多少顔は広いかも知れないけど、わたしの顔が広いのと、バラバラ殺人事件とがなにか関係あるの？」


    　京きよう也やは手元の琥こ珀はく色のコーヒーを眺め、なにやら思案したあと、告げた。


    「情報源は明かせませんが、私の情報網に面白い話が引っかかりましてね。今回のバラバラ殺人の死体発見現場になった月つき森もり台だい、そこに遺体発見の前夜、森に入って行く女子高生が二人目撃されているんですよ」


    　驚いて紅茶のカップを取り落とすところだった。


    　あの痴ち漢かん警官だ。瞬間的に気付いた。音羽は緊張で心臓が破裂しそうだった。


    「顔までは見なかったそうですが、声をかけると大きな旅行鞄かばんのようなものを持ったまま森の中に逃げていったそうです。これを聞いてどう思いますか、音羽さん」


    「……わからないわ。でも、その話が本当なら、もしかしたらその女子高生はなにか事件に関わっているのかも、とは思うわね」


    「その通りです。その女子高生二人組なのですが、情報提供者によると陽丘女子の制服を着ていたそうです」


    　音羽はテーブルの下で拳こぶしを握った。


    「まさか……見間違いじゃないの？」


    「いえ、間違いなかったと断言しています」


    「でも、夜だし暗かったんでしょ？　どうしてそんなこと断言できるの？」


    「それ以上は、情報提供者の事情も絡むので、お教えできません」


    　にべもなく断られる。


    　だが音羽はその理由に容易に想像がついた。


    　目を閉じれば、あの夜死体をバスケースに入れて運んだ際の、空気の温度まで思い出せる。


    　あの痴漢警官は、わざわざ陽丘女子校の生徒を専門に痴漢行為を働いていたのだ。


    　そもそも音羽たちが陽丘の制服を着ていなければ、ターゲットとして狙ねらわれることもなかったはずだ。


    　音羽は怒りではらわたが煮えくり返りそうだった。


    　あの警官、人に言えないやましいことをしているくせに、他人の罪は素知らぬ顔で告発したのか。


    「お気を悪くされたのなら謝りますよ。しかし、別にあなたの学校に犯人がいると言っているわけではありません。あくまで事件当夜、犯人と神社までの参道ですれ違ったり、なにかを見たりした可能性があるだけです。私はその二人組からお話を聞きたい」


    　本当にそれだけなのだろうか？　いくら凝ぎよう視ししても京きよう也やのポーカーフェイスからはなにも読み取ることはできなかった。


    「目撃情報に繫つながるかどうかもわからない細かい情報のために東とう奔ほん西せい走そうするなんて、随分余裕がないのね」


    「ええ、お恥ずかしい限りですが、情報がほとんどないので藁わらにもすがる思いなのですよ」


    　京也はさしてお恥ずかしそうでもなく、さらりと告げる。


    　音おと羽わは湯気の立つカップを両手で包み込んだ。じんわりと熱が手を伝う。


    「……ねぇ、さっきの女子高生二人組の話、いま捜査をしている刑事の人たちは知っているのかしら」


    「いえ、私個人で収集した情報なのでほとんど誰も知りませんし、警察に情報提供する気もありません」


    　最悪の展開を覚悟していただけに驚く。


    「どうして？」


    「言ったでしょう、私は情報源を明かすことのできない匿とく名めいの情報網があるので、それをそのまま警察の方にお教えするわけにはいかないのですよ」


    　それに、と京也はつけ加え厳しい表情を見せる。


    「私は会わなければなりません、月つき森もり連続バラバラ殺人事件の犯人に。会ってどうしても聞かなければならないことがあるのですよ」


    　背筋がぞくりとする。音羽は気付かれないように上唇を舐なめた。


    　ここにきて、音羽も自分の認識を改めざるを得なくなった。


    　この男は本気で月森連続バラバラ殺人犯を捕まえるつもりだ。そしてそれができるだけの自負と昏くらい情熱も持っている。


    「……でも、事件の捜査って警察の仕事じゃないかしら。日本の警察は優秀だから、あなたがどうこうしてもなにが変わるわけじゃないと思うわ」


    　京也は嘲あざ笑わらうようにその口元を歪ゆがめる。


    「月森警察が頼りになれば、私が出で張ばる必要もなかったのですがね」


    　まるで警察よりも自分の方が有能だと言わんばかりの発言──だが音羽はもうそれを馬鹿にはできなかった。


    　この男は、危険だ。適当な理由をつけて、さっさと席を立とう。音羽はそう決めた。


    　こちらの心中を見み透すかしたかのように、その時「音おと羽わさん」と声がかかる。


    「先ほど月つき森もりに入って行く二人組を見た者がいると言いましたね。目撃者は後ろ姿しか見なかったのですが、念のため聞いてもらっていいでしょうか？　背せ丈たけは両方とも一六〇前後で、一人は髪を後ろで一つに束ねています。ポニーテール、というのでしょうか？　女物の茶色のジャンパー姿だったそうです。そしてもう一人は髪を左右に結っており、長さは肩に届くくらい。ファーのカフスをあしらった白いコートを着ていたそうです」


    「知らないわ」


    　しまったと思う。答えるのが早過ぎたかもしれない。


    「そういえば音羽さん、あなたも左右に髪を結っておりますね」


    　思わず股またを閉じて背筋を伸ばした。肌が緊張でびりびりする。


    　音羽は心臓が暴れ出しそうな緊張を無理矢理押し殺して、溜ため息いきをついてみせる。


    「あのね、あなたそんな頼りない情報で聞き込みをしていくつもりなの？　ねぇ摩ま弥やさん、あそこの六人がけの席を見てもらっていいかしら」


    　京きよう也やは諾だく々だくと右手側を見み遣やる。二人の視線の先には月森高校の制服を着た女子が六人座っていた。ポテトとドリンク、あとは近くのコンビニで買ってきたのだろうスナック菓子を勝手に広げて四よ方も山やま話ばなしに興じていた。


    「右側奥の娘はポニーテールだし、左側真ん中の娘こ、あの娘の髪は左右に結ってあるわよね。外着なんて別に一着しか持ってないわけじゃないし、そんなのまったくアテにならないわよ」


    　内心、あの夜に着ていたジャンパーを着てこなかったことに、深く安あん堵どしていた。


    　しかし、自分でもいまのは悪くない返しだと思った。京也はといえば、相変わらず表情の読めない顔で女生徒を見つめている。音羽は畳たたみかけるように続ける。


    「折せつ角かくだけど、わたしはきっと摩弥さんのお役には立てないと思うわ」


    「でしょうね、私もそう簡単に有益な情報をつかめるとは思っていません」


    　頃合だろうと思い、トレイを持って席を立ちかけた。


    　と、理由はわからないが、音羽は本能的にそこで動きを止める。


    　彼が自分に接触を図ってきたことを、本当にただの偶然と割り切ってよいのだろうか。


    　現時点で一番真相に近い立場にいるのは間違いなくこの男だろう。


    　ここで踵きびすを返してしまうことが本当に最上の策なのだろうか。


    「ねぇ摩弥さん…………あなたこれからどうするつもりなの？」


    「そうですね、差しあたっては殺害された被害者の義理の娘である、春日かすが井い小さ夜よ歌かさんに話を聞いてみます。まともに取り合ってくれるのかは少々疑問ですが」


    　恐れていた回答が返ってきて、音羽は慄りつ然ぜんとした。


    「……わたしが、春日井小夜歌の双子の姉だって言ったら、驚くかしら？」


    「あなたが……？」


    　京きよう也やは悪質な冗談を聞いたかのように眉をひそめた。やがて胸元から手帳を取り出すと、それをめくり始める。やがてその手が止まり、その表情には驚きよう愕がくの色が見られた。


    「春日かすが井い小さ夜よ歌かの双子の姉に、春日井音おと羽わという名前がありますね……しかし姉の方は離婚の際母親に引き取られ、それ以来音信不通で行方ゆくえがつかめない、そうなっていますが」


    「『堂どう坂さか』は別れた時戻した母方の姓よ。色々事情があって、いまわたしは月つき森もり市にいるの」


    「ほう、複雑な事情……ですか。なにか事件に関係があるかも知れません。長くなっても構わないのでよろしければ聞かせてくださいませんか？」


    　音羽は一瞬迷ったが、結局すべてを話していた。中学校時代、小夜歌との修学旅行先での運命的な出会い。そうやって月日を重ねるうちに仲良くなり、ついには同じ学校に通うことを約束したこと。そしてその直後の母親の死と寮生活を送る自分の生活まで。


    　京也はそれを聞き神妙な面おも持もちで頷うなずいた。


    「随分と苦難の多い半生でしたね」


    「同情ならいらないわ。わたしはいまの人生に満足してるもの。ねぇ摩ま弥やさん、結局のところ自分が幸福と思えばその人は幸福だし、不幸だと思えば不幸なのよ。幸福も不幸も、全部本人の気の持ちようを指す言葉だわ」


    　京也はなぜかそれを聞き薄く笑った。


    「音羽さん。あなたはとても面白い人ですね。それにとても強い」
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    「よく言われるわ。けどそういうあなたこそ、随分変わってるわね。少なくともわたしの周りにはいないタイプだわ」


    「よく言われます。まあその話は一いつ旦たん置いておきましょう──しかし、それならば春日かすが井い光みつ代よのバラバラ殺人は、あなたとも縁遠いこと、というわけではないですね」


    「そうね。小さ夜よ歌かからは色々聞いてるわ。わたしの答えられる範囲であればあなたの質問には答えてあげられるわよ」


    「では、お願いしてもよろしいでしょうか」


    　京きよう也やは一つ頷うなずくと、再び胸元から手帳を取り出し、めくり始めた。


    　その時、注文したデザートのいちごパフェが運ばれてくる。スプーンですくって口に入れると、口の中でホイップの幸せな味が広がる。ふと、京也の視線が自分のパフェに向いているのに気付いた。


    「美お味いしそうですね」


    「あげないわよ」


    「そうですか……」


    　──誰がお前なんかにやるものか。


    　無心に口に詰め込むフリをしながら、音おと羽わは思考をまとめていた。


    　直感で、この男と小夜歌を引き合わせるのはマズイ。


    　小夜歌を守ると決めた手前、せめてこの男の問題は自分一人で片づけてしまいたいところだ。どうせ満足する回答が得られなければ、すぐに退散するだろう。要はボロを出さなければいいのだ。


    　沈黙は長くは続かなかった。やがてすべてを食べ終えると、それを見計らって京也が手帳を読み上げる。


    「被害者は春日井光代さん四六歳、身長一六五センチ、体重八六キロ。月つき森もり台だいの林の中で死体が見つかっています。第一発見者は三み島しま藤とう吾ご一七歳。偶然にも月森高校の三年生です。ここのところ学校に来ておらず、補導歴が数回あるようですね。発見時刻は午前七時前後と非常に早い。取り調べに本人はなぜあんな時刻に月森台にいたのか語ろうとしません。よって警察から疑いを招いています」


    　まるで当たり前の事実を告げるような淡々とした声音だった。


    　音羽は絶句していた。それらのデータや捜査の進しん捗ちよく状況は音羽が喉のどから手が出るほど欲していた情報だ。


    「あなた……何者なの？　ホントにどうやってそんな話を聞いてきたの？」


    「蛇じやの道は蛇へび、というやつですよ」


    　不敵に笑うと、両手を組み合わせてコーヒーをすすった。これ以上は教える気がないというのが態度でわかったので、音羽は角度を変えて攻めてみる。


    「わからないわ。わたしになにを聞く必要があるの？　その三み島しまって人が犯人で決定じゃない」


    「いいえ、それは違いますね。彼は犯人ではない、犯人はほかにいます」


    「……どうしてそう思うのかしら？」


    「三島の言動は支し離り滅めつ裂れつなのですよ。自分で通報しておきながら、警察が来るまでの短い間に被害者の金目のものがないか漁あさって現場を荒らし、さらに警察が駆けつけてくると、咄とつ嗟さに逃げ出そうとしてその場で逮たい捕ほされています」


    「…………」


    「ほかにも取調室では上うわの空そらで、奇行も目立つそうです。彼の服についた粉状のものを調べると、ケシの成分が含まれているのが明らかになっています」


    　京きよう也やはこちらを試ためすように薄い微笑ほほえみを浮かべている。音おと羽わも、ここまで言われれば彼がなにを言わんとしているか見当がついた。


    「ケシってアヘン系のドラッグだったかしら？」


    「さすがですね。そうすると彼がなぜ人目のつかない早朝にあんな場所にいたのかも想像がつきませんか？」


    　京也は胸ポケットからなにかを投げ出した。


    　思わず息を飲む。テーブルの上に投げ出されたのは、ビニル袋に包まれたタブレット状の成型錠剤だった。


    　まじめに生きてきた音羽は当然ながらその手のクスリを見たことがない。だから、真しん贋がんのほどはわからなかった。だが市販品にしては成型技術がお粗そ末まつで、なんの薬か示す刻印がなに一つないのがかえって真実味を増して見えた。


    　ここが店の中だということを思い出し、ぞっとして音羽は思わず辺りを見回す。周りの客がこちらを注視している様子はない。


    　音羽は怒りを滲にじませた視線で京也を睨にらんだ。


    「これを、どこで？」


    「頂上にある月つき森もり神社、裏手に回って羽目板をはずすと、中から出てきました。おそらく三島はこれを取りに行く途中だったのでしょう。だから警察にもだんまりを決め込んでいるのです。結果的にそのせいで警察に身柄を拘こう束そくされているのですが」


    　絶句している音羽を尻目に、京也は続ける。


    「まああの様子なら警察からそう簡単には帰してもらうことができないでしょうから、禁ヤクするにはもってこいの環境でしょう。彼が無事禁断症状を乗り切ることができるのを祈りましょうか」


    　どこまで本気かわからないような冷笑を浮かべそう締め括くくる。まともに日常生活を営いとなんでいく上では、まずお目にかかることがないドラッグについては、まるで言及されなかった。もしかすると自分は、とんでもなくアブナい奴と卓を同じくしているのではないだろうか。


    　京きよう也やは、音おと羽わの危き惧ぐになどまるで頓とん着ちやくせずに先を続ける。


    「肝心の春日かすが井い光みつ代よの死体遺い棄き現場ですが、調べによると遺体に衣服の類たぐいはなく、持ち物はすべて奪われています。カラスと野犬が多少死体を荒らしましたが、辺りの状況から見て、殺害現場及び死体解体現場になったのは、遺棄現場とは異なる場所になりますね」


    「ねぇ、身許を証明するものがなにもなかったのに、どうして死体が春日井光代のものだってわかったの？」


    「ああ、それはあなたの妹の小さ夜よ歌かさんから当日に失しつ踪そう届とどけが出ていたからですよ。おそらく警察の方が死体の写真を見せて本人確認を取ったのでしょう」


    「なるほどね……」


    　ということは、小夜歌は死体の確認のために、一度は光代の遺体を確認したことになる。本人はそんなこと一言も言っていなかった。おそらく自分に余計な心配をかけまいという配慮だろう。


    　咄とつ嗟さにあの月つき森もりの山中に捨てた壮絶な表情の光代の死体を思い起こし、背筋が寒くなる。


    　警察もむごいことをする。あんな汚らしいもの、何度も見たいとは思わないだろうに。


    　と、京也が自分の方を窺うかがっているのに気付いて心臓が大きく跳ねる。


    「顔色がよくありませんが、大丈夫ですか」


    「……いきなりバラバラ死体の話なんてされたら誰でも顔色が悪くなるものじゃないかしら。わたし、こう見えて結構神経が細いのよ。話の内容には気を遣ってくださると嬉うれしいわ」


    「これは……気がつかずに申しわけありません。他の方からもよく言われますよ、『摩ま弥やくんはデリカシーの欠片かけらもないね』と」


    　笑うべきところなのか判断がつきかねて曖あい昧まいに愛想笑いをする。


    「警察はどうやら別れた夫の春日かすが井い晃こう治じさんが犯人だと思っているようですね。ああ、あなたの実の父親にも当たるので、少し言葉には気をつけなければいけませんが」


    「それはいいわ。それよりあの人が疑われてるって、どうして？」


    「彼は春日井光代さんと離婚した直後だからです。養育費や慰い謝しや料りようでも多少揉もめたと聞きます。それに彼は頑健な成人男性ですし、車も持っています。動機と体力、死体を運ぶアシまで揃そろっていれば疑うには十分でしょう。警察は令状を取って家宅捜索をして、車も徹底的に調べています。しかし現在それらしい物証は挙がっていない」


    　どうりで小夜歌に対する追及が緩ゆるいと思ったら、警察は晃治を疑っていたのか。


    　いい気味だ、と思う。


    「……小夜歌は、あの事件で精神的に大きなショックを受けてるの。いまはそっとしておいてあげて」


    「わかりました。では、次に生前の光代さんのことについて知っている限り教えてください」


    「……知っている限りって急に言われても」


    「質問が曖あい昧まいでしたね。あなたの心証で結構です。春日かすが井い光みつ代よはあなたから見て、どういう人物でしたか」


    　音おと羽わは視線が泳がないように咄とつ嗟さに俯うつむいた。


    「……そうね、最低の人物だったわね」


    「最低？　と言いますと」


    「死人のことを悪く言いたくないんだけれど、あの人はロクな人間じゃなかったわ。小さ夜よ歌かに辛つらく当たっていて、周りの家に聞こえるくらいの大きな声で怒鳴り散らしていたそうだもの」


    　音羽は一語一語慎重に吟ぎん味みしてから言葉を重ねたつもりだったが、ふと京きよう也やが不思議そうにこちらを見ていることに気付いた。


    「『そうだもの』？　あなたは光代さんと直接の面識はないのですか」


    「ないわ。けれど小夜歌から相談を受けていたから、ある程度はあの家の惨状について知ってるつもりよ」


    　言い切ってから、音羽は自分の発言のマズさに気付く。あとで言げん質ちを取られる可能性のありそうな発言は、なるべくボカして答えた方がよかったか。


    　幸いにも京也はさして気にした風もなく、手帳を見ながら質問を続けた。


    「春日井晃こう治じさんですが、光代さんと離婚した理由はご存じですか？」


    「小夜歌には聞いていないけど、どうせ父親の浮気が原因じゃないかしら。死んじゃったわたしのママと別れたのも、似たような理由だったらしいし」


    「なるほど、やはり光代さんも離婚に多少なりとショックを受けていたのでしょうか？」


    「そうね、よくわからないけど多分そうじゃないかしら。少なくともわたしのママは、生前父を強烈に憎んでいたわ」


    「ふむ、ではあなたは光代さんが死んでどう思いました？」


    　こちらの動揺を誘っているような鋭い質問が矢継ぎ早に音羽に投げかけられる。


    　気をつけろ、堂どう坂さか音羽。


    　この質問の答え方次第では、最悪この男に捕捉されることになる。このまま穏おん便びんに事を運びたいならば、早々に吐き出すことは吐き出して京也の興を削そいでしまうことが一番だ。


    「……実はね、あんまり悲しくないの。むしろ小夜歌がこれで解放されるかと思うと、ホッとしている部分もあるわ。わたしってひどい女かしら？」


    　京也は薄い微笑ほほえみを浮かべ、首を横に振った。


    「いえ、よくわかりますよ。面識のない人間の死に涙を流せる人間はそうそういません。至極正常な反応ですよ」


    「ありがとう摩ま弥やさん、そう言ってくれるといくらか心が晴れるわ」


    　小夜歌のためだと思えば、この男の前で笑顔だって見せよう。


    　音おと羽わは質問の数々を最少の発言で捌さばいていった。こちらの手札が見えないように細心の注意を払いながら。


    　やがて京きよう也やはおもむろに手帳を両手で畳たたむ。


    「大体こんなところです。ご協力ありがとうございます」


    「結局有力な情報には繫つながらなくてごめんなさいね。でもこれであなた、本当に辿たどるべき情報が途絶えちゃったわね」


    「そうでもありませんよ」


    　余裕のある京也の態度に、音羽は面白くないものを覚える。


    「たとえば？」


    「まず疑問点を解消していくことが先でしょうか。たとえば、光みつ代よさんはどこで殺されたのかは重要な課題として残ります。先ほども述べましたが、解体現場と死体遺い棄き現場は異なりますからね。小さ夜よ歌かさんの証言通り外出先で襲われたなら、一体どこで、どのようにして襲われたのか、それがわかれば大きな前進です。勿もち論ろん、並へい行こうして死体発見当夜目撃された二人の陽よう丘きゆう女子の生徒も捜し出します。なにか重要な証言が得られるかも知れませんからね」


    　京也の手が伝票を摑つかんで立ち上がるのを確認してから、音羽は静かに口を開く。


    「……ねぇ、わたしたち、協力し合えると思わない？」


    　京也が怪け訝げんな顔をして振り返る。


    「どういう意味でしょうか」


    「あなたは陽丘の生徒の中になんらかの形で事件に関わった人がいると思っている、そうよね？　でも知っての通り陽丘は女子校よ、調べようにも男のあなたが中に直接入るわけにはいかない。そんなことしたら大騒ぎになるわ」


    「たしかに……言われてみればそうですね」


    「でも生徒会長のわたしと一緒なら理由はいくらでもでっち上げられるわ。中も案内して上げられると思う。どうかしら？　わたしと組んで犯人を捜さない？　悪い話じゃないと思うんだけど」


    　京也の目がすっと細められる。


    「魅力的な話ですが、それではあなたにメリットがないような気がしますが？」


    「あるわよ勿論」


    　音羽は一いつ旦たん言葉を切って挑戦的な微笑を京也に投げかけた。


    「それはね、摩ま弥やさん、わたしが陽丘高校の生徒会長だからよ。月つき森もり連続バラバラ殺人事件解決に寄き与よできるのなら願ってもないことだし、誤解だとしても早い内に解いておきたいわ。それにわたしだって人並みの好奇心は持ち合わせているつもりよ？　犯人がどんな人間なのか興味があるわ。どう？　まだ納得できないかしら」


    　艶えん然ぜんとした音羽の微笑ほほえみを京也は無表情で受け、顎あごに手を当て、何事か思案し始めた。


    「その代わり、あなたがどこからか拾ってくる不思議な情報も惜しみなく提供してもらうわ」


    「ギブ＆テイクというわけですか……」


    　再び黙考する京きよう也やの返答を音おと羽わは待つ。ファストフード店の外から濃い西日が照りつけていた。ちょっとの話のつもりが、随分と長話になってしまった。小さ夜よ歌かはいま、どうしているだろうか。


    　京也が思い出したように口を開いたのは、後ろの親子連れが席を立ってからだった。


    「音羽さん……いいでしょう。では共同戦線といきましょうか」


    　彼はおもむろにこちらに手を差し出す。黒い革手袋が嵌はめられた魔王の手を、音羽は少しの間眺めていた。


    　この男を放置しておくのは危険だ。万に一つ、彼が真相に行き当たるようなことになれば、音羽たちは破滅する。


    　ならばいっそこの男を自分の監視下に置いて、彼の思考が弾はじき出す推理を間違った方向に誘導してしまえばいい。


    　大丈夫だ、わたしならできる。


    　音羽は彼の手を取ると、小さく上下に振った。


    「よろしくね、摩ま弥やさん」


    「ええ、では一緒に犯人を捕まえましょう」


    　──やれるものならやってみろ。


    　音羽は気付いていた。この共同戦線とやらは、薄はく氷ひようの約やく定じようだ。裏切り、出し抜くことが念頭に置かれている。


    　音羽たちは店を出て、これからどうやって落ち合うかなどの細々としたことを決めた。払いは京也が持ってくれるというので、その厚意に甘えることにする。


    　彼の家はマゼール寮と同じ方角だったので、途中まで一緒に帰ることになった。音羽は最初やんわりと断ったが、彼は『月つき森もり連続バラバラ殺人事件の犯人がうろついているかも知れないので危ないですから』という、皮肉の利きいた理由で音羽を送ってくれた。余計なお世話だったが、これから協調路線を歩んでいくことを考えると、強く断るわけにもいかない。


    　やがて陽よう丘きゆう女子校のパステルカラーの平屋根が見えてきたところで、音羽は足を止めた。


    「……摩弥さん、あなたさっき殺人犯に直接会ってみたいって言ってたけど、もし会えたらどうするつもりなの？」


    　京也はやおら冷たい瞳でこちらを見み据すえると、硬く平へい滑かつな声で告げた。


    「聞いてみたいのですよ──『殺人はあなたを幸せにしたのですか？』と」


    



    　


    「どうしてそんな危ないことしたの！」


    　思いがけず大きな声を出した小さ夜よ歌かは、途端に自分の口を両手で塞ふさぎ、毛布の中に顔を隠した。音おと羽わも体が強こわ張ばり、動きが固まる。


    　しんしんと更ふけゆく夜のしじま。耳を澄ませば食堂の冷蔵庫が上げる唸うなりだけが、下から聞こえてくる。


    　音羽は、恐る恐る隣のベッドを確認する。幸運にも七な歩ほと宇う佐さ美みは寝苦しそうに顔をしかめた程度で、起き出すまでには至っていなかった。


    　姉妹揃って安あん堵どの吐と息いきをこぼしたあと、小夜歌は再び「どうしてそんな危ないことしたの」と、声を落として怒った。彼女の穏やかな気性を知っているからこそ、音羽はその剣幕に驚かされていた。


    「……だって、あいつを放置しておくわけにはいかないでしょ」


    　つい言いわけがましくなってしまう。


    「危な過ぎるよぉ」


    「あくまで捜査『ゴッコ』。収穫がなくなって行き詰まったら、簡単に諦あきらめるわよ。それまで付き合ってあげるだけ。……ねぇ小夜歌、あいつの問題は全部わたし一人に任せてちょうだい」


    「どうしてッ、わたしも協力する」


    「どうしてって言われても……」


    　小夜歌では、京きよう也やは荷が重過ぎる。そううっかり漏もらしそうになって口をつぐむ。


    　音羽は歯切れ悪く言葉を濁した。


    　小夜歌はそのことに不満げな顔を見せ、しばらくすると怒って音羽と反対方向を向いて寝てしまった。


    「小夜歌は警察の事情聴取も一人で凌しのいだんだから、今度くらいわたしにも活躍させてよ」


    「…………」


    　揺すってもさすっても、小夜歌は拗すねたままだった。


    　もう一つ、この場で告げておかなければならないことがあるのを思い出す。


    「それと……『幻想郷冒険録』はもうしばらくは埋うめたままにしておきましょう」


    　幻想郷冒険録とは二人が共同執筆しているファンタジー小説のことだ。光みつ代よ殺害の直前に、いままで書き溜ためていたものを生徒会室でプリントアウトし、小屋から少し離れた所に埋めていた。


    　いつか掘り出すとは言っているものの、京也の出現により、その作業はさらにずれ込むことになるだろう。


    「じゃあ続きはもう書かないの？」


    　小夜歌は後ろを向いたまま問いかけてくる。


    「まだその時じゃないってだけよ。もうしばらくの我慢、そうしたら一緒に掘り出そう、ね？」


    「音おと羽わ姉ねぇいつも『もうしばらくの我慢』って言ってる」


    　拗すねつつも、その声の調子からもう怒っているわけではないと知れたので、和解の印しるしにと後ろから彼女を抱きしめ、彼女の華きや奢しやな肩の上に顎あごを乗せる。


    「音羽姉ぇ、あの人の情報源って一体なんなのかな？」


    　あの人、とは京きよう也やのことだろう。


    「さあ、おそらく警察に知り合いか親しん戚せきがいて、そこから事件の情報を流してもらってるんじゃないのかしら？」


    　所しよ詮せん推測の域を出ないが、それ以外に可能性らしい可能性が思いつかない。


    　ふと、音羽は別れぎわ京也に突きつけられた言葉を思い返す。


    『殺人はあなたを幸せにしたのですか？』


    　音羽は険しい瞳で宙を睨にらんだ。


    　──したとも。


    　いまこうして小さ夜よ歌かの軟やわらかい髪を撫なでて、そのぬくもりを、その縋すがるような眼まな差ざしを独占していられるのも、すべて光みつ代よを殺したからだ。彼女を殺したことに一片の悔いもない。


    　むしろ最大の注意を払わねばならないのは、自分たちの犯行が暴あばかれることだ。


    　小夜歌の前では大おお見み得えを切って見せたが、音羽も彼を侮あなどっているわけではない。
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    　京きよう也や攻略の要かなめは、相手の思考を予測してそれをいかに無理なく誤導するかだろう。だが敵も然さるもの。


    　ショーダウンゲームの花はな形がたポーカーだってそうだ。


    　こちらの手札がいい時だけ勝負を賭けて、そうでない時だけ降りていれば、容易たやすく相手に見み透すかされてしまう。


    　こちらの手札が悪くても、簡単に降りるわけにはいかないのだ。


    　それこそ、賭かけの結果如何いかんによって、こちらの身の振り方が決まってくるのだから。


    　音おと羽わはゆっくりと小さ夜よ歌かの首の後ろに両手を回し、彼女を引き寄せると額ひたいと額をくっつける。小夜歌の匂いを鼻び孔こう一杯に吸い込み、その細くて青白い静じよう脈みやくから鎖さ骨こつのラインを優しく撫なでる。


    「小夜歌、好き。あなたのことが世界で一番好き」


    「ずるいよ音羽姉ねぇ、わたしの方がもっと好きなんだからッ」


    　言ってから、小夜歌は自分の発言に頰ほおに紅葉もみじを散らし、視線を転じる。それを聞き、無性に小夜歌が愛いとおしくなって、彼女を無理矢理正面に向かせてから口づける。


    　最初はお互いの唇を舐なめ合うように、次第に情熱を帯び、長いキスに変わる。


    　脳のう髄ずいが痺しびれるような快楽に身を委ゆだねながら、それとは別の部分が思考を紡つむぎ上げる。


    　今度こそ、これで最後だ。


    　彼さえ退しりぞけてしまえば、無能な月つき森もり警察も含めて、今後何なん人ぴとたりとも自分たちを脅おびやかすことはできないだろう。


    　欺あざむき通さなければならない、絶対に。


    



    ２


    



    　週明けになってすぐにテスト期間に突入した。


    　陽よう丘きゆうのテストは四日間かけて行おこなわれる。


    　初日から三日目はつつがなく進行した。音羽の生活はあの女が死んで以来、上向きになっている。当然勉学においてもそこら辺は抜かりない。


    　最終日、四日目の天候は、三日目に続き抜けるくらいの青空だった。


    　音羽は最後の英語の長文問題を解き終わり、答案をチェックしてから、裏返す。まだ時刻は一〇分も残っていた。


    　自信はあった。生徒会長としての面めん目ぼくが保たもてるくらいの学年順位はこれでキープできるだろう。


    　音羽は掌てのひらを組み合わせ、その上に顎あごを乗せ周りを見渡す。


    　ほかにも一人二人すでに終わっており、その様子からテストの終わりに浮き足立っているのが容易に見て取れる。もう彼女たちの頭の中は、放課後の打ち上げのことで頭がいっぱいなのだろう。


    　それに対して音おと羽わの緊張は、答案を裏返した瞬間最高潮に達していた。胸に手を当て、動どう悸きを抑える。


    　終業の鐘が鳴った瞬間、あちこちから脱力した声が上がる。


    　ＳシヨートＨホームＲルームが終わって、ざわついていたクラスメイトが矢も楯たてもたまらず教室から飛び出していく。小さ夜よ歌かは東側にある階段の掃除当番なので、青あお息いき吐と息いきといった様子だった。先ほどから、行ってくれるなとでも言うように、寂しげにこちらを見ている。


    　基本的に音羽は小夜歌の『お願い』に対してめっぽう弱い。気を引き締めておかないと、際限なく小夜歌を甘やかしてしまう。だが、今日だけは心を鬼にするしかない。後ろ髪を引かれる思いがしながらも、彼女に背を向ける。


    　その時七な歩ほが「終わったぁぁ～～」という声を上げ、クラスに押しかけてきた。ここのところずっと徹夜で机に向かっていたので、どこか血色が悪そうだったが、異様にハイな状態なのが気になる。カラオケに行って絶叫したら、そのまま貧血で倒れるのではないだろうか。


    「終わったわ。さあ！　生徒会のメンツで打ち上げやるわよ」


    「ゴメン、今日は用事があるから、三人で行ってちょうだい」


    　七歩の眉尻が下がり、目が細められる。


    「またぁ？」


    「うん、今度こそ付き合うから」


    「……あんた、もしかして、ついに彼氏でもできた？」


    「どうしてそうなるのよ」


    「そりゃ友達付き合いが悪くなる主な理由ったら彼氏でしょ」


    　音羽は脳のう裏りに京きよう也やの姿を思い浮かべ、苦い表情をした。


    「冗談。わたしそもそも男に興味がないもの」


    「そういうこと臆おく面めんもなく言えちゃうのがあんたなのよねぇ」


    　苦笑してから、はっとなにかに気付いたように腕を交差させ×印を作る。


    「あたしが美少女なのは認めるけど、答えはＮＯよ」


    「どうしようかしら、起きながらに寝言が聞こえるわ」


    「ひでぇリアクションするし。てかどうして小さ夜よ助すけや風ふう香かにはムラムラくるのにあたしだけスルーなの？」


    「わたし大人しい娘こが好きなの」


    「ドＳ」


    「処女」


    「余計なお世話だ！　小夜助ッ、こんな馬鹿放っておいて、風香と三人で打ち上げ行きましょう」


    「今日は帰るの門限ギリになるかも知れないから、よろしくね」


    「帰ってくんなッ」


    　一通りのオチがつくと、音おと羽わは微笑を浮かべながら七な歩ほに手を振り別れた。そのまま昇降口で靴を履き替え、外に出る。身震いするほど冷たい空気に、思わずマフラーをきつめに巻き直した。


    　今日は午前授業なので、まだ太陽が昇りきらないうちに学校を出ることになった。テスト期間中でもなければ、こんな早くに帰ることはまずないだろう。


    　音羽はその足で市の中央に向かって待ち合わせのファストフード店に向かう。初めて行く場所だったが迷うことはなかった。


    　探すまでもなくガラスの向こうでなにやら思案げな顔をしている京きよう也やを見つけた。ガラスを叩いて、ジェスチャーで外を示すと、ややもせず京也が出てくる。


    「もしかして待ったかしら？」


    「いえ、それほどでもありません」


    　月つき森もり高校も今日でテスト最終日のはずだが、テスト後の高揚というものが感じられない能面のような表情だった。この前は初対面だったので、多少硬くなっていたのかと思ったが、どうやらこれがデフォルトのようだ。


    　彼は挨あい拶さつもそこそこに「行きましょうか」と言ってすたこらさっさと先に進んでいった。


    　音羽は京也の背中に冷たい視線をくれながら、思い出したように彼のあとに続いた。


    



    　


    　月森市は近隣の大都市の衛星都市なので、駅周辺に行けば大たい抵ていのものは揃そろっている。が、それはあくまで中央の話。どの方角でもいいので一方に突き進めば、すぐにビルは見えなくなり、住宅が増えてくる。さらに進むと、老人ホームや牧場、墓所が広がる場所に行き当たり、ついには田畑か未開発の林が見えてくる。


    　華やかなりし中央を恨うらめしげに囲む、鄙ひなびた周辺区域。


    　音羽たちが向かったのも、そういった場所の一つだった。


    　車がすれ違えるか否いなかの狭い未舗装路を直進していくと、四階建てのマンションが二つ、南側を向いて建っていた。


    「ここ、人が住んでるのよね？」


    　音羽は顔を上げ、改めてマンションを眺める。


    　冷たいコンクリ地のマンションは至る所に破損、腐ふ食しよく、汚お損そんが見られる。隣接する形で存在する狭い公園は、遊具の塗装ハゲが目立ち、その下からは厚い錆さびが浮いていた。子供の姿はどこにも見えない。


    「地図の住所はここで合っているはずですが？」


    「ん、まあ合ってるけどね……」


    　そういうことが言いたいのではないのだが、この男にそれを言っても仕方のないだろうことは、短い付き合いながら悟っていた。


    「では行きましょう」


    　明かり一つないフロントは、昼でも薄暗く、外見同様に清潔とは決して言い難い環境だった。


    　フロントよりさらに薄暗い階段からは吐と瀉しや物ぶつの饐すえたにおいが漂ってくるので、あれを使うのだけは是非とも遠慮したいところだ。


    「帰りたくなってきたわ……」


    「我慢してください」


    　早くもここに来たことを後悔し始めている音おと羽わを尻目に、京きよう也やはまるで頓とん着ちやくせずに、エレベーターのボタンを押す。階数表示板が壊れているのか、いきなり音もなくケージが降りてきたかと思うと、軋きしんだ音を立てて扉が開いた。


    　汚お損そんが目立つ壁に触れないようにしながら箱に乗り込んで、四階で降りる。


    　降りて一番奥まった部屋、その煤すすけた表札に『柏かしわ木ぎ』とある。ほかの人間の侵入を拒こばむようにゴミや縛った雑誌の束がドアの前に捨て置かれている。


    　呼び鈴りんを押してしばらくして、女が顔を出した。年齢は五〇以上だろう、パーマがかかった茶髪に、厚ぼったい唇、糸目の下に疲れ皺じわがあった。


    　音羽は確信する。光みつ代よに焼しよう香こうを上げに来た女だった。


    「すみませんが、柏木徳のり子こさんですか」


    　女は怪け訝げんな表情を隠そうともしない。


    「そうだけど……」


    「わたしを憶えていませんか？　ほら、春日かすが井い光代の焼香の時──」


    「──ああッ、春日井さんところの双子のッ」


    　途端に警戒を解いたのか、笑うと印象が随分と人好きするものに変わる。


    「なにどうしたの？　あら、こんなとこで立ち話もなんだし、汚いとこだけど上がってく？」


    　その謙けん遜そんはまったく笑えない。


    　やんわり断って、手短に済ませる旨むねを伝え、質問を京也に譲った。


    「いきなりですみませんが、いくつか聞きたいことがあります。まず、あなたと春日井光代さん、あなたたちは一体どういう関係なのですか？」


    「ああ、友達よ。社交ダンスの仲間」


    「社交ダンス？」


    　意外な言葉に、音羽は思わず聞き返す。


    「そう、光みつ代よちゃんもそこのメンバーだったの、勿もち論ろんあたしもよ」


    　痛恨の思いだった。これは明らかな音おと羽わのリサーチミスだ。


    　光代は生前、たまにふらっとどこかに出かけることがあるのは知っていたが、まさか社交ダンスに通っているとは夢にも思わなかった。


    「ふむ、では殺される前、なにか以前の様子と変わったところはありましたか？　たとえば、誰かに殺されるのではないかと怯おびえていたりなど──」


    「いいえ、そんなことないわよぉ。あの人は他人から恨うらみを買うような人間じゃないもの」


    　音羽は思わず失笑を漏もらしそうになった。そういえばあの女は外そと面づらだけは異常によかったか。もしあの女が本当に恨みを買うことがない清せい廉れんな人間であれば、そもそも殺されてなどいない。


    「あの事件だっていきなりだったから、あたし本当に悲しかったのよ」


    　そう言ってなにか思い出したのか、柏かしわ木ぎは洟はなをすする。そんな様子を京きよう也やはつぶさに観察しながら、委い細さい構わず質問を続ける。


    「なんでもいいんです。普段と変わったところはありませんでしたか」


    「そうねぇ」と考え込んでいた柏木が、ふと思いついたように手を打った。


    「光代ちゃんってレッスン料結構滞納してたんだけどさ、死んじゃうちょっと前に、一括で全部払うって言ってたわねぇ」


    　背筋に氷柱を入れられたような寒気が走った。


    　間違いなく、音羽から巻き上げる予定だった金のことだろう。


    「そのアテがなんなのか、あなたは聞きましたか」


    「ええ、たしか……あれ、なんだったかしら？」


    「もしかして、パチンコかなにかじゃなかったかしら？」


    　音羽はなにげない素振りで会話の中に割り込んだ。柏木は驚いた顔をする。


    「わたし小さ夜よ歌かに聞いたことがあるんですけど、あの人、時々パチンコにお金をつぎ込んでたらしいから、もしかしたら、たまたま大勝ちしてそういう気の大きいこと言ったのかも知れないわ。そうじゃありませんか？」


    「そーだったかしらねぇ。たしかもっとほかの理由だったような気がするんだけどねぇ……」


    「でも、それ以外に可能性らしい可能性がないわ。それにもしほかに理由があったなら同居している小夜歌が気付かないはずがないもの」


    　うんうん唸うなっていた柏木はやがて根負けしたように「言われてみれば、そんな理由だったかも知れない」と思考を放ほう棄きした。


    　勿もち論ろん全部デタラメだ。あの女は音羽の知る限り、賭け事には手を出していない。


    　多少綱渡りだったが、これに関しては、あとで小夜歌に電話して口裏を合わせるよう頼もう。


    「でもパチンコで勝ったのなら、かなりの大勝ちよね。だって光みつ代よちゃん、車も買うって言ってたもの」


    　京きよう也やの瞳が細められる。


    「車、ですか？」


    「そ、どこかのディーラーに話をつけてたらしいわ。結局無駄になっちゃったみたいだけどね」


    「どこのディーラーかおわかりになりますか？」


    　柏かしわ木ぎは手を一つ振って笑う。


    「そんな細かいところまで聞いてるわけないじゃない。あ、でも絶対これがいいって言ってた車種はあるわよ。前からカッコイイんで好きだって言ってたもの」


    「なるほど」


    　京也に気付かれないよう、彼の表情を横目で窺うかがう。彼が車の話に関心を示したことは、音おと羽わにとって甚はなはだ歓迎できないことだった。


    「あれ？　月つき森もり連続殺人犯って、無差別に殺していくんでしょ？　じゃあなんであなたたち光代ちゃんの生前の行動なんて調べてるの？」


    　潮しお時どきと見た京也が「念のためです。お時間取らせてしまってすみません」と言って早々に切り上げる。釈然としない顔をしている柏木に二人でお礼をしてから、エレベーターに乗り込む。カビと機械油のにおいが混然となった密室の中で、京也はポツリと漏もらす。


    「手がかりは得ました。次はそのディーラーを探してみましょうか」


    「冗談でしょ。あなた月森市にいくつ車屋さんがあると思っているの」


    「車種が特定できただけで、大きな前進です。これで随分絞り込めるでしょう」


    「でも……だからって」


    「面倒ならば帰ってもらっても問題ありません。私一人で調べます」


    　音羽は京也を横目で睨にらむ。


    　まるで決定事項を淡々とこなしていく機械のようだ。機械ゆえに、その正確さ、その仮か借しやくのなさは折り紙つきだ。


    　音羽は自己主張が強いタイプの人間が苦手だったが、その認識を改めざるを得なかった。そういったネガティブな感情も含めてこその『人間味』なのだ。それらの感情が欠落した京也の、なんと不気味なことか。


    　その時体の奥まで震えるような振動がして、エレベーターが停止し、扉が開く。扉の隙すき間まから眩まぶしいくらいの冬の日差しが差し込んできた。


    　成果がなければすぐに飽あきるに決まっている──そう心の中で呟つぶやいてから、京也に微笑ほほえんでみせる。


    「勿もち論ろん最後まで付き合うわ。当然じゃない、わたしたちはパートナーでしょ？」


    



    



    　音おと羽わたちは駅前まで戻る途中、めぼしいカーショップすべてに入って聞き込みを行おこなった。途中からは携帯電話のＧＰＳ機能を使って周辺地域をしらみつぶしに当たっていった。


    　遠からず諦あきらめるだろうと高を括くくっていただけに、京きよう也やのバイタリティには驚きを通り越して感心した。


    　通常、この手の捜査ゴッコは、飽あきるのも早いと相場が決まっている。警察の捜査と言うと口当たりはいいが、実際のところは退屈な聞き込みを延々と続けていくだけの、実りの少ない作業だからだ。


    　音羽の思い込みを裏書きするように、聞き込みに行ったほとんどの店で、手がかりは得られなかった。


    　まず揉もみ手でをせんばかりの笑顔で客を出迎えてから、客が学生であることに気付くと眉根を寄せ、最後に月つき森もり連続バラバラ殺人事件の被害者がここに来なかったかと聞くと、いやそうな顔を隠そうともせず、邪険に扱われる。


    　相手の悪意の視線を真正面から受け、さしもの音羽も頰ほおが熱くなった。


    　音羽は最初の二店舗で挫ざ折せつしそうになったが、京也にとっては蛙かえるの面つらに水だったらしい。淡々とした様子で探り当てたのは五店舗目でのことだった。だが──


    「わからない？　では、あなたはなにも聞いていないのですか」


    　背広のセールスマンは京也の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな質問に気け色しきばみながらも、敬語を保たもっている。


    「特別な場合でない限りお客様の個人的な都合に関しては深く踏み込まないもので」


    　結局光みつ代よが現金一括で払うと約束していたという以外は、特にめぼしい情報も得られなかった。


    　柏かしわ木ぎと光代が通っていたという社交ダンスの教室も聞き込みに行ったが、柏木以上に事情に通じている人間はついに現れなかった。


    



    　


    「結局なにもわからなかったわね」


    　フライドポテトをかじりながら、音羽は日が傾いていくのを眺めていた。あかね色の空の向こうでＶ字型の編隊飛行をしている渡り鳥のシルエットが見える。


    　最初に待ち合わせしたファストフード店の二階、窓に向かい合う形で配置されたスツールの一つに音羽は座っている。


    「そうでもありませんよ」


    「へぇ、たとえば？」


    「犯人の犯行動機は、金銭トラブルかも知れません」


    　音おと羽わは内心の動揺を押し殺しながら「ふぅん」と気のない風を装って先を促した。


    「私にはやはり、光みつ代よさんにはまとまった収入の見込みがあったと思います。しかも他人に公おおやけにできない類たぐいの」


    「パチンコの稼かせぎで手に入る車となれば、安い中古車以外ないと睨にらんでいたけど……実際行ってみると、光代さんがディーラーに話をつけていた車は新車だったものね」


    　話していると、沸ふつ々ふつと怒りも込み上げてくる。生前の光代は音羽から金を巻き上げる時、借金の額と音羽から巻き上げる金が同額くらいだと漏もらしていた。新車を買うほど余よ剰じよう分が発生することを考えると、あの時の光代の発言は真っ赤な噓うそだったことになる。


    「音羽さん、あなたは車の件、どう見ますか？」


    　見え透すいた質問だった。とぼけるわけにもいかないだだろう。


    「決まってるわ、パチンコ以外に金銭のアテがあったのよ」


    「私もそう思います。しかし死亡する前後、光代さんの口座の残高に大きな変化はありませんでした。つまり、光代さんは金銭を受け取る前に死んでいるのです。光代さんが見込んでいたお金がギャンブルで稼げる額を大幅に上回っている以上、ほかになんらかの手段を持っていたということになります。お金は天から降ってきませんからね」


    「横断歩道で立ち往おう生じようしている富豪の老人を助けたら、遺産を割かつ譲じようしてくれたんじゃないの？」


    　音羽が茶化すと、京きよう也やは小刻みに肩を上下させて笑う。だが目だけはまるで笑っていなかった。


    　京也に見られているだけで、首筋の産うぶ毛げが逆立つのを感じる。ふと、自分がじりじりと崖の突端に追い詰められているような錯覚に襲われた。


    「音羽さん、金銭トラブルは立派な犯行動機になり得ないでしょうか？　つまり、犯人は被害者の顔見知り──」


    「──待って摩ま弥やさんッ、それはおかしいわ」


    　思わず声に険がこもる。京也はことのほか冷静な様子で音羽を観察していた。


    「と、いいますと？」


    「摩弥さん、あなたは大前提を忘れているわ。これは連続殺人事件よ。たしかに光代さんは不可解なお金の出所があって、それを受け取る直前に殺されているかもしれない。でも、だからどうしたの？　月つき森もり連続バラバラ殺人事件の被害者は光代さん一人じゃないのよ。ほかにも大勢殺されているわ。まさか被害者全員が犯人の知り合いだったって言うんじゃないわよね。月森連続バラバラ殺人事件が無差別殺人なのは、ほぼ間違いないわ。事件の外郭アウトラインは憶えてる？」


    「勿もち論ろんです。事の発ほつ端たんは今年の夏頃、最初は若い女性ばかり暴行された上にバラバラにされ殺されていた凶悪なものでしたが、そのうち年齢や性別を問わず殺されて、最終的には夥おびただしい数の死者が出ました。この事件の犯人は未いまだ特定されていません」


    「そうよ。わかってるならなおさらッ──」


    「──音おと羽わさん、もし今回の事件がいままでのバラバラ殺人とは別個の事件だとしたらどうでしょうか？」


    「……………………どういうこと」


    　先ほどまで暖房が効き過ぎて暑いとすら思っていたのに、いまは震えがくるくらいに寒く感じる。音羽は膝ひざの上で拳こぶしを握った。


    「言葉の通りです。あなたはまったく不思議に思わなかったのですか？　夏場にあんなに短いインターバルで連続して事件が起こったのに、それがある日ぱったりと途絶えた。かと思えば半年近く経ったいま犯人は殺人を再開した」


    「なにも不思議なことじゃないわ。警察の手が回ってきて、ほとぼりが冷めるまで待ったのよ」


    　京きよう也やは失笑を漏もらした。


    「幼少期の虐ぎやく待たいでも、男性ホルモンテストステロンの異常分ぶん泌ぴつでも、理由はなんでも構いません。ただし、一度歯車のくるいだした人間は歯止めというものを知りません。暴力のための暴力、殺人のための殺人。息をするように殺し、正常な人間が持っている最後の一線を軽々と踏み越える逸いつ脱だつ者。そんな人間が半年近くも息をひそめていると本気で思っているのですか？　失礼ですが、あなたはこの種の殺人犯というものをまるでわかっていない」


    「そういうあなたはわかっているというのかしら？」


    「少なくとも、あなたよりは」


    「へぇ、それは頼もしいわね」


    　実際この手で一人殺あやめている音羽からすれば、京也の言葉は空々しく聞こえることこの上ない。しかし、京也もまた自分こそが殺人犯の心理に通底しているという態度を崩さない。


    　最初に重苦しい沈黙を破って口を開いたのは、京也だった。


    「回りくどい言い方はやめましょうか。実は私はこの事件を起こしたのが、いままでの殺人犯と別人だという確証があります」


    　音羽は絶句する。この男は一体何者なのだろうか。すでに何回も思考の端にひっかかっていたが、この時ほど強くそう思ったことはなかった。


    「一体それはなんなの」


    「残念ですが、お教えできません」


    　今度は音羽が失笑する番だった。


    「確証があるのに言えないの？　それ、超能力は実在するけど証拠は出せませんって言ってるのとどう違うのかしら」


    「……なるほど、そうですね、そう言われても仕方ないかもしれません。その件についてはいずれ、機会があればお話しすることもあるでしょう。とにかく、同一犯の可能性は除外して考えてもらって結構です」


    　到底納得することができない説明で締め括くくると、京きよう也やはアップルティーに口をつける。


    「ねぇ、あなたは犯人をどんな人間だと思ってるの」


    「それがわからないからこうして一緒に聞き込みに回っているのですよ」


    「でも、あなただって漠然とした犯人像みたいなものは持ってるんでしょ」


    　答えるまで、少し間まがあった。


    「一応は」


    「聞いてもいいかしら？　わたし、摩ま弥やさんがどんな犯人像を持っているのかとっても興味があるもの」


    「正直あまり積極的にお話ししたいとは思いません。私の犯人像を押しつけて、あなたの中の犯人像を壊してしまいかねない」


    「いいから聞かせて。あなたの意見が是非聞いてみたいの」


    　さすがにいまのは強引過ぎて、不審に思われただろうか？


    　だが、音おと羽わとしてはこれだけは是が非でも問いただしておかねばならなかった。京也の言う『犯人像』とやらが、もしも音羽と一致する場合、今後の出方を考える必要があるからだ。


    　京也は抗弁のために口を開きかけたが、結局そこから漏もれたのは溜ため息いきだった。


    「いいでしょう。ではお話しします」


    　掌てのひらが異常なほど汗を搔かいているのをスカートでぬぐった。


    「まず、犯人はおそらく男性でしょう」


    　音羽は驚いて顔を上げた。京也は不思議そうに首をかしげる。


    「なにか？」


    「い、いえ続けて」


    「そう思う根拠は被害者の光みつ代よさんの体重です。彼女の体重は八六キロもあります。この解体と搬はん送そうも含めて女性には難しいでしょう。続けます、これは私が導き出したプロファイリングなのですが、『彼』はいわゆる秩ちつ序じよ型の殺人犯で、年齢は三〇～四〇歳程度。力はあるが割りと[image: ]やせ形で大学時代はテニスのサークルに通っていたかもしれません。現在のところ非正規的な職、いわゆるフリーター生活をしている。歯並びが悪く、本人もそれを気にして喋しやべる癖くせがある。性的な経験は少ない、もしくはまったくなく、女性に対してあまり積極的なアプローチが取れる人間ではない。住まいは月つき森もり市内で小さなアパート暮らしです。市内でもおそらく北の方に分布します。さて、こう思う理由ですが、まずはその前にプロファイリングについて説明しなければなりません。プロファイリングには大きく分けて二種類あり、一つはＦＢＩの確立した、過去の凶悪殺人犯をタイプ分けしつつ行動科学などと組み合わせ導き出す方法、もう一つはイギリス式の統計分析を────────」


    　よくもこんなくだくだしい台詞せりふを嚙かみもせず言えるものだなと思いながら、音おと羽わはもう京きよう也やの話を聞いていなかった。


    　音羽は京也に聞こえないように安あん堵どの吐と息いきをこぼす。固く握っていた拳こぶしを解く。無性に喉のどが渇いて、なにか飲みたくなった。


    　これほど鋭い推理を重ねて音羽を冷や冷やさせている京也も、まさか目の前に犯人がいるとは微み塵じんも思っていないらしい。当然と言えば当然なのだが。


    　視線を戻すと、京也の長ったらしい説明は佳か境きように入っていた。


    「──というわけで、両プロファイリングとも連続的に事件が起こることが前提なので、未いまだ一人しか殺していない今回の犯人の正確なプロファイリングは不可能に近いのですが、それでも一応私なりの──ん、なにやら嬉うれしそうですね、音羽さん」


    「そう？　わたしの思い描いていた犯人像と、摩ま弥やさんが想像してた犯人像が案外近かったからかしら」


    　作り笑いも、もう堂に入ったものだった。


    「そうだったのですか。ならば、わざわざ犯人像云うん々ぬんを気にする必要もありませんでしたね」


    　音羽は心の中で舌を出しながらも、表情は穏やかなまま相づちを打った。


    　空気から重苦しいものが取り除かれ、勢いトークも少し達者になる。


    「それにしても、今日は驚いたわよね。あの光みつ代よさんに社交ダンスの趣味があるなんて笑っちゃうわ。あなたもそう思わない？」


    「あなたは以前お会いした時、春日かすが井い光代さんとは面識がないと言っておられましたが、いまの発言を聞いていると、まるで面識があるように聞こえますね」


    　音羽は咄とつ嗟さに京也から視線をはずした。


    「……小さ夜よ歌かからあの人の話は何度も聞かされていたからね。他人のような気がしないだけよ」


    　いけない、気が緩ゆるんでいるのだろうか。音羽は自分を戒いましめる。


    　その時、京也の視線が机の上で組み合わせていた自分の手に注がれていることに気付く。


    「違っていたらすみません、音羽さん、あなたは弦楽器かなにかをやっておりませんか？」


    「え、まあそうだけど……」


    「なにをなさっているのですか」


    「生徒会と吹奏楽部をかけ持ちしていたの」


    「ふむ、『していた』というと、もうやめてしまわれたのでしょうか？」


    「幽ゆう霊れい部員って感じかしら。一時期は凄く熱心に練習してたんだけど、生徒会が忙しくなってきてからは、ほとんど顔を出してないもの。どうしてそんなことがわかったのかしら？」


    「手、ですよ」


    　こともなげに京也は続ける。


    「手？」


    「そうです。ピッツィカートと呼ばれる、弦楽器の弦を指で弾はじいて音を出す奏法のことはご存じのはずです。吹奏楽の曲には、ピッツィカートを使う曲も少なくない。あれは初心者が行おこなうと弦を押さえる左手の皮が剝むけて痛い思いをするそうです。しかし練習を重ねていく内に自然と手の皮が厚くなってくる。そして音おと羽わさん、あなたの手は、左だけ手の皮が少し厚い」


    　言われてみると、コンバス奏者としての二年近い練習で、左手の指は少し押したくらいではへこまないくらいには硬くなっていた。最近は練習自体していなかったので意識していなかったが、昔は血豆ができて腱けん鞘しよう炎えんになる寸前まで練習したものだった。音羽は視線だけを京きよう也やに移す。


    「……凄いわね。あなたもなにか楽器をやっていたクチなの？」


    「聞きかじった知識です。特にこれといって楽器をやっていたわけではありません」


    　なにか追及があるかと思ったが、それ以上は事件のことを突っ込んで話すこともなかった。ただの雑談だったのだろう。やがて門限の時間が近づいてきて解散になった。今回も会計は京也が持つということで、お願いした。


    　延べ半日も使って確たる成果もないのだ。もしかしたら京也も内心申しわけなく思っているのもかもしれない。


    　外に出た時、身震いするほどの冷気がまとわりつく。毎度のことながら突然常とこ夏なつの国から南極に放り出されたようなこの感覚には慣れない。


    　次の日取りを決め、二、三言会話すると、京也はコートを翻ひるがえして去っていく。


    　京也の後ろ姿が見えなくなるまで眺めてから、音羽は踵きびすを返して帰路についた。


    　雲が重苦しいほどに低くたれ込めていて、びっくりするくらい寒い。水溜たまりに薄く氷が張っているので、明日はアイスバーンに苦しむことになりそうだ。


    　見ると、下水の湯気が排水溝から空にのぼっていった。


    　マゼール寮の明かりは遠目からも煌こう々こうと灯っていた。東門から入り、正面玄関から入る。


    　管理人室にいたハナ寮母と短いやりとりを終えて、二階に駆け上がる。部屋に帰ると七な歩ほがベッドで爆睡していた。


    　音羽は思わず口が緩ゆるむ。連日連夜徹夜でテスト勉強をしていたので、無理もないだろう。


    　気持ちよさそうに寝ているので七歩は起こさないことにした。


    　風呂に入ってさっぱりしてから食事をとり、その後は自室で読書をしていると、間まもなく消灯になったので、ベッドに横になる。なかなか眠りは訪れなかった。


    　風もなく、冬なので虫の声もない。奇跡的にほかの寮生のはしゃぐ声もない。いつになく静かな夜だった。


    　春日かすが井い光みつ代よの死はいまでこそセンセーショナルに報道されているが、それも長くは続かないだろう。彼女の事件とて、退屈な世界に投げ与えられるスリルの一つに過ぎない。時間が経てば、忘却が春日かすが井い光みつ代よを完全に殺す。


    　すべては上う手まくいっている。


    「……おやすみ、七な歩ほ」


    　手を伸ばして電気スタンドの明かりを消すと、視界が闇に閉ざされた。


    　音おと羽わは仰向けになって闇を見み据すえた。


    　京きよう也やは当初予想していたより遥かに難敵だったが、これも今日で完全に証拠は潰ついえたはずだ。彼は音羽に繫つながるような情報はなに一つつかんでいないと断言できる。あとは約束通り陽よう丘きゆう女子の中を軽く案内してやれば彼も素直に諦あきらめて手を引くはずだ。


    　そう、上手くいっている。


    　なのに、どうしてこんなにも心が騒ぐのだろう。


    　音羽は考えることをやめ、目を閉じた。


    　今日こそは魔王に追われる夢を見ないことを祈りながら。


    



    ３


    



    　答案が返却されて、学年順位が掲示板にデカデカと張り出されたのは、例年よりもずっと早かった。


    　なんでも、いつも返却が遅いことで有名な国語の教師が、珍しく仕事が速かった結果らしい。


    　陽丘女子では、上位一〇〇位までが掲示される。当然、ほとんどの生徒が足を止め一度は眺めるので、自分の名前があれば誇らしい。ましてやそれが学年一位であればなおさらだ。


    　先ほど張り出されたばかりの掲示板の前は、未み曾ぞ有うの人だかりと、一いつ喜き一いち憂ゆうする騒々しい歓声に包まれていた。


    「会長凄いですよ！　久々に一位に返り咲きましたね」


    　興奮気味の宇う佐さ美みが、我が事のように喜んでくれる。誉ほめられても素直に喜べない性分なので「そういう風ふう香かも悪くないじゃない」と、微妙に矛ほこ先さきを逸そらしてしまったが、実際は今年の春以来二回目の学年一位なので、嬉うれしくないはずがなかった。


    　これで名実共に、生徒会長を名乗れるな、と少し誇らしい気持ちになる。


    　宇佐美も宇佐美で、六八位と好調だった。前回が一〇〇番前後だったので、随分な躍進になる。


    「問題は七歩よね……」


    「そうですね……」


    　音羽と宇佐美はほぼ同時に七歩の方を見る。七歩は「へへーん」と言って、鼻筋を擦こすってみせる。


    　井い田だ七な歩ほ──第一五位。


    「いくら積んだんですか副会長」「カンニングはばれたら停学よ、七歩」


    「お前らなんて友達じゃないやい！　実力だよ。てかあたしは毎回順位こんな感じでしょ」


    「まあ、そうだけどね……」


    　七歩は『よい点数をッ、一秒でも少ない勉強時間で！』という、まったく誉ほめられたものではないスローガンを掲げているので、普段勉強を一切しないが、試験直前になると凄い勢いで頭に詰め込む。


    　これでテストの点数は決して悪くないどころか、上位に食い込んでくるのだから恐れ入る。一応彼女は前回二五位だったので、宇う佐さ美みと同じく順位を上げている。


    「ところで、小さ夜よ助すけは今回何位だったの？」


    　水を向けられた小さ夜よ歌かは、ぎくりと肩を震わせる。


    「……わたし、今回調子悪くて上位から漏もれちゃったんだぁ。ゴメンね、みんな順位上がったのに、わたしのせいで盛り下げて」


    「そ、そんなことないってば。あんた気ぃ遣い過ぎ。ていうか身内に不幸があったのに順位下がってない方が変だって！」


    　消沈する小夜歌を七歩が慌あわてて慰める。


    　音おと羽わも、小夜歌の名前がないことに気付いていた。いつもは二〇～五〇位くらいをコンスタントに叩き出す彼女らしからぬ成績だ。上位一〇〇位から漏れたのも、これが初めてではないだろうか。


    　双子の生まれもってのＩＱはほとんど同じだとどこかで聞いたことがある。小夜歌に音羽とほぼ同質の能力が備わっていることを考えると、今回の点数の開きは、精神的な理由によるところが大きいのではないだろうか。


    　無論小夜歌が光みつ代よの死に気落ちしているなどということは絶対にあり得ない。


    　本人に直接聞いてみたかったが、折おり悪あしく始業の鐘が鳴ってしまったので、席に着く。


    　授業中も斜め前方の小夜歌の席を見ていたが、ついに一度も振り返らなかった。


    　最初こそ気になっていたものの、徐々に授業に集中し始め、放課後になる頃にはいつの間にか疑問はどこかに忘れ去られてしまっていた。


    



    　


    　今日の放課後は、京きよう也やに校内を案内することになっていた。


    　約束の時間にはまだあったので、音羽は生徒会室で一人、書類仕事をこなしていた。いままで光代の殺害計画にかかりきりで生徒会の仕事も疎おろそかになっていたので、最近暇ひまを見つけては集中的に片づけていた。これを片づけてしまえば、残すは終業式の折、壇上で挨あい拶さつする時に使う短いスピーチ原稿の作成だけだ。


    　さっさと片づけてしまいたかったが、今日に限ってはあまり集中できていない。気を抜くと、京きよう也やを校内に案内する上で気をつけなければいけないことを検証し始めてしまう。


    　二度の対たい峙じを経へて、音おと羽わから見た摩ま弥や京也の印象は大体固まってきた。


    　彼について気をつけなければいけないことは二つ。鋭い洞察力と、不可解な情報源。


    　名探偵の資質とは、直感と論理を正しく飛躍させることにあるが、彼のそれは名探偵云うん々ぬんというより、殺人犯をよく知っていて、その上で与えられた情報を正確に活かしていくことにあるだろう。


    　偏へん執しつ的なまでに事件にこだわり、なおかつ過去に起きた月つき森もり連続バラバラ殺人事件を詳細に記憶していることから、きっとこの種の殺人事件マニアなのだろうとは予想がつく。


    　はじめ彼は事件を調べている理由を『被害者遺族に知り合いがいて、その人のために早期解決を目指している』と告げたが、いまとなってはどこまで本当なのか怪しいところだ。


    　もう一つの不可解な情報源だが、これについては完全に頭打ちだった。


    　京也がボロを出さない以上、この際彼がどこから情報をつかんでくるのかはもう考えまい。知ったところで事態が好転するとは思えない。


    　だが、なぜ自分なのか、という疑問は未いまだにある。


    　京也が最初音羽にコンタクトを取ってきた理由は『音羽が陽よう丘きゆう女子で一番顔が広いと聞いたから』という話だった。たしかに間違いではないが、そうなると別の疑問が鎌かま首くびをもたげる。京きよう也やに自分を推薦したのは一体どこの誰なのだろうか。
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    　心当たりが多過ぎて、誰だか見当もつかない。実はすぐ身近にいる人間──だったりしたら笑えるのだが。


    　その時生徒会室をノックする控えめな音が聞こえてきて、我われに返る。


    「どうぞ」


    「お、おじゃまします」と恐きよう縮しゆくした様子で現れたのは、生徒会書記、宇う佐さ美み風ふう香かだった。


    「なによ風香じゃない。いちいちノックなんかせずに入ってきなさいよ。どうしたの？」


    　宇佐美はせわしなく辺りを見回し、誰もいないことを確認してから、目の前の椅子に腰かける。しばらくじっとしていたが、やがて視線を音おと羽わの足下辺りに落としながら呟つぶやいた。


    「か、会長に相談に乗って欲しいことがあります」


    「いいわよ」


    　なんとなく予想できたので、音羽はできるだけ軽く答えた。


    　音羽はなぜか女生徒から相談事を受けることが多かった。


    　最初なんの気なしに受けた相談事をあっさり解決したことから噂が噂を呼び、現在では家庭問題、性の悩み、恋愛相談、占いの真ま似ね事ごとまで、なんでもござれのよろず相談屋と相なったわけである。意外と世話好きなのかもしれない。


    　音羽は占いの作法も知らなければ、小学校以来男子と交際したこともなかったが、親身になって話を聞くと、それなりにありがたがられてしまうので、今更断るわけにもいかなかった。


    　とうの宇佐美はガチガチだった。視線があちこちに泳いでいて、腕に不必要な力が入ったまま、椅子の座面を摑つかみ体を揺すっている。これほどわかりやすい緊張状態もそうない。


    「で、どういった内容かしら？」


    「こ、恋の相談です！　……あ、でも私じゃなくて友達の話なんですけど……」


    　──つまりあなたの話ね。


    　音羽は深く追及せず、軽く頷うなずいて先を促した。


    「その友達、好きな男の子がいるんです。他校の生徒なんですけど」


    「どんな人なの？」


    「幼おさな馴な染じみなんですけど、最近になって久しぶりに会ったんです。一見するとちょっと冷たくて影がある感じで、近寄り難い感じはあります」


    「ああ、わたしもそういう奴一人知ってるわ。話し方にやたらと抑よく揚ようがなくて、暗いのよね。あれは絶対友達いないと思うわ」


    「そうですッ、まさしくそんな感じ！　あ、でもそれだけじゃないんですよッ。頭がよくて頼りになって、時々思いやりがあって、どんな時でも助けてくれそうっていうか、とにかくそういうところも含めて凄くカッコいいんです！　……あ、勿もち論ろん友達がそう言ってるんですけど」


    　思い出したように最後につけ加える様を見て、音羽は苦笑する。


    　いつまでノロケを聞かされるのだろうかと思ったが、ここまでぞっこんだと、いっそ微笑ほほえましいくらいだった。


    　音おと羽わは基本的に小さ夜よ歌か一筋だが、もし小夜歌と出会わなければ、宇う佐さ美みに惹ひかれていたかも知れないと思う。宇佐美が音羽そっちのけで好きな人の話を語っているのは正直複雑な心境だったが、彼女の幸せを優先するなら、ここは温かく祝福したいところだった。


    　だが、宇佐美はなにか思い出したのか、一転しゅんと項うな垂だれてしまう。


    「……でもその友達、好きな人の前じゃ全然素直になれなくて、いつも馬鹿なこと言ってるんで、誤解されてばっかりなんです。本当は今日も勇気を振り絞って映画に誘ってみたりしたんですけど、『大事な用事』があるからって言って断られて、もうどうしたらいいのかわからなくて……ッ」


    　音羽は他人にいささか感情移入しやすいきらいがある。困っている生徒を見るとどうしても放っておけない。


    　ましてやそれが、自分の大切な友人ならば────


    　音羽は怒りのあまり椅子から立ち上がった。


    「なんて奴なの！」


    



    　


    「────というわけなのよ摩ま弥やさん、あなたどう思うッ！」


    　ツンケンした態度で、横にいる京きよう也やに問いかける。


    　黙って聞いていた京也も、やがて重々しく頷うなずいた。


    「ひどい話ですね」


    「そうよね！　やっぱりそう思うわよね？」


    　京也から共感を得られたことで、思いがけず嬉うれしくなってしまう。


    　普段の音羽は、受けた相談の内容をベラベラ他人に喋しやべったりはしない。


    　だが、いまだけは話は別だった。自分の中で怒りの捌はけ口が見つからず、誰でもいいからこの話を聞いて欲しい気分だった。


    　最後のプライドで、相談者の名前こそ出さなかったものの、それ以外はほとんど喋ってしまったことに気付き、今更ながらに宇佐美に悪いことをしたかなと思う。


    「無事、彼女と彼女の思い人が添い遂げられることを願ってやみませんね。こう見えて私はその手の恋愛話は嫌いではありません」


    　京也は腕組みをして深く頷いた。


    「けど男も男だと思うのよ。なんで彼女の一いち途ずな想いに気付かないかしら？」


    「『一見するとちょっと冷たくて影がある感じで、近寄り難い感じがある』男性でしたか……きっとその彼は他人の好意に対して恐ろしく鈍どん感かんなのでしょう。世の中には得てしてそういう人間がいると聞きます」


    「……なぜかしら。さっきからあなたの顔見てると、無性にぶん殴りたくなるのだけど」


    「急にそんなことを言われても、私も困るのですが……」


    「それにしても、結構急に今日の予定ねじ込んじゃったけど、スケジュールとか大丈夫だったの？」


    「問題ありません。『大事な用事』なので、色々予定はありましたが、こちらを優先させてもらいました」


    　いままで彼がなにを考えているかさっぱりだったので、不覚にも親近感を抱き微笑ほほえみそうになった。音おと羽わは慌あわてて首を振る。


    　彼とは事件解決までの短い付き合いだ。馴なれ合いをするために一緒にいるわけではない。気を抜くな、堂どう坂さか音羽。


    「で、今日は校内を案内する予定だったわよね？　例の月つき森もりに入って行った陽よう丘きゆう女子の生徒二人を見つけるんだったかしら。で、どうやって捜すつもりなの？　わかってるとは思うけど、いま放課後だからほとんどの生徒は帰っちゃってるわよ」


    　言いながら、音羽は自分の発言の白々しさに笑ってしまいそうになる。彼は今日、なに一つ収穫を得ることはない。これは確定事項だった。これ以上の茶番はない。──と、そう思っていたからこそ、京きよう也やの次の発言には面食らった。


    「いえ、それはもういいです」


    「え？」


    　京也の瞳が細められる。


    「音羽さん、私に音楽室を案内してもらえませんか」


    　音羽は小さく口を開き、しばらく京也を見つめていた。


    



    　空の色は刻々と移ろい、いまはやや藍あい色いろが濃くなっていた。来客用のスリッパを拝借した京也を先導し、校内を流していく。


    　京也を陽丘女子校の敷地内に入れた瞬間からずっと、音羽は視線を感じていた。それも一人ではなく、複数の。


    　元々教師と校務員以外は女性で構成されている閉鎖的な環境だ。異物の混入には敏感な場所た。しかも、それを先導しているのは生徒会長の音羽なのだ。


    　校内に残っていた少なくない生徒が、二人を見てひそひそとささやき合っている。


    「気にしないでいいわよ。みんな男子が珍しいだけだから」


    「別に気にしていません」


    「あっそ」


    　一階の西端にある音楽室は、正面昇降口からそう遠くはない。


    　音楽室の扉をノックすると、しばらくして扉が開き、一年の女の子が顔を出した。と、同時にいままで防音壁が吸収していた大だい音おん声じようが廊下にまで漏もれてくる。


    「千ち種ぐさじゃない、元気してたッ？」


    　中の音に負けないように少し大きめの声を出すと、おかっぱ頭の小柄な少女は顔を輝かせる。


    「音おと羽わ様、もう来てくれないのかと思ってました。吹奏楽部に戻ってきてくれたんですか」


    「残念だけど違うわ、ゴメンね。今日はこっちの人が用があるのよ」


    　音羽の傍かたわらに男が立っていることに気付くと、千種が身構える。言葉にしなくとも『なぜ女子校に男子が？』という顔をしていた。


    「こちらいま私が校内を案内してあげている摩ま弥や京きよう也やさん。摩弥さん、こちらは一年の示しめ沢さわ千種よ。担当楽器はヴィオラ」


    　京也は平然と、対する千種はかなり緊張しながら挨あい拶さつを交わす。


    　挨拶もそこそこに、京也は勝手に音楽室の中に入り、ほかの吹奏楽部員が練習している様子をしげしげと眺めた。


    　ほとんどの人間が木管楽器や金管楽器を手に手に練習している。各おの々おの自分のパートを練習しているので、混然とした騒音が室内に鳴り響いていた。


    「示沢さん、コントラバスはいま誰も使っていないのですか？」


    「え、ええそうです。ウチの吹奏楽部にはヴィオラが一丁と、コンバスが一丁あるだけで、音羽様が来なくなってからは新たなコンバス奏者は現れてません。でも元々吹奏楽は木管楽器や金管楽器がメインですから、私や音羽様みたいに弦楽器を使う方が珍しいんですよ」


    　千種はそう言って、部屋の隅を指差した。


    　そこには掛け台に立てかけられたままのコントラバスがある。


    「失礼ですが、剝むき出しのまま保管されているのでしょうか？」


    「ええ、そうですけど……ケースは大きくて邪魔ですから。ウチでは外に持っていく時以外は使いません」


    「バスケースが見てみたいのですが、見せていただけませんか」


    　まさかこの男は──


    　音羽の背筋に冷たい緊張が駆け抜ける。


    「それなら、音楽準備室の中に放り込まれていると思います。あ、大丈夫ですよ。私、大たい抵てい一番遅くまで残って練習してるんで、顧こ問もんの先生に鍵かぎの管理を任されていますから」


    　自慢げにポケットから鍵を出して破顔する。音羽もつられて笑ったが、その笑いはぎこちなくなってしまった。


    　準備室の中は忘れ去られたかのようにひっそりとしていた。音楽室よりひんやりとしていて、湿気とカビのきついにおいに思わず顔をしかめた。


    　部屋の左右に背せ丈たけを超える大きな棚が入っており、そこには色々な楽譜が収められている。奥には使っていない楽器や楽器ケースが所狭しと並んでいた。


    　千ち種ぐさが先導し、それに京きよう也やが続く。音おと羽わはその後ろから厳しい表情で続いた。


    「これです」


    　千種は奥からバスケースを引っ張り出してきた。


    　京也は礼を言い、バスケースを開ける。紫色に染色された天鵞絨びろうどの内張りを撫なで、細かい傷をチェックし始めた。


    　音羽は苛いら々いらしながらその様子を眺めていた。


    「摩ま弥やさん、さっきからなにをしているの、いい加減教えてくれてもいいんじゃないかしら」


    　京也は一瞬振り返ってこちらを眺めてから、再びバスケースの点検に戻る。


    「……私は大きな思い違いをしていました。事件当夜目撃された二人の陽よう丘きゆう女子の生徒、彼女たちが犯人かもしれません」


    　──この男ッ。


    　音羽は歯ぎしりしたくなるのを飲み下して、冷静に問いかけた。


    「……あなた、この前犯人は男だって言ってなかった？」


    「あの時はまだ、女生徒二人組を参考人程度にしか考えていなかったので。音羽さん、私の情報提供者の証言を憶えていますか？　事件当夜目撃された二人組は陽丘女子の制服を着ており、片方は旅行鞄かばんのようなものを持っていた。声をかけると、振り返らず森の中に逃げていってしまった」


    「……ええ、憶えてるわよ。それがどうしたの」


    「私はこの中で『旅行鞄のようなものを持っていた』という証言がどうしてもひっかかりましてね。それが旅行鞄だとして、彼女たちはなぜそんなものを持っていたのでしょうか」


    「あなたはその中に……光みつ代よさんが入っていたって言いたいの？」


    　音羽は横目で千種を確認する。彼女は話の流れについていけずおろおろと視線をさまよわせていた。さすがに音羽も彼女の前で『バラバラ死体』という胡乱うろん極まる単語は使いたくなかった。


    「そういう前提で少し考えを進めてみませんか？」


    「……いいわよ」


    「だが、すると途端に疑問が出てしまいますね。もし旅行鞄の中身が死体だった場合、なぜ彼女たちは陽丘女子の制服を着ていたのでしょうか」


    「一体なにを言ってるの？」


    「二人組が目撃された時刻は午後の九時過ぎ。学校帰りにしては少し遅過ぎると思いませんか？　『夜九時過ぎ』『陽丘女子の制服』そして『大きな旅行鞄』。この三つの取り合わせは人目を引き過ぎる。旅行鞄の中にもし私たちの想像通りのものが入っていたと仮定した場合、悪わる目め立だちする服装は絶対に避けなければならない。旅行鞄かばんとの取り合わせなら私服を着るのが当然の流れです」


    「……あなたがなにを言いたいのか見えてこないわ」


    　音おと羽わが焦じれて苛いら立だった声になると、京きよう也やは振り返り冷ややかな一いち瞥べつをくれた。


    「制服姿では旅行鞄は不自然。なのに彼女たちは事件当夜制服を着ていた。ならば、おそらく彼女たちが持っていたのは旅行鞄ではありません。彼女たちを見かけた情報提供者は、後ろ姿を一瞬捉えただけで、具体的な容姿はおろか、持っていたものも特定できていない。情報提供者が旅行鞄だと判断した理由は、逃げていく時、車輪キヤスターが転がる音が聞こえたからということでした。では、彼女たちが持っていたのは一体なんだったのか？　その答えがこれです」


    　そう言って傍かたわらにあるバスケースを指した。


    「きっと光みつ代よさんはこの中に入っていたんです」


    　音羽は目をつぶりたくなった。


    「……その根拠を聞いていいかしら？」


    「まずこのバスケースの車輪キヤスターを見てください。ここに黄色い花弁が絡まっていて、わずかですが、においが残っています。この花はシベリアひなげしというケシ科の植物で、名前の通りシベリアなどから帰化したものです。冬のこの時期、この辺りでこれが見られるのは月つき森もり台だいだけでしょう。それと、ここ」


    　そう言ってケースの蓋ふたを一いつ旦たん閉めてから、外側の合皮張りの一いつ端たんを指差す。コントラバスのお腹とでも言うべきか、横に面積が広がっているラインに小さな擦すれ跡がついていた。


    「おそらく音楽準備室の窓の鍵かぎを中から開けておいて、夜中に窓から運び出したんです。しかし窓の大きさから見ても運び出せるか否いなかギリギリだ。無理矢理盗み出した時、この傷はついたに違いありません」


    「それは状況証拠じゃないの？　勿もち論ろん中に血でもあれば話は別だけど……そうだ摩ま弥やさん、ケース内部に血けつ痕こんはついていたのかしら」


    「残念ながら。発見された光代さんの死体の切断面は綺麗に洗ってあり、黒いゴミ袋に二重になって包まれていました。犯人は血痕が残ることに関しては慎重な人間だったようです」


    「じゃあそれはあなたの推論の域を出ないわけよね？」


    「その通りです。だがもし私が予想した通りなら、私が先ほど感じた疑問の答えにもなる。犯人たちはなぜ事件当夜陽よう丘きゆう女子の制服を着ていたのか。午後九時過ぎならば、一度は家に帰っているはずですから、着替えるチャンスはいくらでもあったはずです。なのに着替えなかった。もしくはわざわざ私服から制服に着替え直したんです。──示しめ沢さわさん」


    「は、はいッ」


    　まったく事態の成り行きから置いていかれていた千ち種ぐさは、突然水を向けられて声が裏返る。


    「あなたたち吹奏楽部員が楽器を外に持ち歩くのは、どういう時なのですか？」


    「それは……一番近いところで全日本吹奏楽コンクールの予選を受けるために会場に行った時とか、あとはその結果がまあまあだったんで、近所の老人ホームに招かれて演奏した時とか、去年いた先輩は刑務所の慰い問もんコンサートもやったって自慢してましたけど」


    「無論、すべて制服を着て行ったわけですよね？」


    「それは勿もち論ろんです。一応学校を代表して行くわけですから」


    「──というわけです音おと羽わさん、つまり犯人はバスケースを運ぶ場合、私服よりも制服の方がよいということを知っていたんですよ。勿論バスケースを盗み出す際、校務員の方に見つかるようなことになっても、同様に制服姿の方がある程度言いわけが利ききます」


    「……あなたは吹奏楽部員の中に犯人がいるって言いたいんでしょうけど、そうはいかないわよ。一応筋道立って聞こえるけど、あなたの言っていることはおかしいわ。いままでのあなたの推測──これって吹奏楽部員でなくても誰でもちょっと考えればわかるんじゃないかしら？　私服より制服の方がカムフラージュになるっていうのだってそうだし、死体をバスケースに入れるのもそう。鍵かぎの管理にしても疑問が残るわ。理科準備室とか、音楽準備室みたいな『準備室』って名前のつく部屋の鍵は先生が直接管理してるの。千ち種ぐさが音楽準備室の鍵を持っているのは特例中の特例。普通先生が管理しているはずの準備室には誰であろうと入れないわ。どうやって忍び込んで前もって鍵を開けておくなんて芸当ができるのかしら？」


    「ふむ、たしかにそうですね……」


    　いままで超然と推理を展開していた京きよう也やが初めて長考にふけった。音羽はここぞとばかりに畳たたみかける。


    「あなたはさっきからバスケースに随分固執してるみたいだけど、まさかコンバス奏者だったわたしが犯人だって言いたいわけじゃないわよね？」


    「……そんなことは微み塵じんも思っていませんよ。あなたの言う通り、この犯行は特定少数の人間だけが可能、というわけではありません。まだわからないことが残っています」


    　音羽は両掌てのひらを胸の前で重ね合わせて、わざとらしく笑って見せた。


    「あーよかった。わたし摩ま弥やさんに疑われているんじゃないかと思って気が気じゃなかったもの。そうよね、摩弥さんにこんなに献身的に協力してあげてるわたしを摩弥さんが疑うはずないわよね？」


    　京也は複雑な表情で苦笑した。


    「あの、お二人がなんの話をしているのかよくわかりませんけど、摩弥さんの先ほどの意見、一つだけ違います」


    　口を挟んできたのは、意外にも千種だった。


    「と、いうと？」


    「さっき摩弥さん、バスケースを盗み出すためにここの窓の鍵はあらかじめ開けておけばいいと仰おつしやってたの憶えていますか？」


    「ええ」


    「そんなことしないでも大丈夫なんですよ」


    「……どういうことでしょうか」


    　千ち種ぐさが言わんとしていることを悟って、音おと羽わは今度こそ目をつぶった。


    「ここの窓の鍵って壊れてて、閉まらなくなってるんですよ」


    　──千種の馬鹿。


    「ほう。では、出入り自由ということですね……ここの窓の鍵が壊れていることを知っているのは？」


    「えと、吹奏楽部員全員と、あと、この前の生徒総会の時生徒会にも議題として提出したので、生徒会の人は知っていると思います」


    　千種は音羽の方を向いて屈託なく笑った。


    「ね？　音羽様？」


    



    ４


    



    　狭い部屋に押し込められて、四方から壁が迫ってきている夢をよく見るようになった。


    　壁が迫ってくる速度は緩かん慢まんで、いつか押しつぶされる恐怖と絶望に音羽の全身がぶるぶる震え、その場に膝ひざをついた。肌に冷たいコンクリの感触が当たり、音羽は堪こらえきれず悲鳴を上げるものの、仮か借しやくなく迫るコンクリ壁は勢いを緩ゆるめることはなく、暴力的な圧迫感に全身の骨が折れ、肉が圧壊していく。


    　自分が死んでしまったという圧倒的喪失感に言葉もなく、そんな感覚だけを認識したまま宇宙空間のような虚無に満ちた場所を漂っていると、夢は覚めた。


    　あれは一体どういうことなのだろうか。そんなことを考えながら音羽はフローリングの床に膝をついて、視線を床ギリギリまで下げた。細かい埃ほこりと、板の継ぎ目に当たる溝には微細な木くずが挟まっている。


    　音羽は手に持ったブラシで木くずを搔かき出してからガムテープを押し当て吸着する。そして丸めてゴミ箱に放り込んだ。


    　立ち上がり、後ろを振り返ると、磨かれたようにぴかぴかの床があった。春かす日が井い家けをまさかこんなに躍起になって掃除する日が来るとは夢にも思わなかった。


    「音羽姉ねぇ、このカーペットここに敷いていい？」


    　小さ夜よ歌かが強こわ張ばった笑みで音羽に笑いかける。


    「待って、私が敷いて具合を見るから、ちょっと貸してちょうだい」


    「あっ」


    　誤って彼女の手からカーペットが滑り落ちる。


    　小さ夜よ歌かはしまったという顔をして手を後ろに回したが、彼女の手は震えていた。


    　音おと羽わは気付かないふりをしてカーペットを拾い上げると、春かす日が井い光みつ代よが頭から落下した場所を覆おおい隠すようにして敷いてみた。臙えん脂じ色のカーペットには幾何学的な刺し繡しゆうが幾いく重えにも施ほどこされていて、つま先で中央辺りを撫なでると、かすかに床がへこんでいるのがわかる。そう──ロフト階から光代が、この上に落下したのだ。


    　首を傾けロフト階を見る。手すりは破断したままで、あそこだけが、音羽たちが光代を殺したという、たしかな痕こん跡せきを留とどめている。


    　本当はさっさと業者に頼んで修繕してもらいたかったが、警察がまだこの事件を調べているため、慌あわてて修繕を頼むと、なにか後ろめたいことを隠しているのではないかと勘ぐられる可能性があったので、そのまま放置していた。


    　とっとと忘れたいのに、ふとした時に上を見ただけで、自分たちが人殺しだということを思い知らされる。あれは音羽たちの平穏な生活にとって目の上のたんこぶ以外の何物でもない。


    



    　──今日は京きよう也やが小夜歌の家に来ることになっている。


    



    　昨日はあれから逃げるようにすぐに別れたが、別れぎわ『明日春日井の方の家に伺うかがってもよろしいですか？　あなたも忙しいでしょうから、これで最後にしますので』と言われた。驚くほど冷たい声音だった。


    　最初は遠回しに拒否したが、『ご縁はありませんでしたが、是非とも光代さんへお焼しよう香こうをしたいのです』と言われれば、強く断るわけにもいかなかった。気が動転していなければ、上う手まい断りようもあったかもしれない。


    　音羽は爪を嚙かみ時計を眺める。すでに約束の時間を一〇分ほど過ぎていた。いままでが時間に正確だったので、こうして遅れられるとかえって不気味な感じがする。道に迷いでもしたのだろうか。


    　ふと、軟やわらかいふくらみが背中に押し当てられ、抱きすくめられていることに気付く。


    「小夜歌……」


    　彼女の体は可哀かわい想そうなくらい震えていた。


    「わたしたち、捕まっちゃうのかなぁ？」


    「……大丈夫よ」


    「いやだ、わたし捕まりたくないよぉ」


    　その言葉は音羽の胸に鋭い痛みとして残った。


    　結局小夜歌だけが、一目見た時から京也の脅きよう威いを正しく認識していたことになる。


    　音羽は侮あなどった。そして当然のように痛打をもらった。


    　音羽と小夜歌は一いち蓮れん托たく生しようだ。だから小夜歌には先日の顚てん末まつを報告してある。小夜歌は自分を責めはしなかった。けれど京きよう也やに対する怯おびえを隠そうともしなくなった。


    　まず間違いなく音おと羽わたちは京也の容疑者リストの上位にランクインしていることだろう。


    　音羽の中で、京也は明確な『敵』に昇格していた。


    　これ以上の失敗は断じて許されない。音羽たちは背はい水すいの陣じんを敷いて戦っているのだ。怯えて退すされば、足を取られ急流に呑まれてしまう。


    　その時インターホンが鳴り、音羽の体に緊張が走る。


    　すぐには出ていかず、音羽は小さ夜よ歌かと顔を見合わせ、一つ頷うなずいてから音羽が出た。


    「すみません、少しだけ調べ物があったので遅れました」


    　京也は羽織っていた白いトレンチコートを脱ぎながら、感情のこもっていない謝罪の言葉を口にする。


    「いえ、それより今日のことだけど……」


    「はい、できれば今日で最後にするつもりです。昨日はすみませんでした。なるべく早く済ませてしまいたかったもので」


    　今日で最後にする、という言葉の裏には一体どういうニュアンスがあるのだろうか。


    「は、初めまして摩ま弥や、さん」


    　へどもどしながらも小夜歌も挨あい拶さつに出る。厳密には初めましてではない。京也が校門で音羽を待ち伏せしていた時、音羽の後ろに小夜歌も隠れていたので一応見知ってはいるはずだ。


    　京也は音羽と小夜歌の間に交互に視線を寄越す。


    「初めまして。あなたが妹の小夜歌さんですか。やはり音羽さんとよく似ておられますね」


    「は、はぁ……」


    　元々人見知りする性格なので、小夜歌はロクな反応も取れずに翻ほん弄ろうされている。よくない兆候だ、と思う。


    「小夜歌さん、軽く中を案内してもらっていいでしょうか」


    「あ、はいわかりました。とりあえず中にどうぞ」


    　二人のあとを音羽もついていく。


    　音羽はしばらく黙って様子を見ることにした。今日は小夜歌が質問攻めに会うのは予想できたが、一々割って入るわけにもいかない。


    　ここは小夜歌を信じてしばらく様子を見よう。


    　一階のリビングに案内してから、京也にお茶を振る舞おうとすると、彼は「すぐにお暇いとましますので」と言って断った。


    　彼はインテリアを物珍しげに眺めていたが、やがて小夜歌に視線を据すえると、静かに切り出す。


    「小夜歌さん、あなたは光みつ代よさんに過か剰じように辛つらく当たられていたと聞きましたが、間違いありませんか？」


    「……よく、わかりません。……別に、正常な躾しつけの範囲だと思っていたので」


    「では、あなた自身は光みつ代よさんの態度にどういう感情を覚えていましたか。恨うらんだり憎んだりしたことは？」


    「あの、それは……まったくないというわけではないです」


    　──こいつ、なにが言いたいんだ。


    　不快が表情に出ないように音おと羽わは無理矢理心を静めた。


    　そうだ、慌あわてることはない。こんな毒にも薬にもならない質問しかしてこないということは、それだけせっぱ詰まっている証拠ではないか。


    「あなたは光代さんが事件に遭あう前、出かけていたと警察に証言していますが、どこに出かけていたか予想がつきますか？」


    「……わかりませんけど、買い物じゃないかと思います」


    「光代さんが殺されて、バラバラにされ遺い棄きされていたのは月つき森もりですが、殺害及び解体されたのは別の場所ということでほぼ間違いないそうです」


    「はぁ……」


    「その殺害された場所は未いまだわかっていない。父親の晃こう治じさんの家、月森周辺など、怪しいところは大方調べたそうです。これはどういうことでしょうか？」


    　音羽はハラハラしていた。


    　光代が絶命したカーペットの真上に京きよう也やが立っているのは、偶然というにはでき過ぎた偶然だったからだ。


    「……わかりません」


    　京也は居間の横手に広がる元・光代の寝室に入っていった。現在そこは組み立て式の仏ぶつ壇だんが設置され、四九日が過ぎるのをひっそり待っている。


    　京也はそこで焼しよう香こうを上げて簡単に祈りをささげる。是非焼香を上げたいと言っていた割りには、関心が薄そうだった。


    「小さ夜よ歌かさん、光代さんが死んでどう思いましたか」


    　仏壇に手を合わせながら、京也がそう問う。


    「それは……突然のことでよくわかりませんでした。実感が湧いてきた時にはもう随分時間が経っていたので、あまり悲しいとは思いませんでした」


    「そうですか……」


    　京也はロフト階に上がってから、しげしげと破断した手すりを眺めた。


    「これは？」


    「手すりの部分が腐ってたみたいなんです。いまは危ないから本当は誰もロフト階には上げていません」


    　京也は感情の読めない顔でしげしげと手すりを眺めていた。


    「そういえば、光みつ代よさんの当夜の行動についてもう一つ。光代さんは普段自転車を使って外に出かけるそうですが、間違いありませんか？」


    「……あ、はい、たしかそうだったと思います」


    　小さ夜よ歌かが注意深くそう答える。


    「光代さんはバッグや財布、携帯電話などを持ち出しており、靴も一足ない。そして光代さんが外出の際、乗り回していた自転車も物置から消えています。このことから警察は外出中に光代さんは襲われ、殺されたものとしています。光代さんが乗っていたのは、荷台が付いた三段切り替え付きの赤い自転車だそうですね」


    「はい。……あの、それがなにか？」


    　じりじりと、音おと羽わは焼けつくような焦しよう燥そうに駆られる。


    「財布や携帯電話などの小物は、間違いなく犯人に処分されてしまっているでしょう。だが、この中で自転車だけが処分に困る物だと思うのです。隠し持てるほど小さくもなく、物証になる可能性があるので犯人の自宅に置いておくわけにもいかない。私が犯人だとしたら絶対にどこかに捨ててきます。だから探せばどこかにあるかと思いましてね」


    　京きよう也やは一拍置いて音羽の方を見た。


    「実は私が昨日その自転車を見つけました」


    　音羽は動揺を外に表わさないように努めた。


    　光代を殺し、彼女が家にいた痕こん跡せきを消去する際、二人はその作業を分担した。


    　音羽は携帯電話やバッグ、光代が外出する際持ち出す小物を月つき森もり大おお橋はしの上から、眼下の河に投げ落とした。小夜歌には靴や自転車など割りと大型の物の処分を任せたはずだ。そのうちの一つ、自転車が京也に発見されたらしい。


    　だが別に慌あわてることではない。自転車が発見さるのは想定内の事態だ。


    「摩ま弥やさん、それで自転車はどこにあったの？」


    　音羽は我慢できずに横から口を挟む。


    「ここから四キロほど離れた場所にある私道の脇、側そつ溝こうに嵌はまった状態で放置してありました」


    「犯人が光代さんを殺してから、おそらく車にでも積み込んで、自転車だけそこに放置したのかしら」


    「たしかにその状況だけ見るとそう考えるのが自然かもしれませんね」


    　京也が嬉うれしそうに口の端を吊り上げるのを、音羽は冷え切った眼まな差ざしで迎え撃った。二人の間に、殺気めいたものが漂う。


    「ところで小夜歌さん、あの自転車に無線式のサイクルコンピューターが付いているのはご存じでしたか？」


    「サイクルコンピューター、ですか……」


    　小さ夜よ歌かは音おと羽わの方を見た。音羽も首を振る。


    「自転車に取り付けて、自転車のタイヤの回転数や、一回転するまでにかかった時間を記録する装置です。そこから自転車の平均速度、時速、走行距離などを弾はじき出すことができます。非常にコンパクトにできていて、わからない人が見てもなんの装置かわかりづらいので、気付かないのは無理もありませんが。光みつ代よさんはサイクルコンピューターを自転車に取り付けて、しかも、一回ごとに走行距離をリセットする癖くせがあったようですね。今日もう一度柏かしわ木ぎさんに会って確認を取ってきました」


    　それで今日家に来るのが若じやつ干かん遅れたのか。


    　いつになく饒じよう舌ぜつに語り始める京きよう也やに不気味なものを感じつつも、まだ彼の手の内が見えないので、黙って先を促す。


    「自転車の発見時総走行距離を見ると、六・八キロ。小夜歌さんが言うように光代さんがいつも通うスーパーまでの距離なのかと思い測ってみると、片道の距離は一・二キロ。往復でも二・四キロと、足りません。では社交ダンスの教室なのかと思いましたが、残念ながら社交ダンス教室までは片道最短四キロで、往復すると八キロと、今度は足が出てしまいます。では六・八キロという数字はどうやって弾き出されたのか？」


    　京也は一いつ旦たん言葉を切ると、凍こごえるような冷たい眼差しで小夜歌を見つめた。


    「この家から自転車が発見された地点までの距離が丁ちよう度ど四・四キロほどありました。これがどういうことかわかりますか小夜歌さん？　光代さんが最後に自転車に乗ってスーパーから帰ってきた時、総走行距離は二・四キロでストップしていたはずです。そして次にこの自転車に乗った人間はサイクルコンピューターのカウントをリセットせず、自転車の放置してある現場に『この家から』一直線に向かって、そしてそこで自転車をそこに放置しているんです。だからカウントは六・八キロで止まっています」


    　音羽はとてつもない失敗を犯したことに気付き、歯は嚙がみする。隣を見ると小夜歌の顔は蒼そう白はくになっていた。


    「では、乗っていたのは一体誰でしょうか？　可能性としてはまず光代さんですが、これはあり得ません。カウントをリセットせずに乗っていますし、仮にリセットを忘れていたとして考えを進めると、自転車が放置されていた地点で光代さんが月つき森もり連続バラバラ殺人犯に襲われたことになります。だが現場には争った跡あとや血けつ痕こんは一切発見できませんでした。私の勝手な推測ですが、この自転車に何者かが乗っていた時、もう光代さんはこの世の人ではなかったのではないでしょうか」


    「……悪ふざけが過ぎるわよ、摩ま弥やさん」


    　隠しきれない怒りが言葉の裏から滲にじみ出す。京也は委い細さい構わず不敵に応じた。


    「実は、私は自転車の行方ゆくえを捜す時、この家を起点にして捜索範囲を広げていきましてね。自転車を捨てた人間は、必然帰りは徒歩になるのでそう遠くまでは行っていないだろうと思いましたが、案の定というところですね」


    　音おと羽わは怒りで腕が震えた。


    「勝手に決めつけないで欲しいわ！　走行距離が一致したのなんてただの偶然じゃない。あの女の行動範囲だってわたしたちが知らないだけでほかにまだあるかもしれないし、第一ずぼらなあの女が本当に毎回カウントをリセットしていたのかだって怪しいと思わない？」


    「なるほど……『あの女』ですか」


    　口が滑ったことに遅おそ蒔まきながら気付いたが、もう遅い。


    「いい加減にして摩ま弥やさんッ、小さ夜よ歌かは被害者の遺族なのよ。お義か母あさんが死んで精神的にダメージを受けているわ。あなただったらその矢先に犯人じゃないかと詰きつ問もんされて、根掘り葉掘り聞かれることが楽しいのかしら？　小夜歌だって無理を押して、今日あなたのために時間を割さいたのよ。これはあんまりじゃないの！」


    「…………」


    「すみませんけど、小夜歌は顔色が悪いので下がらせます。来て、小夜歌」


    　そう言って半ば強引に彼女の腕を引っ張って小夜歌の部屋に連れて行く。


    　後ろ手に扉を閉めると、腹の底から深い溜ため息いきが漏もれる。内心、冷や汗を搔かいていた。


    　やはり京きよう也やは小夜歌の手に余る。これ以上京也の追及の矢や面おもてに立たせておくわけにはいかない。このタイミングで仕切り直しの機会を得られたのは、ある意味僥ぎよう倖こうと言えた。


    「音羽姉ねぇ、ご、ごめんなさい」


    「いいのよ、小夜歌のせいじゃない。あたしが一人でやるから、小夜歌は気分が悪くなったってことにして寝てなさい。小夜歌はお義母さんが死んだ直後なんだから、事件のことを思い出して気分が悪くなったと言っても不自然じゃないわ」


    「でも──」


    「でもはナシ」


    　無理矢理彼女をベッドに寝かしつけると、小夜歌は布団から半分顔を覗のぞかせて「ごめんね」と呟つぶやく。


    　音羽は笑顔で頷うなずいてから、扉の前で深呼吸をすると、そのままノブを倒し込んだ。


    　と、京也の姿が消えていることに気付き、目をしばたたかせた。


    　下に降りると、京也は居間に飾ってある絵画を眺めていた。


    「これは誰の趣味ですか」


    　音羽の機先を制してそう聞いてきた。音羽は先ほどのやりとりの残ざん滓しを引きずり、やや憤然と答える。


    「きっとお父さんよ」


    「お父様は趣味がよろしいですね」


    　絵画を見ると、カサットの『母と子』とある。音羽には、残念ながらよさがわからない。


    「でもこれ、額縁は立派だけど、中はただのカラーコピーじゃない」


    「まあ本物であることに越したことはありませんが、それだけで価値がなくなるということはないはずです」


    「価値は絵の中身ってことかしら？」


    「少し違います。美術の価値はもっぱら見る側によります。つまり自分がよいと思ったものに価値を見いだすべきなのです。まあ日本人は画家のネームバリューで買う絵を決める傾向が他国より強いようですが」


    「日ひ和よってるってことかしら？」


    「まあ言葉を選ばずに言えばそうですね」


    　音おと羽わは横目で京きよう也やの横顔を窺うかがってから、静かに切り出そうとする。


    「……ねぇ摩ま弥やさん、さっきの話だけど────」


    　その時、唐とう突とつに視界の端をなにかがよぎった。


    　目を凝こらすと、『母と子』の額縁と壁との間に紙切れのようなものが挟まっている。それは非常に薄っぺらく、端がキラキラと光っていた。


    　音羽は気付く。ああ、あのキラキラはホログラム印刷特有の──


    　その正体に思い至った瞬間、音羽の全身の皮ひ膚ふが総毛立ち、思わず声を上げそうになった。


    「どうかしましたか？　音羽さん」


    「──あ、いえ、ごめんなさい、なんでもないの」


    　動揺した顔を見られないために咄とつ嗟さに俯うつむく。もう一度、一瞬だけ目を走らせて確信する。


    　間違いない。額縁の裏に挟まっている紙切れは──日本銀行券。あの夜回収し損そこねた一万円札だ。


    　音羽は光みつ代よをロフト階から突き落として殺す際、エサとして二〇〇万円を彼女の足下に投げ出した。殺したあとすべて回収したつもりだったが、数え直した際、どうしても一枚だけ足りていなかったのだ。


    　なぜこんなところに。


    　どうしていままで小さ夜よ歌かが気付かなかったのだろう。しかもいま見た一万円札、血けつ痕こんのようなものが付着していなかっただろうか。


    　ともあれ、京也にまだ気付いた様子がないのは、不幸中の幸いだ。あれが京也に回収されると、非常に厄やつ介かいな事態に陥おちいる。


    　音羽はさりげなく、自分の体を使って京也の視線から一万円札を隠した。


    「音羽さん、先ほどはすみませんでした。たしかに少し無神経に過ぎました」


    　思わず視線が泳ぐ。


    「……それはもういいの。小夜歌も気にしてないわ。それより摩弥さん、お願いがあるんだけど。喉のどが渇いたから冷蔵庫から麦茶を取ってきてもらえない？」


    　京きよう也やはしばらくこちらの様子を窺うかがっていた。


    「勝手に人の家の冷蔵庫を覗のぞいてもよろしいのですか？」


    「いいから、お願い」


    「なるほど、わかりました」


    　京也が縄なわ暖簾のれんをくぐって調理場に消えたのを見送る。さすがに今のはあやしまれたかもしれない。音おと羽わはしばらく彼が戻ってこないかと逡しゆん巡じゆんしたが、やがて足を踏み替え素速く一万円札を抜き取り、スカートのポケットに突っ込んだ。


    　一瞬で汗が噴き出し、胸に手を当てると動どう悸きがひどかった。京也に見み咎とがめられていないことを何度も確認して、そこでようやく昏くらい達成感が胸を満たす。


    　しばらくして京也は盆に麦茶を載せて現れた。


    　咄とつ嗟さについた噓うそだったが、まさか今更撤回するわけにもいかず、そのあと少しの間だが雑談に興じた。京也も気を遣ったのか、それからは事件の話題は一言も出さなかった。


    



    　


    「ねぇ、わたしにだけ用事って一体なによ」


    　先行して歩く京也の背中になにを問いかけても緩かん慢まんな無視だった。


    　憤然としながらも、仕方がないので後ろに続く。


    　やたらと寒いと思ったら、外には夜よ霧ぎりが立ち込めていた。路面が濡れていて、音羽たちが家の中にいる間、一雨降ったようだった。肺に吸い込む空気がとても清涼に感じられ、鼻孔からは静せい謐ひつな夜のにおいがした。霧は時を追うごとに濃くなり、やがて一〇メートル先の人の輪郭も、朧おぼろに霞かすんでしまうほどに濃くなる。


    　京也が春かす日が井い家けから帰る段になって、なぜか音羽だけ付き合うように言われた。


    　大事な話があるということだったが、もう外は薄暗くなっていて、門限が少し不安だったが、それまでには終わらせると言われれば、断るわけにもいかなかった。


    「本当に、一体なんなの？　わたしだって暇ひまじゃないのよ」


    　京也は沈黙を守る。


    　音羽の歩く速度が心なし速くなる。なぜだかとてつもなくいやな予感がした。


    　どれくらい歩いただろうか。霧でぼんやりと滲にじんだ明かりの向こうに、ファミレスの看板を見つけると、一番奥の席を指定して腰かけた。客は大学生らしい八人の団体客がいるだけだった。彼らはぼそぼそと蚊かの鳴くような声で喋しやべっているのだが、なにが可お笑かしいのか時折つんざくような爆笑を上げた。


    　ドリンクバーを頼んでウェイターを追い払うと、会話がなくなる。ジャズ調の洒落しやれた店内音楽がやけに大きく耳に届いた。


    　京也は珍しく言葉を選んでいるようで、すぐには話し出さなかった。


    「……あなたは聡明な方だ。通算にして数日にしかなりませんが、私はあなたの大胆さと咄とつ嗟さに機転を利かせる応用力には、内心驚かされています。あなたが生徒会長として生徒から慕したわれている理由も、なんとなくですがわかりました」


    「どうしたの急に？」


    　可お笑かしくなってそう聞き返したが、京きよう也やの乾ききった横顔は、一切の冗談を拒絶していた。


    　音おと羽わも笑いを引っ込め居住まいを正す。


    「音羽さん、なぜ私と一緒に事件を調査をしようなどと思ったのですか？」


    「……言ったでしょ。好奇心と義ぎ憤ふんよ。妹のお義か母あさんを殺した殺人犯に対して怒りを覚えたし、あなたについていけば、あるいは本当に月つき森もり連続バラバラ殺人の犯人を見つけられるかも知れないと思ったのよ」


    「随分と過大評価をしてくれますね。しかし、結果から言うとあなたの期待には応えられました。犯人を見つけました」


    　辺りの温度が数度下がったような気がした。


    「……へぇ、犯人わかったんだ。聞いてもいい？　誰？」


    　一拍置いてから京也は音羽の瞳を見み据すえた。


    「あなたですよ、堂どう坂さか音羽さん」


    　八人かけの席が再びどっと沸いた。


    「……聞かせて、続き」


    　大丈夫だ。いくら状況証拠を積み重ねても、証拠がない限り、いくらでも言い逃れできる。


    「その前に、あなたに返して欲しいものがあります」


    「え？」


    「あなたが額縁の裏から抜き取った一万円札、あれは私のものです。返していただかないと困ります」


    　咄嗟には意味がつかめなかった。


    「………………まさか、あなた……」


    　音羽は目を見開く。


    　理解が兆きざすと同時に、体中がかーっと熱くなった。遅おそ蒔まきながら自分が嵌はめられたことに気付く。憤ふん怒ぬと羞しゆう恥ちの入り交じった激情が、腹の底からせり上がってくる。


    　音羽はポケットから一万円札を摑つかみ出すと、机の上に叩きつけた。


    「……これはどういうこと、摩ま弥やさん」


    　低い声で問いただすと、京也は空とぼけて見せ、財布の中に一万円札をしまい込んだ。


    「私は手持ちの一万円札を血ち糊のりで汚して絵画の裏に挟んだだけですよ。他意などありませんが」


    　怒りのあまり目眩めまいを覚えそうになった。


    「わたしをおちょくってるのッ」


    「そういえば、あなたにはまだ伝えていない情報がありましたね。死体の解かい剖ぼう時、光みつ代よさんの口の中に一万円札が一枚、入り込んでいたそうです」


    　音おと羽わは愕がく然ぜんとした。


    　京きよう也やはそれに気付かないように淡々と続ける。


    「これを知り、私は光代さんが残したダイイングメッセージの可能性を疑いました。つまり金銭が直接ないしは間接的な動機に繫つながっているのではないかと。それは車のディーラーや柏かしわ木ぎさんに聞き込みをするうちに確信に変わりました。あなたに一万円札を見せるともしかしたらなにか反応があるかもしれないと思っていましたが、正直あそこまで劇的なリアクションがあるとは思いませんでしたよ」


    　目ま蓋ぶたの裏に、喉のどでぶくぶくと血を泡立てながらこちらを嘲あざ笑わらっている光代の顔が浮かんだ。


    　音羽は奥歯を嚙かみしめる。死ぬまでの一瞬で、あの女はそんな小こ賢ざかしい真ま似ねをしていたのか。


    　だが京也も京也だ。いままで解剖のことなど一言も話さなかったくせに──そこまで考えて苦笑する。


    　お互い様ではないか。音羽は京也のことなど微み塵じんも信用していなかった。京也もまた、手札をすべてさらした上で、手に手を取って事件解決、などという幻想を抱いていなかっただけの話だ。


    「……わたしは殺してないわよ」


    「ほう」


    　京也が視線を鋭くした。怒っているのかと思ったら、口元が笑っている。


    「続けましょうか。もう一つ、解剖の結果、彼女の胃の中にはベーグルの欠片かけらが残っていたそうです。ほとんど未消化で、おそらくこれを食べた直後に殺されています。そして今日、冷蔵庫から麦茶を取り出す際、冷凍室に面白いものを見つけましてね」


    　京也はポケットからドーナツ店のマークが入った紙袋を投げ出した。


    　恐る恐る中を覗のぞくと、案あんの定じよう二口ほどかじったベーグルが入っていた。おそらく、触らずとも凍結してコチコチになっているだろう。


    「あなたは気付かなかったでしょう。なにしろ冷凍庫の一番奥に放り込んでありましたからね。おそらくこれを食べていたのは光代さんです。だが来客があったので咄とつ嗟さにベーグルを隠したのでしょう。用事を済ませてから残りを食べようとしていたのですね」


    　意地汚い光代の考えそうなことだ。


    「だが残りを食べることは永久になかった。その直後に彼女は殺されたんです。彼女の直接の死因は外傷性ショック死。刃物のようなもので滅めつ多た刺ざしにされていましたが、その前に頭部に強烈な一撃をもらっています。歯が折れ、顔がつぶれるほどの一撃です。体にも濃い皮下出血の痕あとができています。この一撃のせいで光代さんは頭ず蓋がい内大出血を起こしていることが確認されています。これはあの崩壊したロフト階の手すりと無関係ではないはずです。本当は事件を事故で終わらせて、万ばん々ばん歳ざいの予定だったのでしょうが、だが光みつ代よさんに息があったので、咄とつ嗟さに刺殺してしまった。そこからがケチのつき始めです」


    　音おと羽わは黙って膝ひざの上に置いた自分の掌てのひらを見つめた。


    「それから光代さんの体は過去に起きた月つき森もり連続バラバラ殺人事件と同じような手順で解体され、袋詰めにされた。そして犯人がどこからか盗んできたバスケースに入れられ月森台まで運搬され、そこで遺い棄きされた。だが犯人はミスを犯している。警官に見み咎とがめられ、立ち止まらずに逃げていることです。警官は二人組の私立陽よう丘きゆう女子高等学校の生徒だったと断言しています」


    　音羽は京きよう也やの視線に耐えきれず目を逸そらす。


    「この際なのでお教えしましょう。私はあの連続殺人犯のことを『エクスター公こう爵しやくの娘』と呼んでいました。あなたが知りたがっていた私の情報源は『ブラッディユートピア』という、ネット上に存在するその種の殺人事件に興味がある人間の寄り合い所のような場所です。もう一つ、いつだか私が、光代さんの殺人はいままでのバラバラ殺人犯とは別口だと言い切った時、あなたは確証がないと反論しましたね。いま、その確証の根拠をお教えしましょう。夏に起きた連続バラバラ殺人事件の犯人『エクスター公爵の娘』は、もう死んでいるのですよ」


    　ハンマーで横よこ面つらを殴られたような衝撃に見舞われた。指先から背筋にまで冷たい悪お寒かんが走り抜ける。


    　そんな馬鹿な。では音羽は、すでに死んでいる犯人の影をなぞっていただけだというのか。


    　音羽は京也を睨にらみつける。


    「……どうして、急にそんなことを教える気になったのか聞いていいかしら？」


    「あなたはどうやら私が予想していたような殺人犯ではない」


    「…………」


    「不思議そうな顔をしていますね。前に言いませんでしたか？　『暴力のための暴力、殺人のための殺人』そんな理由のために人を殺す輩やからがこの世には存在するのですよ。特にこの事件は不思議な魔力を持っていて、大量の追従者フオロワーを生んでいます。最初は私も、犯人はそういった手合いの一人だと思っていました」


    「……いまは違うの？」


    「ええ、あなたと小さ夜よ歌かさんは、金銭トラブルから端たんを発して事故に見せかけた計画殺人をする予定でしたが、計画がくるって咄嗟に月森バラバラ殺人に偽ぎ装そうすることに切り替えたのでしょう。実は音羽さん、私はあなたのことを高く買っています。おそらく、計画を立案したのはあなたでしょう。失礼ですが小夜歌さんにそれができるとは思いません。あなたのもくろみ通りに事が進んでいれば、事件は事故死として処理され、私とあなたが出会うこともなかったはずです。そう考えると皮肉なものですね。このバラバラ殺人にアラが多いのは、場当たり的に考えられたものだからでしょう。


    　とはいっても、咄とつ嗟さにここまでの計画を組み立てられてしまうのは、ただごとではありません。そしてそれを実行してしまう胆力も、私は恐ろしいと思います。


    　私は善を勧め、悪を懲こらしむ、などという高こう尚しような思想はつゆほども持ち合わせていません。本来ならば、あなたの殺人など放置するところです」


    　一転、京きよう也やが剣けん呑のんな表情をする。


    「しかし──あなたの起こした事件は、あの事件で御み笠かささんの受けた傷口を広げる行為だ。あの事件の模も倣ほうが起こり続ける限り、御笠さんに真の安あん寧ねいはない。残念ながらあなたを放置することはできません」


    　視線には、明らかな敵意が含がん有ゆうされていた。


    「御笠さんって……？　あなたの知り合いで、バラバラ殺人犯に姉を殺されたっていう？」


    「そうです。名字は南な雲ぐも、三人目の被害者の妹にあたります」


    　言われてみれば、そんな名字の被害者がいたような気がする。


    　とすると、初対面の時京也が語っていた動機は本当のことだったのか。


    「てっきりあなたは殺人事件マニアかなにかだと思ってたわ」


    　今更京也の機き嫌げんを伺うかがう必要もないので、あえて感じたままを言うと、京也は口元を歪ゆがめ、尖とがった笑みを浮かべる。


    　当たらずとも遠からず、というところか。


    　ああそうかと、音おと羽わの中でゆっくり理解が兆きざした。


    　仮かり初そめの協調は終わりを迎えたのだ。


    　足の引っ張り合いしかしていなかったはずなのに、なぜかこの捜査ゴッコの時間が終わってしまうことが寂しくすらあった。


    　音羽はふいに腹の底から衝動が込み上げてきて、気付けば小さく笑い出していた。


    　本来の関係に戻っただけなのに、それが寂しいという自分の感情の流れが馬鹿らしくて仕方なかった。


    　京也は怒気のこもった視線で音羽を睨ねめつけた。


    「……なにが可お笑かしいのです」


    「よくわからないけど、つまり見み逃のがしてはくれないってことよね？」


    「……それは自白と取っていいのですか」


    　音羽は失笑して肩をすくめた。京也の番手はもう終わりだ。


    「冗談、さっきからあなたの見当はずれの推理を聞いていて、いつ間違いを指摘して上げようかと思ってたところだもの」


    「……聞きましょうか」


    　空気は絶対零れい度に凍いてついている。いまこの瞬間も、薄刃の上を渡るような危あやうい空気が満ちている。


    「わたしにはアリバイがあるわ」


    　京きよう也やが驚きのためか小さく口を開いた。音おと羽わはそのまま畳たたみかける。


    「マゼール寮の寮母に楠くすのきハナっていう人がいるから聞いてみてちょうだい。結構前のことだから忘れてるかも知れないけど、あの人は門限破りを監督して担任教師に報告する任も帯びてるから、どこかに当日の台帳が残ってるはずよ。それにわたしが寮にいたってチェックが入ってるわ」


    　京也は初めて沈黙を喫きつし、苦いものを嚙かみしめている。


    　それは本当のことなのだろうかという当然の疑問を彼の中に兆きざしたのを見て取ると、音羽は先回りする。


    「噓うそじゃないわよ。わたしは光みつ代よさんの事件があった日、ずっと寮にいたわ。ただ気分が悪くて伏せっていただけ。ルームメイトもいるから、彼女に聞いてもいいわよ」


    　京也が初めて沈黙を守る。京也はテーブルの上で両手を組んで、その中に額ひたいを落とした。


    　いくら待っても、二の句が継がれる様子はなかった。


    「おしまいかしら？」


    「……犯人は、あなただ」


    　憎ぞう悪おに凍こごえた声で、京也が呟つぶやく。


    「でも、証拠がないんじゃしょうがないわよね」


    「……ええ」


    「じゃあわたしは晴れて無罪放免かしら」


    　京也はしばらく話し出さなかった。


    「…………音羽さん、科学捜査が発達するまでの数千年の間、人類はどうやってあなたのような狡こう猾かつな人間の噓を暴あばいていたかご存じですか？」


    「さあ、どうしてたの」


    　京也がテーブルから身を乗り出し、顔を近づけてきた。京也の瞳が細められ、禍まが々まがしい輝きを放つ。


    「簡単なことですよ。被ひ疑ぎ者しやを火であぶり、水につければ、小鳥のようにさえずり始める」


    「あら、か弱い女の子を脅おどしてるの？」


    「安心してください、そんな方法は使いません」


    　音羽は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


    「じゃあ無理に決まってるじゃない。そもそもわたしは犯人じゃないもの」


    　京也もつられるように微笑んだ。


    　その様子を傍はた目めから見れば、恋人同士のように見えたかもしれない。だが実際は、お互い笑顔の下に[image: ]あい首くちを呑んでいる。滑こつ稽けいな茶番だと思った。


    「音おと羽わさん、あなたの最終的な目標とはなんです？　警察や私の目をくらませて、事件が迷宮入りすることですか？　一つ、予言しましょう、もし証拠が見つからずこのまま逃げおおせても、あなたはきっと残りの生しよう涯がいを幸せに生きることはできません。なぜならあなたは殺人者だからだ。勝利した側が正義だとは限りませんよ」


    　音羽は彼の妄もう言げんを鼻で笑う余裕すらあった。


    「負け犬はそういう言いわけを好むらしいわね」


    「……少し、心理学のお話をしましょうか。人間が対立する二つの選択を迫られ、決断した時、手にした選択が明らかに愚おろかな選択だったとしても、人間は心の平穏を得ようとして『自分は正しい選択をした』と自分自身に言い聞かせるそうです。


    　自じ己こ欺ぎ瞞まんは、他人に説得力のある噓うそをつく時に役立ちますからね。自分自身さえ騙だましているのなら、他人に噓をつく時心が咎とがめない。あなたが私の前でも毅き然ぜんとして振る舞えるのは、自分を騙しているからです。本当ならもう気付いてもいいはずだ。あなたは──」


    「やめてちょうだい。一体なにが言いたいの、見苦しいわよ摩ま弥やさん」


    「…………」


    　京きよう也やは黙然とテーブルから立ち上がる。


    「お引き留めしてすみませんでした。もう用事は終わったので帰ってもらって結構です」


    「いいのよ、またいらしてちょうだい。わたしは陽よう丘きゆうの生徒会長だもの。あなたの妄想を聞いてあげるだけの広い心は持っているつもりだから」


    「残念ですが、わたしは真実以外口にしません」


    「……ねぇ摩弥さん、最後にわたしからも一言いいかしら？」


    　音羽は緩かん慢まんな動作で顔を上げ、京也に微笑ほほえみかけた。


    「わたし、初めて見た時からあなたのことが大っ嫌いだったわ」


    　京也は一瞬目を丸くしたあと、挑戦的に口元を歪ゆがめた。


    「……音羽さん。この借りは必ずお返しします。あなたのアリバイ、必ず崩してごらんに入れましょう」


    「やってみなさい」


    　それ以上の言葉は必要なかった。


    　京也は策さく謀ぼうを巡らし、音羽はすべての言葉を切り払う。


    　そもそも京也の哲理と音羽の理念には決定的に違いがあるのだ。互いに抜き難い感情で動いている以上、理解こそすれ、納得することなど到底できない。


    　京也は伝票を手に取り会計を終えると、夜よ霧ぎりの中に消えていった。


    　その後ろ姿が完全に消えるまでにこやかな表情で見送り、目を閉じて深く息を吸い込み、そして吐く。


    　──そして力の限りテーブルに拳こぶしを振り下ろした。


    　グラスの水がぶちまけられ、驚いた店内の客と店員が、一いつ斉せいに音おと羽わの方を向いた。


    



    　


    　音羽は足早にマゼール寮へ急ぐ。最初はやや早足程度だったが、いつの間にかほとんど小走りになっていた。湿気の強い冷気が顔の筋肉を強こわ張ばらせていく。


    　霧きりの水滴がまとわりつき、音羽の緑りよく髪はつを濡らす。


    　寒さも疲労も吹き飛んでいた。


    　やはりあの男と一緒に捜査ゴッコを始めたことは間違いだった。


    　街の歩道で、不意に音羽は立ち止まると、その横を凄い勢いで車が通過していった。そのヘッドライトの光こう芒ぼうもすぐに霧の中に消えていく。


    　音羽はその場に立ち尽くし思索にふける。


    　だが、これで当面の京きよう也やの問題は片づいた。


    　あと必要なのは、裏を搔かかれないよう京也に先んじてアリバイを固めてしまえばいい。


    　とりあえず、京也がハナ寮母にアリバイの有う無むを尋たずねる分には問題ない。だが、七な歩ほには不安要素が残る。


    　七歩は音羽が犯行当夜、部屋にいなかったことを知るただ一人の人間だ。


    　音羽たちが行おこなっている梯はし子ごを使っての簡単なアリバイ工作は、お互いがお互いを密告しないという共犯関係の下もとに成立している。だから、とりあえず京也になにか聞かれても、七歩は音羽のアリバイを保証してくれるだろう。


    　だが、京也の質問を皮切りに七歩の中にきっと疑問が芽生えるだろう。『堂どう坂さか音羽はその時間一体どこに出かけていたのだろうか』という疑問が。


    　そうすれば、その夜に『なぜか』光みつ代よが死亡しているという偶然に思い至るかもしれない。


    　そうなってしまったら──もし七歩に正面切ってお前が殺したのかと問われたら、自分はなんと答えればよいのだろうか。


    　その時、いつだか嗅かいだことのあるコールタールの焼けるにおいが鼻び孔こうに届いた。


    「ちょっとちょっと、そこどいて、お嬢ちゃん」


    「えっ、あ、ごめんなさい」


    　突然つなぎを着た男に声をかけられ、音羽はその場を飛びのいた。


    　ロードローラーが均ならしていった路面を、男がプロパンバーナーであぶりながら続いていた。


    　そういえばこの前街に来た時も、舗装工事をやっていたなと思う。


    　音羽はしばらくその作業に魅み入いっていた。


    　道路のわずかなひずみから浸入した水分が、凍結と融解を繰り返して、路面に大きなひずみを生んでしまうのだろう。放っておくと大きくなったひずみにさらに水が入り込み、それは亀き裂れつと呼べる致命的な存在に成長していく。


    　同じだ。


    　音おと羽わの立てた春かす日が井い光みつ代よ抹まつ殺さつ計画も、盤ばん石じやくのはずだった。


    　それがいつからか、小さなひずみが生まれた。そこからはあっという間だった。先手を打たずに放置すれば、計画に致命的な亀き裂れつが入ってしまう。


    　なんとかしなければ。


    　音羽は携帯電話を取り出し、電話をかけた。


    



    　


    　久しぶりに暖だん炉ろに火を入れると、炎は躍り上がって喜びを表現した。


    「座って、小さ夜よ歌か」


    　小夜歌は、暗い表情で椅子に腰かけた。年季の入った椅子が大きく軋きしみを上げる。


    　電気の来ていない月つき森もりの隠れ家には、当然ながら電灯などというものは存在しない。


    　暖炉の明かりだけでは心許ない時は、家から持ってきた蠟ろう燭そくを燃やして、テーブルの上に立てる。百ひやく匁め蠟燭を半分に切って、芯のこよりを中から取り出したものだ。蠟燭の炎は、電灯にはない暖かみと幽ゆう玄げんさを醸かもし出していた。


    　音羽は首を巡らせて、小屋の中を見回す。蠟燭の明かりをもってしても、部屋の中の寂せき寞ばくとした空気だけはぬぐえない。


    『キュー』もいなくなった。『ジェームズ』もいなくなった。そして『シロ』は永遠に戻らない。彼らがいないだけで、随分小屋が広くなったような気がする。


    　だが現在の重苦しい空気は、それが理由だからではない。


    　突然、正面で俯うつむいていた小夜歌が嗚お咽えつを漏もらし始めてびっくりする。


    「小夜歌……あなた」


    「わたしたち、これからどうすればいいの？」


    　小夜歌の口からこぼれ出す沈ちん鬱うつな問いに、音羽はできる限り優しく答えた。


    「大丈夫。それをいまわたしが考えてるの。全部、わたしがやるわ」


    「わたしたち捕まって、きっと死刑になるんだ」


    「そんなことないったら」


    　口で否定しながらも、いつもの性さがで頭の中では計算が働いてしまう。


    　昔は一八歳未満の少年少女は罪を犯しても家裁で審判されたが、若じやく年ねん者しやの凶悪犯罪が増えたせいで、現行の少年法は一六歳以上は刑事事件として処理される。自分たちの犯行が露ろ見けんすれば、一昔前ならばともかく、いまは減刑に繫つながるようなものは認められないだろう。


    　死刑になるか否いなかは殺した人数で決まるものではない。


    　その手口の残忍性、計画性の高さ、その事件が社会にどう波及するか、そのすべてが量刑に跳ね返ってくる。そう考えると、音羽たちが行おこなった『バラバラ殺人』というカテゴリーは、断じて軽い罪ではない。


    　一応小さ夜よ歌かには、継まま母ははに度たび重かさなる暴力を受けていたという情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある。


    　だが、それを小夜歌に告げることが、なんの慰めになるのだろうか。


    「音おと羽わ姉ねぇ、なんでそんな平気そうな顔してるの？」


    「わたしは絶対に捕まらないって信じてるからね」


    　当然本心ではない。音羽だって不安だ。だが、より不安そうな小夜歌の手前、せめて自分だけは自信をもっていなければという使命感が、音羽に超然とした態度を取らせていた。


    「やっぱり音羽姉ぇは……して……いから、そんなことが……るんだね」


    　ふいに、低く押し殺した声が聞こえてきた。


    「小夜歌……？」


    　薪まきが勢いよく爆はぜ、束つかの間ま小屋を真昼のように染め上げる。


    　俯うつむいてなお小夜歌の底抜けに真っ黒な瞳が見えた気がした。昏くらい澱おりを孕はらんだ無表情。


    　音羽は思わず息を飲む。


    　この表情を、音羽はどこかで見たことがあった。どこで見たのか、頭の中に霞かすみがかかってそれだけが思い出せない。


    　音羽は必死の思いで頭を回転させた。思い出せ、きっとこれは重要なことだ。


    「……音羽姉ぇ、あの人、殺そうよ」


    　なにかの聞き間違いかと思った。だが、再びの声が音おと羽わの想像を裏切る。


    「あの摩ま弥や京きよう也やって人、殺そうよ」

  


  [image: ]


  
    　あの男を、殺す。


    　そんなこと、音羽は一度とて考えなかった。


    「だって、あの人がいなくなれば、全部丸く収まるんだよ。そうすればわたしたち、また一緒にここで物語の続きが書けるんだよ」


    　音羽は小さ夜よ歌かの肩を摑つかんでこちらを向かせた。


    「小夜歌……それは駄目！」


    　小夜歌は目を見開き、ひどく傷ついた表情をする。


    「どうして音羽姉ぇ。あの人に情が移っちゃったのッ？」


    「違う、そうじゃないわ。わたしたちがどうしてあの女を殺そうとしたのか思い出して。あいつはクズよ。死んで当然の奴だったわ。でもわたしだってなにも最初から殺そうと考えてたわけじゃない。色々手を尽くして、それでも殺すしかないと思ったから計画を練り始めたの。あの男はたしかに邪魔だし、いなくなれば都合がいいけど、あいつの説にはなにも証拠はない。わたしのアリバイが崩れない限り、あの男の言ってることは机き上じようの空くう論ろんでしかないわ」


    「わたしたち、捕まったら全部失っちゃうんだよ。わたしちゃんと学校を卒業したい。もっと音羽姉ぇと一緒にいたい。七な歩ほちゃんとも風ふう香かちゃんとも一緒にいたいよぉ」


    　小夜歌の言いたいことは痛いほどに伝わってきた。


    「勿もち論ろん、わたしもよ」


    「じゃあ──ッ！」


    　音羽は手で遮さえぎった。


    「ゴメン、少しだけ考えさせて。いきなりだったからちょっとびっくりしてて。うん、それも一応考えてみる。約束するわ」


    　この手で光みつ代よ以外の人間を手にかける──想像しただけで震えがきそうだった。


    「ちゃんと考えて！　最初に光代さんを殺そうとしたの、音羽姉ぇなんだからね。音羽姉ぇが怖おじ気けづいたら、わたしもうどうしたらいいのかわからないよ。音羽姉ぇはいいよ、当日のアリバイがあるんだから」


    　言われてはっとした。もしかしたら小夜歌は自分のアリバイがないことに不安を覚えているのではないだろうか。


    　口を開きかけたが、結局音羽はなにも言い返せなかった。


    　彼女の言いたいこともよくわかるからだ。


    　普段音羽は夜の時間は寮にいるので、そうなるようアリバイをこしらえたが、小夜歌は家にいることの方が普通なので、あえてアリバイを考えなかった。こうして京也に周囲を嗅かぎ回られてみると、小夜歌にも多少無理があっても、アリバイを作っておくのだったと痛感する。


    　葬式のような沈黙が辺りに降りた。手持ちぶさたになった音おと羽わは自分の分もお茶を入れ、冷めかけた小さ夜よ歌かの方にもつぎ足す。


    「……そんなことには絶対にならないから安心して。要は、あの男がアリバイの綻ほころびを調べ上げる前に、先回りしてこっちがそれを盤ばん石じやくにしてしまえばいいだけの話よ。喜びも、悲しみもわたしと小夜歌二人で分け合うの。たとえ、最後の時が来てもそれは二人に等しく訪れるわ」


    　小夜歌は黙り込む。釈然としないものを抱かかえているのはなんとなくわかった。


    　それは、これからの音羽の行動で納得してもらうしかない。


    「……そのアリバイの話だけど、問題はハナさんより七な歩ほの方よ。彼女は当夜のわたしにアリバイがないって知ってるから」


    「七歩ちゃんに全部話して、協力してもらえばいいんだよ」


    「…………そうよね。そうなんだけど」


    　考えなかったわけではない。なにも全面的に協力を仰がなくとも、あの日の夜、音羽が部屋にいたことを証言してくれるよう確約を取りつけるだけでもいい。七歩ならば、音羽が真剣に説得すればわかってくれるだろう。


    　理性ではそうした方がいいとわかっていた。だが感情ではその案に声高に否いなを唱となえている。春かす日が井い光みつ代よ抹まつ殺さつ計画は、本来音羽一人で発動させるつもりだった。小夜歌が加わることに賛成したのは、小夜歌が光代の直接の被害を受けている当事者だったからだ。


    　だが七歩になんの動機があるというのか。音羽の当日のアリバイがないことを知っているという、ただそれだけの理由でしかない七歩を……。


    「……うん、機会があったら、わたしから話しておくわ」


    　納得したというより、これ以上小夜歌に嫌われたくないという思いが先行して頷うなずいた。


    　待ちかねていたように小夜歌は笑顔を見せてくれる。


    「お願いだよ、音羽姉ねぇ」


    　本当に自分の選択は正しいのだろうか。光代を殺そうと決意した時には感じなかった戸惑いが、音羽の胸の中で大きくなっていくのがはっきりとわかった。


    「音羽姉ぇ」


    　甘く優しい声がかけられ、音羽の思考は途切れた。目の前に小夜歌の胸元があってドキリとする。


    　小夜歌は音羽の胸元のボタンをいくつかはずし、ブレザーを脱がせると、そのまま音羽が座っている椅子の上に覆おおいかぶさるようにもたれかってきた。小夜歌の温かい体温と両腕に回される柔やわ肌はだの感触。


    　小夜歌の方からこうした情熱的なアプローチをかけられるのは、随分と久しぶりのような気がする。悪い気分ではない。


    　小さ夜よ歌かの瞳は潤うるみ、お互いの熱い吐と息いきが吹きかけられる度たび、音おと羽わの体の奥底が火ほ照てっていく。


    　すぐに唇が塞ふさがれ、心地よい酸欠の快楽に音羽の目が細められる。そこからはずっと小夜歌のペースだった。


    　脊せき髄ずいを貫つらぬくような快楽に身もだえしているうちに、音羽の疑問はあっさりと流れていってしまった。


    



    ５


    



    　うんざりするくらいに真っ白い画面が広がっていた。


    　一四・一インチの液晶ディスプレイには、現在全画面表示でテキストファイルが開かれている。だがタイトルの『終業式スピーチ原稿』という文字以外、画面には一字たりともタイプされていない。その下の余白のまぶしい白がいやでも目立つ。


    　音羽は嫌いや気けがさして、生徒会室備え付けのノートパソコンから目を離すと、目め頭がしらを軽く揉もみ、傍かたわらにある目薬を点眼する。乾いた瞳からこぼれ出した目薬が頰ほおを伝うのをティッシュで拭ふき取り、腕を組んで伸びをすると体の骨が小気味のよい音を立てる。


    　時計を見ると、午後の四時半、延々一時間もキーボードの上に手を置いているだけという無ぶ様ざまな状態だった。


    　スピーチの原稿が完成しない。どころか、遅ち々ちとして進まないのだ。小夜歌と一緒に『幻想郷冒険録』を執筆している時は、こんなこと絶対にないというのに。


    　いっそこの前の生徒総会の時のように、壇上に上がってから即興で台詞せりふを考えてしまおうか。そんなことを半ば本気で考える。


    　昨日はあのあと、小夜歌と別れその足で寮に帰ってから、いつも通り寝る支度をして七な歩ほの隣に寝た。朝起きて寝ね坊ぼ助すけの七歩を起こして、一緒に朝食を食べて馬鹿話をしながら登校。昼休みにはこの生徒会室で生徒会役員総出で食事を取った。


    　──話すチャンスはいくらでもあった。


    　昨日小夜歌に言われた通り、七歩を計画に抱き込むことも、可能だったはずだ。


    　まず『ねぇ七歩』と話しかけて、光みつ代よが死んだ日のことを彼女に思い出させる。


    　七歩は考え込むような仕草をして、しばらくのち手を叩いて当日のことを思い出すだろう。音羽は大事な話があるのと言って、改まり、七歩にすべてをぶちまける。


    　春かす日が井い光代の重ねてきた悪逆無道な行為を、こちらの都合のいいように虚実織り交ぜて。


    　七歩はマスメディアの作る賢母の代表のような光代の像が破壊されてショックを受けるだろう。


    　七歩の同情を勝ち取ったことを確信したあとで音羽と小夜歌が、光代を殺したことを告白する。七歩は驚く。しばらく時間をくれと言って深呼吸をするかもしれない。


    　そこで音おと羽わは畳たたみかけるように懇こん願がんする。当日のアリバイを保証して欲しいと。七な歩ほの証言がないと、自分と小さ夜よ歌かは捕まってしまうからお願い、と。


    　七歩はいつになく真しん摯しな顔で頷うなずき、それを見た音羽は嬉うれしくなり、二人は軽く抱ほう擁ようをする。七歩はああ見えて義理堅い。彼女は京きよう也やの前でもたじろがず、毅き然ぜんとして音羽のアリバイを保証する。彼女は墓の下まで秘密を持っていくだろう。


    　簡単だ──簡単なはずだ。


    　だが実際は、昨日の夜から今日にかけて、音羽は何度もあるチャンスすべてをフイにしていた。


    　勿もち論ろん、内容が内容だけに告白するのは勇気のいることだった。だが、それとは別のなにかが、音羽の行動に待ったをかけている。


    　ぼんやりと窓の外を眺めていると、その時、音羽の視界にトレンチコートを着た人影が入った。


    　その人影が京也であることに気付き、背筋が凍りつく。


    　彼は物もの怖おじせず、マゼール寮に正面から入っていった。


    　きっとハナ寮母に、音羽の当日のアリバイをたしかめに行ったに違いない。勿論、ルームメイトの井い田だ七歩にも。


    　途端に、寮に帰りたくなくなった。


    　自分のただ一つの安らげる場所が、どうしようもなく汚けがされてしまったような不快感を覚えた。


    　今日は小夜歌の家に泊めてもらおう。音羽はノートパソコンの電源を切って、鞄かばんを持つと立ち上がった。


    



    　


    　春かす日が井い家けの門前まで足を運んでからしまったと思ったが、遅かった。


    　家に明かりがついていない。おそらく、小夜歌はまだ料理研究会だ。


    　まだ音羽は家の鍵かぎを複製してもらっていないので、扉が閉まった春日井家に入る手段を持たない。


    　どうしようかと途方に暮れているところで、ふいに横手に人ひと気けを感じて振り返った。自分を眺めている人物が誰かわかって、思わず、鞄を取り落とし駆け寄る。


    「龍りよう馬まじいちゃん！」


    　音羽は作さ務む衣え姿の老人で、小夜歌の隣人でもある朝あさ木ぎ龍馬に抱きつく。


    「もう退院してたのね。退院したならそうって早く言ってよね！　もしかしてちょっと[image: ]やせた？　なんか抱きついた時、少し骨っぽい感じがしたわよ。さては病院食が美お味いしくなかったからあんまり食べなかったんでしょ？　駄目よ、食わず嫌いは直さなくっちゃ」


    　龍りよう馬まの乾いた相そう貌ぼうは、すぐには反応を示さなかった。


    「……音おと羽わ、ちょっと話がある。ウチまで来い」


    　それだけ言うと、音羽を振り払い、すたすたと家の中に入ってしまう。精気の抜け落ちたその背中は、不思議ととても小さく見えた。


    　思いがけず冷たい態度に面食らいながらも、ずっとここに立ち尽くしているわけにもいかず、音羽もあとに続く。


    　なぜだか、とてもいやな予感がした。


    　龍馬は正面玄関から入り、音羽にも来るように促した。


    　いつも縁側から家に上がり込んでいたので、正面玄関から入ること自体、随分と久しぶりのような気がした。黒の漆うるし塗ぬりの門前から入り、框かまちで靴を脱ぐ。


    　廊下の突き当たりの和室には『願』と書かれた掛け軸が墨ぼつ痕こん鮮やかに躍っている。その隣には鎧よろい一式と、刀が一振り置かれていた。これは、先祖代々伝わるもので、両方とも実際に合かつ戦せんの際使われたものだと聞いたことがある。


    　音羽はいつものように縁側に座って龍馬を待った。


    　しばらくすると、龍馬はいつものようにほうじ茶を盆に載せて現れた。


    　音羽は一口含むと、懐かしい味がした。ああ龍馬の家に来たのだな、という気持ちになる。


    　横からその様子を見ていた龍馬の口元に微笑が浮かんでいるのを見て、少しほっとする。


    「龍馬じいちゃん、ホントにどうしたのよ……もしかしてさ、検査入院して、なにか悪いところが見つかったりしたの？」


    「……お前が持ってきた保険証の期限がな、切れてたんだよ」


    「え？」


    　音羽の疑問には答えず、龍馬は庭の方を見ながら続ける。


    「オレが倒れた日、病院からお前に連絡があっただろ。お前は学校早退してまで保険証とかオレの財布持って病院に駆けつけたんだよな」


    「ええ、憶えてるわ」


    　電話口からいきなり龍馬が倒れたと聞かされて動転したものだった。


    「お前が持ってきた保険証は期限が切れてたんだよ。お前慌あわててたから、どうせ気付かなかったんだろ」


    　意地悪な龍馬の発言に、音羽はむっとする。


    「それがどうしたのよ。じいちゃんが心配だったから慌ててたのよ、なにか悪いかしら？」


    「あとでオレは看護師さんに言われてな。もう一度あの娘こに持ってきてもらってくれってな。一度だって迷惑かけてるのに、その上もう一度オレに恥を搔かけって言ってんだ」


    「言ってくれれば持っていったのに……」


    「オレは歩けないほど衰弱してるわけじゃない。だからあの日真夜中になってから起き出して病院を抜け出した」


    「…………」


    「オレの入院していた病棟は死にかけのジジババくらいしかいなかったからな。ナースステーションもほとんど人が詰めてないし巡じゆん回かいもあんまりしてこなかったから目を盗むのは簡単だったよ。久しぶりに娑しや婆ばのうまい空気を吸って、月が綺き麗れいに出てた夜だったな。家まで帰り着いて引き出しから保険証を取った時、どこからか音楽が聞こえてきた。クラシックだったよ」


    　音おと羽わの全身を悪お寒かんが貫つらぬいた。音羽は龍りよう馬まから目を逸そらし、湯飲みの中に視線を落とす。水面にはさざ波が立っていた。遅れて、自分の手が震えていることを知る。


    「オレは音の出所が春かす日が井いさん家ちだと知って首をかしげたよ。クラシック好きなのはお前の親おや父じさんだったからな。オレはいつもお前がやってたみたいに植え込みの陰から居間を見守った。そしたらお前が居間を横切っていった。最初小さ夜よ歌かちゃんかと思ったら、次の瞬間、小夜歌ちゃんもお前の後ろに続いて出てきた。小夜歌ちゃんの制服は血ち塗まみれだった。お前らは物騒な凶器をわんさか抱きかかえて風呂場の方に戻っていった。そうしてからクラシックの音の切れ間に水袋を叩いたような音とか、すりこぎでものをすりつぶすような音が聞こえてきた」


    「……ゴメンじいちゃん、急いでるから帰る」


    　そう言って立ち上がった音羽の手を節ふしくれ立った手が摑つかんだ。そのまま握りつぶされるのではないかと思うほど力が込められ、音羽は腕を振った。


    「痛いッ。放してよ」


    「座れ音羽ッ！　まだ話は終わってねぇ！」


    　自分の表情が蒼そう白はくだろうことが、容易に想像できた。


    「オレはついに風呂場に回って窓から覗のぞき込む勇気は出なかった。怖かったよ、心底怖かったッ。このオレがだぞ！　クソッ。クソッ。思い出しても腹が立つ。オレは逃げるようにして病院に戻ってベッドに潜った。自分の見たものはなんかの間違いだって言い聞かせた。けれど次の日、あの女のバラバラ死体が出た。それ以来、毎日のようにテレビにかじりついたさ。けどまだ犯人は捕まってない、どうしてだ！」


    　音羽はしばらくの間、呆ぼう然ぜんとしていた。


    　なんということだろう。


    　決定的な目撃者を生んだまま、自分は完全犯罪という幻想にしがみついていたのだ。


    　しばらく、何回か口を開きかけ、その度たびに龍馬老人の瞳に射すくめられ、声が出なかった。


    　やがて懇こん願がんするように龍馬の体を弱々しく揺すった。


    「……ね、じいちゃん、その話黙っててくれる……よね」


    「駄目だ！」


    　龍馬の一いつ喝かつに、心が斬りつけられるような痛みが走った。龍馬だけは自分たちの理解者だと信じていたのに。


    「どうしてッ！　じいちゃんはわたしの味方よね？　あの女のこと、嫌いだったわよね」


    「当たり前だろ。あの女は本物のクズだ！　お前が殺してなきゃ、オレが殺してた！」


    「じゃあどうしてよッ！」


    「まずオレの質問に答えろッ。お前は自分が正しいことをやっていると思っているのか」


    「思ってるわ」


    「後悔はなかったのか？」


    　声が詰まり、咄とつ嗟さに返答ができなかった。


    　死んだ光みつ代よが賢母の代表のような存在としてマスコミに讚たたえられた時。七な歩ほがＴＶの殺人犯に向かって死ねばいいと口走った時。京きよう也やに自分の本心すら騙だましているのではないか問われた時。そして光代の壮絶な死に様を脳のう裏りで思い返す時。あの時胸に芽生えたのは後悔ではなかったか。


    　龍りよう馬ま老人は音おと羽わの瞳を覗のぞき込む。


    「いつか言っただろ、怒りは無む謀ぼうをもって始まり、後悔をもって終わるんだッ。ああいうダニは放っておいてもいつか必ず天罰が下る。お前がやらなきゃいけなかったのは、殴られても蹴られても踏みつけにされても奥歯を嚙かみしめて笑うことだ」


    　頭部を打ちのめされたような衝撃が走る。拳こぶしを握る手が震えた。


    「なんでそんな聖人みたいな真ま似ねしなきゃいけないのよ！　じいちゃんが教えてくれるのは耐えることばっかり。わたしはいつもＳＯＳを発してた。『お願いだから誰か小さ夜よ歌かを助けて』って。誰も助けてくれないから、わたしはわたしのやり方で小夜歌を助けただけだわ。なにもしてくれなかったくせに、偉そうなこと言わないでッ」

  


  [image: ]


  
    　初めて、龍りよう馬まに反抗した。最後は悲鳴のようになっていた。


    　龍馬はそれを聞き色をなす。


    「ッお前……本気でそんなことを考えてたのか？　…………この──ッ！」


    　次の瞬間、龍馬の手が持ち上がる。殴られると思って、目をつぶり首を引っ込めた。


    　だがいつまで経っても衝撃は訪れない。その代わりに音おと羽わの両肩に、齢よわい七〇を越える老人の、しわくちゃの手が置かれていた。龍馬は泣きそうな顔をしていた。


    　龍馬はすべての感情を凝ぎよう縮しゆくして、一言、呟つぶやいた。


    「……出頭しろ、音羽」


    　光みつ代よを殺して以来凍らせていた感情が融解し、一気に込み上げてきた。


    　音羽の全身がぶるぶると震え始める。膝ひざの上で拳こぶしを握って俯うつむく。


    「どうして……そんなこと言うのよ……わたし頑張ったよ？　なのに、ひどいよ、じいちゃん。いやだ、負けたくない。終わりたくない。こんなところで終わりたくないよ。捕まるのはいやなの」


    「お前の始めた人生だろ。間違いに気付いてるんなら自分で道を修正しろ」


    「でもッ……でも小夜歌まで捕まっちゃうのよ。無理よ、そんなの」


    「裁判になったらオレが全力で証言してやる。お前らがやったのにはやむにやまれぬ事情があったって大声で言ってやる」


    　思わず涙が溢あふれそうになった。いままで誰にも理解されず、誰にも顧かえりみられなかった音羽の気持ちを、彼は察してくれていた。


    　自分の中で固くしこっていた感情の結び目が、ゆっくりとほどけていく。


    　音羽は蚊かの鳴くような声で吐き出す。


    「じいちゃん、わたしを止めて……わたしにもう一回、もうやめろって、言って……そしたらわたし──」


    　龍馬はしっかりと音羽の視線を捉え、やがて告げた。


    「もうやめろ。もう、こんなことしなくていい」


    　全身から力が抜けていく。いま言葉を重ねると、喉のど元もとまで込み上げた感情が爆発してしまいそうで、音羽は黙って頷うなずいた。


    　音羽が話し出せるようになるまで、しばらく龍馬老人が無言で背中をさすってくれる。


    「……これから、どうすればいいの？」


    　静かに切り出すと、龍馬老人は自分の胸板を拳で叩く。


    「とりあえず小夜歌ちゃんを説得してオレのとこまで連れてこい。あとは全部任せろ」


    



    　


    　学校へ向かう音おと羽わの足取りに迷いはなかった。


    　冬風が火ほ照てった体に冷気を呼び込むことが、不思議ととても気分がよい。


    　全身が羽根のように軽い。肩の荷が下りた状態とは、こういうことを言うのではないだろうか。


    　だが、気は抜けない。これから自分は小さ夜よ歌かに大切な話を告げなければならない。簡単に納得してもらえるとは思わないが、自分が信じた小夜歌を信じるしかない。話せばきっとわかってくれる。


    　音羽たちには敵ばかりではなく、味方もいることを伝えなければならないのだ。


    　ほどなくして学校は見えてきた。家庭科室の窓を見たが、すでに明かりは落ちていた。


    　職員室にはまだ人がいるようだったので、料理研究会の顧こ問もんの教師をつかまえる。


    「あら、さっき帰ったばかりよ。入れ違いになったんじゃないかしら」


    　なんて間まが悪いのだろうと思いながら音羽は慌あわてて一礼すると、職員室から退室した。


    　小夜歌の家まで延々と続く帰り道を眺める。おそらく彼女は大きな通りを通らず、住宅地を突っ切るようにして伸びる枝道を通って帰ったのだろう。あちらの方が近道になるが、狭い路地だと変質者と出くわす可能性があったので音羽は敬遠していた。


    　もっとも最近は音羽たちの起こした殺人のせいで、変質者もなりをひそめているだろうから、そんな心配自体いらないのかもしれないが。


    　携帯電話のフリップを開いて、しばらく迷ったあと、閉じる。大事な話なのでメールや電話で済ますわけにはいかない。


    　音羽は再び小夜歌の家に向かう。会えるまで諦あきらめるわけにはいかなかった。


    　ふと、自分がここまでしなくともいいのではないか、と思う。


    　小夜歌が寄り道せずに帰っていれば、今頃龍りよう馬ま老人と鉢合わせて、説得を受けている頃合だろう。もしかしたら自分はとんだ無駄足を踏んでいるのかもしれない。


    『あの摩ま弥や京きよう也やって人、殺そうよ』


    　そう音羽に囁ささやきかけた時の小夜歌の不ふ穏おん極まる発言が唐とう突とつに脳のう裏りで再生される。


    　真相に近づいた京也を、小夜歌は躊ちゆう躇ちよなく殺そうと提案してきた。


    　では、真相に辿たどり着いた龍馬老人と相対した小夜歌は、どういう行動を取るのだろうか。


    　背筋を舐なめ上げられたような不快感が走った。


    　まさか、あり得ない。


    　だが、音羽の足はいつの間にか駆け出していた。


    　いま来た道を猛烈な勢いで逆走する。


    　信号に止められ、我慢できずに渡ると、クラクションと一緒に怒声が耳に飛び込んでくる。音おと羽わは無視した。


    　曲がり角で買い物帰りの主婦と衝突しかけて慌あわてて謝る。運動をサボっているせいで、あっという間に息が上がる。横腹が痛くなってきたところで、逆らうように全力疾走に移った。


    　この時になってようやく自分が焦あせっていることに気付くほど、音羽には余裕がなくなっていた。


    　音羽は心の中で繰り返し念じる。


    



    　──自分の杞き憂ゆうであってくれ、と。


    



    　春かす日が井い家けまで取って返した時、まだ窓に電灯は灯っていなかった。


    　再びなぜ、と疑問に思った瞬間、音羽の足は朝あさ木ぎ家に向かっていた。正面に回り込むのももどかしく、生け垣を跨またぎ越す。生け垣にスカートが引っかかって音羽はそれを力任せに引っ張る。


    　かすかだが、龍りよう馬まの家から血のにおいがする。縁側に、なぜか小さ夜よ歌かの靴が置いてあるのを発見した。胸騒ぎがひどくなる。


    「小夜歌ッ」


    　勇んで飛び込むと、畳敷きの和室の中に小夜歌は立っていた。


    　奥は暗くて見通せない。ただし、小夜歌の近くに二本の足が投げ出されているのだけが見て取れた。


    　その時狙ねらったようなタイミングで、叢むら雲くもを抜け、月がぼんやりと室内の様子を浮かび上がらせる。


    　呼吸が止まるかと思った。


    　和室の中央辺りに龍馬は俯うつぶせに倒れていた。


    　その頭部からはとめどもなく血が流れ出しており、そして傍かたわらに立つ小夜歌の手には書道に使うすずりが握られ、その下からは血が滴したたっている。


    　倒れている龍馬と血のついたすずり、その二点を結ぶのは、絶望的なまでに簡単だった。


    　気付くと音羽は意味不明な叫び声を上げて龍馬に駆け寄り、抱き起こそうとしていた。


    「音羽姉ねぇ、もう死んでると思うよ」


    　ことさら落ち着いた声が上から降ってくる。


    　龍馬が死んだ──


    　だってつい三〇分まで笑って音羽を送り出してくれたのに──


    　信じられないような瞳で小夜歌を振り返る。


    「どうして……」


    　声が震えていた。小夜歌は視線を逸そらす。


    「……仕方ないよ。だって、この人わたしたちが光みつ代よさんを殺すところ見てたって言うから、怖くなって咄とつ嗟さに……」


    　小さ夜よ歌かへの怒りより先に、胸にぽっかりと穴が空いたような喪そう失しつ感が、音おと羽わの体から力を奪っていた。


    　下か肢しから力が抜け、音羽は膝ひざから崩れおちた。いきなりのことで、事態の推移に感情がついていかない。フリーズしたパソコンのように、すべての感情の処理が滞とどこおっている。


    　だが、不意に津波のような悲しみの奔ほん流りゆうが襲ってきた。


    「小夜歌、これからどうするつもりなの？　こんなことしたらわたしたち今度こそ……」


    「捨ててくるしかないよ。光代さんと同じ手順で」


    「いやよそんなのッ！」


    　嫌けん悪お感が先に立って声を荒らげていた。


    　と、同時にまるで龍りよう馬ま老人を物のように扱う小夜歌に嫌悪が生まれる。


    　いま一度龍馬を見下ろし、拳こぶしを握る。


    　だが、そうするしかないのは、音羽にもわかっていた。


    　感情論はどうあれ、小夜歌は龍馬を殺した。どういう経いき緯さつがあったにせよ、どういうやりとりの末そうした結果に至ったにせよ、それは揺るがざる事実。


    　小夜歌がもたらした行為によって、皮肉にも再び自分たちの首が繫つながった。上う手まく死体を処理すれば、また普段通りの生活を続けることができる。


    　これを活かさず自首したならば、彼女の行為を『無用な殺人』に堕おとすことになる。それはできない。


    　音羽は深呼吸した。やるべきことは一つしかなかった。


    　小夜歌は音羽の表情の変化に気付いたのか満足げに頷うなずいた。


    「決まりだね」


    



    



    　小夜歌が光代を解体する際使った道具を掘り出しに行っている間、音羽は俯うつぶせになった龍馬の傍かたわらで蹲うずくまっていた。


    　一度犯罪に手を染めると、二回目からは躊ちゆう躇ちよがなくなる。罪悪感が薄くなる。


    　殺人も、そうなのだろうか。死体の解体もそうなのだろうか。


    　光代の時は、計画失敗の焦あせりから起死回生の策を思いつき、その興奮と光代への激しい憎ぞう悪おに、熱に浮かされたようにして事を運んだ。


    　首を巡らせて、静かに俯せの龍馬の姿を見る。胸がずきずきと痛むものの、ようやく龍馬の姿を直視できるまで落ち着いてきた。


    　せめて龍馬の顔だけでも拝んでおこう。そう思い、龍馬の作さ務む衣えの裾すそを摑つかんで仰向けにする。もともと年齢の割りにがっしりとした体格で、全身から力が抜けているのも相まって、それは恐ろしく体力を消しよう耗もうする行為だった。


    　龍りよう馬まの体を引っ繰り返した瞬間、異常事態に気付いた。


    　龍馬の口に幾いく重えにも布テープが貼られていた。


    　理由もわからぬまま肌がぞっとそそけだつ。


    　違和感はこれだけではなかった。その正体に気付き、音おと羽わは龍馬の体を横にして頭部を観察する。すると、すずりによる打だ撲ぼく痕こんは後頭部にできていることがわかった。しかも一か所ではなく、数か所にわたって。


    　これは、小さ夜よ歌かの証言とは決定的に食い違う。


    　小夜歌の言う通り『怖くなって咄とつ嗟さに』殴ったのなら、二撃目はいらない。


    　音羽は目をつぶった。


    　──小夜歌、なんてことを。


    　恐ろしさが込み上げてくるのを懸命に押し殺し、自分の考えを敷ふ衍えんしていく。


    　そう考えると、口に貼られた布テープもおかしくはないか。


    　常識的に考えて、この布テープが貼られたのは殴ったあとだろう。逆に不意を突いて布テープを貼ってから殴ろうとしても、テープを口に貼った時点で龍馬老人が驚いて正面を向いてしまうから打撲痕は後頭部にできない。


    　だが小夜歌は龍馬老人を、殺したと言っていなかったか？


    『死人に口なし』のことわざの通りなら、殴り殺したはずの人間の口を塞ふさぐというのは、まるで意味がない。


    　なにかがおかしい。


    　どこかに偽にせの情報が紛まぎれているせいで、すべてがこんがらがっている。


    　そもそも龍馬老人は本当に──


    　その時、龍馬の目ま蓋ぶたが震えたような気がして、見間違いかと思い顔を近づける。


    



    　──いきなり閉じていた眼球がぎょろりと見開かれ、音羽と目が合った。


    



    　音羽はたじろぐ。もっと予想外の行動を取ったのは龍馬だった。龍馬は音羽を見た瞬間、勢いよく突き飛ばした。


    　たまらず畳に倒れる。龍馬は跳ね起きると、血走った瞳でこちらを見ていた。


    　音羽は唾つばを飲み込む。


    　龍馬は生きていたのだ。


    「じいちゃん、どうしたの！」


    　龍馬に近づいた途端に、布テープの隙すき間まから掠かすれた悲鳴を上げて必死の形相で逃げ出した。頭を殴られて意識が朦もう朧ろうとしているのか、足下はひどく覚おぼ束つかない。


    　どうして──そう思った瞬間音おと羽わの思考に電光が走る。


    　そうか、龍りよう馬ま老人は双子である音羽と小さ夜よ歌かを取り違えているのだ。


    　龍馬を襲ったのは小夜歌だ。音羽ではない。


    　玄関に走ると、龍馬老人が震える手でドアチェーンを解除しようとしていた。音羽が家に入った時は、ドアチェーンなどかけなかった。音羽が近づくと、くるったように扉に体当たりを始める。


    　鼻息は荒く、目は血走っている。恐怖のために正気を失っていた。


    　音羽は怖くなった。一体小夜歌は龍馬になにをしたのだ。


    　と、いきなり反転して音羽に死にものぐるいで向かってきた。恐ろしい力で組み付かれ、頰ほおを引っ搔かかれる。次の瞬間再び勢いよく突き飛ばされ、柱に頭がぶち当たり意識が飛びかけた。


    　後頭部に手を当てると、ぬるりとした感触。


    　視線の先、逃げる龍馬の足取りは先ほどよりしっかりしている。和室の縁側から逃げるつもりなのだ。


    　いま龍馬老人が縁側から逃げて、近くの家に助けを求められたら、すべてが水すい泡ほうに帰きする。自首どころの話ではない。


    　パニック状態に陥おちいった音羽の脳のう裏りに、矢継ぎ早に恐ろしい未来が去来する。


    　自分がバラバラ殺人犯だとバレれば、すべてが激変する。


    　七な歩ほは限りなく冷たい瞳で音羽を見るだろう。宇う佐さ美みは表面上は苦笑いをする以上に拒絶は見せないかもしれないが、もう修復不可能な溝が生まれる。


    　音羽を慕したっていた生徒は一転、音羽を笑いものにし、教師は学校へのダメージを減らすために、なんとか音羽を退学処分にできないかと職員会議で必死に議論する。未成年者なので、顔写真は新聞やニュースには出ないだろう。だが学校の裏ＢＢＳや週刊誌の記者を通じて、呆あきれるほど簡単に音羽のプライバシーは流出していく。ネットの掲示板に顔写真とプロフィールが暴露され、筆ひつ舌ぜつに尽くし難い言葉の暴力が雨のように降り注ぐ。音羽は刑事裁判を受けるために家裁から逆送されるだろう。


    　裁判所では音羽の味方は誰一人いない。裁判員の絶対零れい度の眼まな差ざしを受け、音羽がなにを叫んでも、その心証は微み塵じんも覆くつがえらない。音羽は独どく房ぼうの中でみじめにいくつもの夜を泣いて過ごす。なぜわたしは人なんか殺そうとしたのだろうと後悔に暮れながら──


    　はっと我われに返り、途端に歯の根が合わなくなりそうになる。目尻から頰に温かいものが伝っている。


    　──いやだ、いやだいやだいやだそんなの絶対にいやだッ。


    　音羽は凄すさまじい恐怖と焦しよう燥そう感かんに突き動かされ、跳ね起きる。和室に飛び込むと、龍馬はいままさに障しよう子じに手をかけようとしているところだった。


    　恐怖が喉のどから溢あふれ出し、森しん羅ら万ばん象しようが前後の境を失い真っ黒に塗りつぶされる。


    　わかることはただ一つ、龍りよう馬ま老人をこのまま逃がしてはいけないということ。


    　鎧よろいの横に置かれた日本刀の鞘さやを一息に払う。抜き放たれる白はく刃じん。


    　警告もかけ声もなく、足首を切り払った。龍馬は血潮を噴き上げ回転しながら転倒する。遅れて龍馬の絶叫。耳を塞ふさぎたくなる。


    　龍馬は脂あぶら汗あせを滴したたらせながら無事な足をささえにして無理矢理立ち上がる。


    　ぞっとする。


    　やめて、もう動かないで。


    　音おと羽わの思考に先んじて、体は動いた。叫び声を上げ勢いのまま、彼に体当たりし、引き倒すようにして一緒に倒れ込んだ。あまりに混乱していたため、手になにを持っているのかも失念していた。


    　転瞬、時が停止した。


    　冴え冴えとした月が再び叢むら雲くもに隠れて、風が落ち葉を吹き散らした。


    　血が刀の鍔つばを伝って音羽の手に流れ落ちてくる。


    　龍馬の手は痙けい攣れんしながら宙を搔かいていた。


    　龍馬の胸から日本刀の刃が生えている。音羽の一撃は呆あきれるほど簡単に彼の肉体を貫通していた。


    　龍馬が首をゆっくりこちらに巡らせた。最後の一瞬、龍馬は、いま自分を刺殺せしめた人間が、堂どう坂さか音羽であることに気付いたのか、虚うつろな瞳でこちらを向いた。


    　剝はがれかけた布テープの隙すき間まから、龍馬が懸命に口を動かした。


    　なにを言ったのか聞き取れなかった。目玉が裏返って白目を剝むき、今度こそ龍馬は絶命した。


    　音羽はそこで刀を放し龍馬を押しのけた。どうと龍馬が畳に倒れ、すぐに血溜まりが広がった。


    　束つかの間ま、耳に痛いほどの静せい寂じやくが訪れた。


    　あとになって聞こえるのは、壊れたフイゴのような自分の呼吸音と、龍馬の血が泡立ちながら畳に染み込んでいく音だけだった。


    「ぁ…………れ？」


    　たっぷり三〇秒も経ってから、音羽が絞り出したのはそんな言葉だった。


    　記憶の一部が虫食いのように欠落している。


    　かがみ込んで、龍馬の体を揺すった。


    「じいちゃん、起きて」


    　反応はない。さらに強く揺する。


    「ねぇ、起きなさいよ」


    　反応はない。さらに強く揺すると、龍馬がこちらを向いた。白目を剝むいた死相と相対しても、壊れかけた心は反応しなかった。


    「いつも一〇〇歳まで生きるってわたしに言ってたじゃない。ねぇ、じいちゃん」


    　途端に「ひッ」という悲鳴が喉のどから漏もれ、音おと羽わは自分の顔を覆おおった。


    　音羽はいま、自分が精神的に危あやうい位置に立っていることを覚さとった。いま理性を手放せば、自分はきっと死ぬまで正気の世界に返ることなく悲鳴を上げ続けるだろうことが、容易に想像できた。


    　理性の手た綱づなにしがみつき、ようやく自分が朝あさ木ぎ龍りよう馬まを斬り殺したという事実を飲み下した。


    　その瞬間に、臓ぞう腑ふをえぐり出されるような悲しみが襲ってきた。


    　音羽は洗面所に駆け込み、胃の中の物を全部吐き出した。泣きながら吐いて、吐きながら慟どう哭こくした。


    　龍馬との付き合いは決して長いわけではない。二年前陽よう丘きゆうのマゼール寮に越してきて、しばらくしてから知り合った。


    　縁側に行くと毎日のようにほうじ茶を振る舞ってくれた。学校のことを話すと、笑いながら聞いてくれた。特に七な歩ほの話がお気に入りで、いつか連れてこいと笑っていた。


    　音羽が小さ夜よ歌かの虐ぎやく待たいを知ってからは、二人して我が身のことのように対策を考えた。


    　物心ついた時から音羽には父親がいなかったので、父親という存在に強い憧あこがれを持っていた。龍馬本人には恥ずかしくて絶対に言えなかったが、自分だけの父親像に、威厳ある龍馬を重ねていた。


    　──それを、殺した。薄汚い保身のために。


    　龍馬の前で誓った出頭の決意など、圧倒的な恐怖の前ではなんの役にも立たなかった。


    　涙と胃液が尽きたところで、後ろに小夜歌が立っていることを鏡越しに確認する。小夜歌の表情は晴れやかなほどの笑顔だった。


    　吐き気を堪こらえて音羽は低い声で絞り出す。


    「答えて小夜歌……わたしにじいちゃんを殺させたの？」


    　小夜歌はなにも言わなかったが、この場で即座に否定が返ってこないことこそが、なによりも明らかな事実だった。


    　音羽は下唇を嚙かんだ。


    　もっと早くに気付いて然しかるべきだった。


    　小夜歌は龍馬老人を後ろから殴り、一度で昏こん倒とうしないとわかると、何度も殴りつけた。そうしてから口を布テープで留め、音羽には殺したと吹き込んだ。


    　解体に使う道具を取ってくると言って音羽と龍馬を置き去りにする。そうすれば目覚めた音羽と龍馬の間でどういう反応が起こるか予測していたのだ。そうであれば、家の中の不自然な施せ錠じようの意味も見えてくる。


    　音羽は誤解していた。てっきり自分と同じように口論に熱が入り、その末にかっとなって龍りよう馬まを殴ってしまったと──否いな、そうであればどんなによかっただろうか。


    　だが違う。小さ夜よ歌かは、音おと羽わに計画的に龍馬を殺させたのだ。


    　おそらく、龍馬に関しても、犯人であることが知られるや、即、隙すきを突いて殴り倒したのだろう。


    「どうして…………ッ！」


    　音羽は血を吐くような声で問いただす。


    　深しん淵えんを思わせるほど真っ黒い小夜歌の瞳がこちらに向けられた。


    　また、この目だ。


    「だって音羽姉ねぇも、これでようやく一人殺したんだよ」


    「なにを──ッ」


    　はたと、音羽はようやくこの底冷えする双そう眸ぼうをどこで見たのか思い出した。


    　──そうだったのか。


    　音羽の中で一気に理解が兆きざす。


    　小夜歌の昏くらい瞳を初めて見たのは、春かす日が井い光みつ代よをロフト階から突き落とす時だ。


    　あの時、音羽は土ど壇たん場ばで怖おじ気けづいて、一瞬突き落とすタイミングを遅らせてしまい、結果小夜歌が一人突き落とした恰かつ好こうになったのだ。バレていなければ気持ちの上では一緒に殺したことと同じだ──そう思い小夜歌を振り返った瞬間、この瞳を見た。


    『だって音羽姉ぇも、これでようやく一人殺したんだよ』


    　背筋が粟あわ立だつような恐怖を覚えた。


    　小夜歌は、自分の裏切りに気付いていたのだ。


    「そうなの小夜歌？　だからわたしに……」


    　思えば光代にとどめを刺したのも、小夜歌一人。音羽がやったのは、光代の解体の作業だけだった。


    　音羽はやるせない気持ちになった。


    　元々二人で一緒に突き落とすという方法を考案したのは、罪悪感の減げん殺さいを考え、光代殺害で被こうむる呪のろいを分散するためだった。


    　だが、音羽が土壇場でタイミングをくるわせ、御ご破は算さんにした。


    　結果小夜歌は、光代の放った呪いを一身に受けることになった。


    　兆候はあった。彼女のテストの成績が急転直下の下降線を辿たどった時、気付いて然しかるべきだったのだ。


    　小夜歌が自分の内に溜ため込む性格なのは、光代の虐ぎやく待たいの一件からも明らかだ。あの時無理矢理にでも口を割らせて、誤解を解いておけば、あるいはこんなことにはならなかったかもしれない。


    「小夜歌……わたしがあなたに罪を着せて、陰で笑ってると、そう思ってるの？　わたしがどれだけ小さ夜よ歌かのことを考えて行動していたか……」


    「でも音おと羽わ姉ねぇ、いざとなったらすべての罪をわたしに着せることができるもん。摩ま弥やさんとわたしを売る相談でもしてたんでしょ」


    　音羽は泣きたくなった。


    　本当に必要だったのは、罪悪感の折せつ半ぱんなどではなく、なにがあっても互いを信じ合う心だったのだ。


    　今更そんなことを後悔してももう遅い。挽ばん回かいの機会はない。信頼も愛情も、猜さい疑ぎ心しんに蝕むしばまれぼろぼろになっている。


    「さ、光みつ代よさんと同じ手順で解体しちゃおうよ」


    　そう言って小夜歌は満面の笑みで音羽を見た。


    　そのまま絶句する音羽の袖そでを引っ張って、龍りよう馬まの亡なき骸がらの前まで連れてきた。


    　依然、龍馬は刀を生やしたまま、白目で音羽を睨にらんでいた。


    　できるなら、このまま龍馬のあとを追いたいとすら思った。


    　ただ、音羽は小夜歌と笑い合える未来が欲しくて、すべてをなげうって戦うつもりだった。だが気付けば、泥沼に嵌はまって、進むも戻るも地獄になっている。


    　一体、どこで間違えたのだ。


    「あ、音羽姉ぇほっぺたに怪け我がしてる」


    　言われて、改めて気付いた。


    「……じいちゃんに引っ搔かかれたのよ」


    「じゃあ指切り取っておこうね。爪の中の皮ひ膚ふから、犯人が音羽姉ぇだってバレちゃうと困るから」


    「……うん」


    「今回のバラバラ死体、指だけ出てこないと変だよね。大丈夫かな？」


    「……指は、わたしが捨ててくるわ」


    「そうだ音羽姉ぇ、また門限より遅くなるだろうから、あの梯はし子ご使ってアリバイ頼もうよ。はやく七な歩ほちゃんに電話して」


    　頭が重くて、なにも考えられなかった。


    　小夜歌に促されるままに、七歩に電話をすると、七歩はすぐに出た。


    「あら、音羽じゃん」


    　不意に、尽きていたと思っていた涙るい腺せんから涙がこぼれそうになった。


    　自分はいま電話を通じて、かけがえのない日常の世界と繫つながっている。温かい七歩の声が電話口から聞こえてくる。


    　感極まって、しばらく話し出せなかった。


    「もしも～し、悪いた戯ずら電話かけたいなら非通知にしなさいよ。相変わらず間まが抜けてるわねうちの生徒会長殿は」


    「あ…………な、七な歩ほ？」


    「ん～、どしたの？」


    「今日、また例の梯はし子ご使いたいのだけれど、大丈夫？」


    「いいよ、わかった。今日も手抜かりなく忍び込めるよう手引きしてあげる」


    「ありがと」


    　今日、京きよう也やが寮を訪れただろうが、七歩はそのことについては触れなかった。


    「ふふーん、あんたが遅くなる理由、当ててやろうかぁ？　さてはまた映画のレイトショー観に行ってるでしょ？　きっといま話題になってるラブロマンスのやつ」


    　音おと羽わは足下で畳に吸い込まれている大量の血ち糊のりを眺めた。


    「……うん、当たってる」


    「わかった。まあ適当に羽を伸ばしてなさい。でも連続殺人犯がうろついてるからほどほどにね」


    「うん……」


    「……ねぇ、あんた体調悪い？」


    「え？」


    「いや、違うんならいいんだけど……じゃ、切るね」


    「待って七歩！」


    「ん？　どうしたのよ？」


    「……わたし、なにか変？」


    　小さ夜よ歌かの冷たい視線を背後から感じていた。


    　だが、構わなかった。


    　もし七歩がもう一度自分に問いただしてくれたら、答えられる勇気がもらえるような気がした。すべての罪をこの場で叫んで、いますぐ警察に連絡するように頼もう。もう、耐えられそうにない。


    　だが──


    「悪い、あたしの気のせいだったわ。別になんともないよ」


    「………………ぁ…………。……………………うん、そう？　ごめんね、わたしこそ。もう切るね。じゃ」


    　そう言ってやや一方的に電話を切った。


    「ん、終わったね」


    「……うん」


    「はいこれ、音羽姉ねぇの分」


    　禍まが々まがしい解体のための道具が差し出された。


    　音おと羽わは感情を殺し、得え物ものを取ると、龍りよう馬ま老人の前にかがみ込む。


    　顔を上げれば、睨にらみ据すえるような細い月が音羽たちの行状を余さず見ていた。


    　音羽は悟る。


    　自分の中に平穏が訪れる時、それは勝利か死かのいずれかしかないと。　
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    　音おと羽わの一番古い記憶は堂どう坂さか家けにいた時のものだった。堂坂家は母子だけの家庭であり、住んでいる借家は家賃が格安という以外なに一つ取り柄がない陋ろう屋おくだった。


    　夏は蒸し暑く、冬は底冷えするほど寒い。


    　だが音羽は自分の住環境にさして不満は抱かなかったし、そもそもほかに比較する対象を知らなかった。学校以外のことで外に出るなと言われ、外から中に対して鍵かぎがかけられていたからだ。


    　音羽の母、堂坂三み奈な津つを説明する時、教育ママという単語が果たして正しいのかよくわからない。彼女は幼い音羽にあらゆる学問を修めさせようとして、身を粉こにして働き、稼かせぎは音羽の学がく費ひ、塾、習い事につぎ込んだ。


    　三奈津の教育方法は独特だった。


    　窓の類たぐいが一切存在しない四畳半の狭い勉強部屋があって、勉強はいつもそこで行おこなわれた。


    　すぐには始まらない。その前に勉強をしない人間が恥ずかしい人間であることを繰り返し叩き込まれる説せつ諭ゆの時間が設もうけられていた。


    　一言でも反論を述べようものなら、音羽が意見を変えるまで厳しく責め立てられ、時には、自分がなぜ愚おろかなのかを作文用紙に書かされ、それを母の前で朗読させられた。


    　ご飯を抜かれることも間ま々まあったが、反面、母の意に添う形で完かん璧ぺきな回答をしたり、好成績を叩き出した時には、夕食は豪華なものになった。


    　母は自分のことを洗脳するつもりだったのではないかといまでも思う。


    　勉強の合間に、三奈津は父の悪口をよく言った。三奈津は熱愛していた父に裏切られて男性不信の塊かたまりになっており、幼少の音羽に、いかに男が汚い生き物かを繰り返し聞かせて育てた。憎ぞう悪おと悲恋の話や男の性欲にまつわる生々しい話まで。子供だった音羽は、悪口を吐き出すための体ていのいいゴミ箱のような存在だった。


    　当然、学校の成績は抜群によかった。当時の音羽ならば確実に二年先の勉強についていくことができただろう。


    　勉強は果てしなく辛つらかったが、学校での音羽はまだきちんと女の子ができていたと思う。


    　小学校四年生の頃、クラスの男子で好きな子ができた。相手も音羽のことを憎からず思っていることをクラスの友人から聞き、その日は嬉うれしくて眠れなかったほどだ。やがて彼の方から音羽に告白してくれて、音羽はその場で快かい諾だくした。


    　初めてのデートで、相手が少ないお小遣いの中から奮ふん発ぱつして借りてくれた貸しボートの上で、拙つたないとはいえキスまでした。


    　──楽しかったのはそこまでだ。


    　音おと羽わは直後に胃の中が空からになるまでその場で吐いた。


    　男に触れられたという嫌けん悪おが、相手を好きという気持ちを上回っていた。その時になって初めて、母親の吐き出した毒が、積もり積もって自分を男性との恋愛から一生遠ざけるほどの嫌悪を植えつけていたことに気付いた。


    　それは母親の洗脳の副作用とでもいうべきものだった。


    　共学だった中学校では、不慮の事故で男に触れられた時さえ、気味の悪さに寒気が止まらなかったほどだ。通常、その種の洗脳効果が永続的に続くことはないらしいが、自分の中ではまだ根強い男性不信が残っている。龍りよう馬ま老人のように異性を感じさせない男性以外は、軽く触れるのが限界だった。


    　母親が好きか、と問われたら音羽は一も二もなく頷うなずくが、母親が嫌いか、と問われても音羽は躊ちゆう躇ちよなく頷くだろう。そういった歪ゆがんだ感情が自分の中に巣食っているのを音羽は知っている。


    　その頃の自分の生活に色をつけるのなら、間違いなく灰色だ。小さ夜よ歌かと出会うまで、音羽は母親のいいなりになってロボットのように生きた。


    　やがてその母も肺ガンで死んで、自分はいま──


    　唐とう突とつに、向こう側から視界を覆おおうほどの真っ暗闇が迫ってきた。逃のがれる暇ひまもなく、すっぽりと暗闇に覆われる。天地の境を見失うほどの深しん淵えんだったが、自分が大地を踏みしめている感覚だけはあった。


    　そもそも自分はどこにいたのか、いままでなにをしていたのかという疑問はなぜか湧いてこなかった。


    　自分はついに捕まって罰を受けるんだという冷たい諦てい観かんだけが脳のう裏りに渦巻いていた。


    　音羽は勘だけを頼りに、広漠な闇の中を進んだ。


    　やがて足になにかが当たり、それを手探りで拾い上げると、それは人間の腕だった。切断面はたったいま切り取ったかのように瑞みず々みずしい。


    　音羽は悲鳴を上げて放り出す。次の瞬間、右足を後ろから摑つかまれた。それも人間の手だった。先ほどよりも細い枯れ木のような手。


    　自分の体が引き倒され、次の瞬間、獲物に群がるアリのように次々となにかが音羽の体を押さえつける。


    　それは腕であり、足であり、人間の胴体だった。


    　最後に音羽の胸の上に、なにかが乗った。恐る恐る確認すると、それは光みつ代よと龍馬老人の生首だった。蠟ろう細ざい工くのように白い肌に苦痛に歪んだ死相が張りついており、その口には解体道具が咥くわえられていた。


    　ああ今度は自分の番で、これから自分は解体されるんだと思った。


    　最初に右手が切り落とされた。豆とう腐ふを切るように簡単に切り離され、痛みどころか切られたという感覚すらなかった。


    　次に左手、左足右足──最後には、自分がした解体行為がそのまま再演されていることに気付いた。


    　光みつ代よと龍りよう馬まがこちらを見下ろしている。表情は死相のままだったが、どことなく満足感のようなものを覚えているような気がした。


    　そんなに自分が憎かったのだろうか。


    　音おと羽わは底知れず悲しくなって、涙に濡れたまつげを伏した。


    



    　


    　強く揺すられ、何度も名前が呼ばれる。目を開けると、ぼんやりとした視界の中に七な歩ほの顔があった。電気スタンドの仄ほの明あかりに照らされる七歩の顔には、本物の不安が張りついている。


    　気付けば音羽は、七歩の胸にすがりついていた。無ぶ様ざまなくらいに震えている自分の背を、七歩が慰め、あやすように叩いてくれる。


    「あんた大丈夫、ひどいうなされ方してたわよ」


    　目元に手を当てると、水のようなものが頰ほおを伝っていることに気付いた。ぎゅっと七歩の体を強く抱きしめる。


    「ちょ、ちょと放しなさいよ。あんたあたしまで襲う気？」


    「……もうちょっとだけこのままがいい」


    　消え入るような声でそう絞り出すと、七歩はバツが悪そうに頰を搔かいてから、諦あきらめたようにされるがままになった。


    「……ん、まあちょっとだけだからね」


    「……うん、ありがとう」


    　軟やわらかい七歩の肌は若じやつ干かん寝汗で汗ばんでいる。心臓に耳を当てると、トクトクと強く心臓が鳴っているのがわかる。少し緊張しているのだろうか、鼓動が早い。


    「普段は居い丈たけ高だかなくせに急に殊しゆ勝しような態度取るなよ。調子くるうわね」


    「……ゴメン」


    　七歩は「駄目だこりゃ」と言って溜ため息いきをついた。


    　やがて音羽は七歩の腕をすり抜け、立ち上がった。


    「ありがと七歩、下に行ってくるわ」


    「……一緒に、行こうか？」


    「いえ、大丈夫よ」


    　部屋を出て階段を下っていく。


    　管理人室を覗のぞくと、明かりが完全に消えていた。午前三時なのだから、さすがにハナ寮母も、もう寝ているようだ。


    　薄暗い厨ちゆう房ぼうに入り、冷蔵庫の奧から作り置きしている業務用サイズのウーロン茶を取り出し、口をつける。


    　喉のどから胃の腑ふに冷たいウーロン茶が落ちていき、意識が覚醒するのがわかる。


    　音おと羽わは食堂の隅に置かれている新聞の一番上を取って、椅子に腰かける。


    　予想していたとはいえ、思わず目を背そむけたくなる。トップは月つき森もり連続バラバラ殺人事件の再びの犠ぎ牲せい者の記事だった。


    　暗くて細かい文字が追いづらかったが、この新聞も、今回の犠牲者が春かす日が井い光みつ代よの隣人であることが疑問視されている。


    　今回は殺害から死体の発見までに二日がかかっている。


    　京きよう也やはたしか、遺い棄きの翌日に見つかった光代の死体は野生動物が荒らしていたと言っていなかっただろうか。冬であることはなんの慰めにもならない。龍りよう馬ま老人の死体がどういう状態で見つかったのか考えただけで、胃の辺りがシクシクと痛んできた。


    　取り返しのつかないことをしてしまった。そんな思いがぐるぐると渦巻く。


    　──結局のところ、それは[image: ]意も工夫もない殺人だった。


    　七な歩ほにアリバイを頼み、光代と同様のことを行おこなった。細かい場所こそ違えど、遺棄場所も同じく月森台にした。


    　解体作業は苦痛ではなかったが、解体作業に慣れつつある自分が心底恐ろしかった。


    　このまま、自分はどこまで堕おちていくのだろうか。


    　果たして、底はあるのだろうか。


    　音羽は惑いを振り切り立ち上がると、風呂場に入り脱衣所で服を脱ぐ。


    　サッシを引き、まっ暗な風呂場に躊ちゆう躇ちよなく入る。当然のことながら自分以外の人の影はない。


    　つま先を浴槽に入れてみる。消灯と同時にボイラーも落としてあるので、少しぬるくなっていたが、あったまるくらいならば問題はなさそうだった。


    　音羽は全身を沈めると、目を閉じ耳を澄ませた。


    　時折、天井から落ちた水滴が浴槽の水面を叩く音以外、静かなものだった。


    　いつの間にか、自分と小さ夜よ歌かの目的とするところが変わってしまっている。


    　少なくとも最初は同じだった。同じだったはずだった。


    　音羽は他人に頼られることが好きだった。他人に頼られている時、いつもの自分より強い自分になれる。


    　小夜歌の真意が窺うかがえないことは、音羽にとってとてつもないストレスであり、同時にそれは、いままで自分を支えていた基盤の崩ほう壊かいを意味していた。


    　それに、あの夢はなんだったのだろう。


    　なぜ今更幼少期の夢など見たのだろう。


    　もう思い出すことなどないと思っていた。


    　自分の脳が大事なこと、思い出深かったことを必死に搔かき集めているかのようだ。


    　それとも、自分は無意識のうちに、いつか訪れる幸せの終わりに気付いているのだろうか。


    　音おと羽わは両手で湯を搔いた。大きな波紋が浴槽の縁にぶつかるのを冷たい眼まな差ざしで眺めていた。


    　目的は、達せられなければすべてが意味をなくす。


    　もし音羽が志こころざし半ばで斃たおれるようなことになれば、最終的に人々の記憶に残るのは、都合二人の人間を残酷極まる方法で殺あやめたという、ただその一点だけだ。


    　光みつ代よの死と同じように退屈な世間に投げ与えられるスリルとなり、やがて記号化する。


    　誰も、なぜ音羽が殺し、どういう決断の下で剣を執とったのかなど知ることはない。


    　結果を出すんだ。


    　軽く体を洗って風呂から上がる。龍りよう馬ま老人に引っ搔かれた左頰ほおに絆ばん[image: ]そう膏こうが貼ってあり、打ちつけた後頭部の傷も完治していないので、まだ頭は洗えなかった。


    　風呂から上がると制服に着替え、必要ないだろうと思いつつも、カリウム塩溶液入りの注射器を右ポケットに忍ばせた。


    　そうして髪をドライヤーで乾かす頃には、日が昇っていた。


    　今日はクリスマスイブ。そして冬休み前の最後の登校日だった。


    



    　


    　舞台袖そでから顔を覗のぞかせると、第一体育館には視界一面に生徒たちが整列していた。明日から休みということとも相まって、喧けん噪そうにもどことなく[image: ]はつ剌らつとしたものを感じる。


    　音羽を含む生徒会役員は、いつも通り埃ほこりくさい舞台袖で待機していた。


    　壁に立てかけられたパイプ椅子は薄く埃が積もっていて、ハンカチで埃をはたいてようやく座れるくらいになる。


    　生徒総会の時とは違い、終業式は音羽が生徒会長として短いスピーチを行おこなうだけだった。だから、控えとして副会長の七な歩ほが待機するだけで事足りる──はずなのだが、なぜか書記である宇う佐さ美みや小さ夜よ歌かも舞台袖で控えていた。常に生徒会一いち丸がんで事に当たるのがうんたらという、よくわからない理由でそうなっているらしい。


    「副会長は冬休みの間実家に帰省するんですか……寂しいですねぇ」


    　つまらなさそうに宇佐美が呟つぶやくのを、七歩は軽く笑ってそんなことないと手振りで示す。


    「まあ東京ならそこまで遠くはないじゃん。帰れるようなら早めに帰ってくるよ。そしたらまたみんなで出かけよう」


    　光みつ代よの死体が発見されても、その隣家の龍りよう馬ま老人の死体が見つかっても、七な歩ほと宇う佐さ美みは、普段と変わらない態度で接してくれている。むしろ音おと羽わたちに話しかけてくる回数が増えたように思う。


    「七歩ちゃんみたいに寮暮らしの人は、やっぱり帰省する人が多い感じなの？」


    　小さ夜よ歌かは、少なくとも表面上は二人の話にとけ込み、歓談していているように見える。


    　問題があるとすれば、それは自分の方か。


    「んー、まあそんな感じねぇ。さすがに正月の三が日くらいは家族で過ごせっていう親多いみたいだし」


    　言いつつ、七歩の視線がこちらを向いたような気がして、音羽は俯うつむく。宇佐美もそれを追うように音羽の方を見ているのを肌で感じた。


    　二人は、音羽が黙りこくっている理由を誤解している。


    　彼女たちはきっと、またも起こった殺人事件の被害者報道に自分が心を痛めていると思っているのだろう。その筋違いないたわりの情が、音羽の心を締め上げていることなど、本人たちは想像もしていないだろう。


    　それに、音羽は先ほどから小夜歌の方をキチンと見ることができていない。


    　龍馬老人の一件以来、小夜歌との間に気まずい空気が流れていた。


    　学校では、小夜歌はいつも通り振る舞っていた。だが、音羽はそれに平素通りの反応ができない。どうしても聞こえないふりをしてしまったり、すげない態度をとってしまう。


    　音羽はそんな自分に強烈な自己嫌けん悪おを覚え、頭を抱かかえたくなった。


    　一体いつまでこんな日常が続いていくのだろうか。これは、時間がすべてを解決してくれるような安易な問題なのだろうか。


    『一つ、予言しましょう、もし証拠が見つからずこのまま逃げおおせても、あなたはきっと残りの生しよう涯がいを幸せに生きることはできません。なぜならあなたは殺人者だからだ。勝利した側が正義だとは限りませんよ』


    　京きよう也やの発言がうるさいくらいに強く、脳のう裏りに思い出される。


    　その時、チャイムとともに放送委員ののっぺりとした声で号令がかかり、体育館側から私語が消える。


    　音羽は自分の手を見ていた。


    　別に、緊張しているわけではない。しかし、頭に泥が詰まっているように重く、思考にもやがかかって現実感が湧かなかった。


    　これは、なにかの夢ではないだろうか。


    　夜ごと精神を苛さいなまれる夢は、現実を蝕むしばみ、いつしか夢と逆転したのではないか。そうだ、だから、こんなに現実感がないのだ。だから、七歩と宇佐美の視線が痛いのだ。だから、こんなにも息が苦しく、逃げ場のない焦しよう燥そうに駆られるのだ。


    　夢から覚めるのは簡単だ。三つ数えて起きろと自分に言い聞かせればいい、そう母親は言っていた。


    「ねぇ、あんた……どこにも行かないよね？」


    「え？」


    　七な歩ほだった。いきなりの質問に虚を突かれる。


    「聞いてなかったの？　ねぇ、あんたは休み中、どこにも行かないんだよね」


    　七歩の瞳は不安に揺れている。まるで自分が突然ふらりと消えてしまうことを恐れているようだ。そんなにいまの自分の存在感は希薄なのだろうか。


    　音おと羽わは弱々しく笑う。


    「大丈夫、ずっといるわ」


    　その時「おい堂どう坂さかぁ、出番だから用意しろ！」と割り込む顧こ問もんの教師の声が、二人の会話を終わらせる。


    　七歩はまだなにか言いたそうだったが、音羽は立ち上がり、淡い照明の照らす壇上まで進み出る。暗闇の舞台袖そでから光に満ちた表舞台に出ると、視界がハレーションを起こす。


    　壇上に上がると、マイクの感度をたしかめ、目を閉じ深呼吸をした。


    　先ほどまであんなにうるさかったのに、いまは痛いくらいの静せい寂じやくが広大な館内を満たしている。


    　結局、スピーチ原稿は一文字も書けていなかった。


    　この前の生徒総会の時とは違い、今回は明らかに音羽自身に非がある。


    　ならば捻ひねったことは言わず、定型文だけでお茶を濁してしまおう。


    　そう思い目ま蓋ぶたを開く。その時、見た。


    　見渡す限り、すべての生徒の自分を見つめる視線、視線、視線。


    　広大な奥行きと高い天井、その中にいる七四五名の女生徒の視線が、自分に向けられている。


    　──人殺し。


    　そう囁ささやく声が聞こえたような気がして、ぞっとした。


    　あり得ないとはわかっていても、途端に喉のどが詰まって、思考が漂白された。


    「あ………………あ…………のッ……」


    　声が震えていた。いつも当たり前のようにできていることが、できない。言葉が、出てこない。


    　脂あぶら汗あせを搔かき、俯うつむいて奥歯を嚙かみしめる。


    　なにか喋しやべらなくてはと焦あせると、余計悪循環に陥おちいった。


    　いつまでも喋り出さない音羽の姿に怪け訝げんなものを覚えた生徒の間からひそひそと囁く声が聞こえ始めた。


    



    『音おと羽わ様どうしたのかしら顔色が悪そうに見え──


    　　　　　　　音羽様ガンバレ──


    　あの会長に限ってそんなこと──


    　　　　　　　　　　　　　でもなんか泣きそうじゃない？　──』


    



    　母親に教えられた通り、頭の中で三つ数えて自分に起きろと連呼した。


    　──だが、なにも変わらない。目が覚めるようなことはない。


    　これは幻想すら許さない、揺るぎない現実なのだ。


    　音羽はスカートをぎゅっと握る。


    　そうこうしているうちに潮しお騒さいのように、困惑混じりの喧けん噪そうは大きくなっていく。教師も、怪け訝げんな表情をして音羽を見ていた。舞台袖そでから見守る宇う佐さ美みが、ハラハラとした視線をこちらに向けていた。


    「──人間の意思というものを、わたしはどこまで信じてよいのでしょうか？」


    　俯うつむきながら、気付けばそう絞り出していた。


    　一瞬で辺りがシンと静まりかえる。音羽は続ける。


    「人間は自分の意思と経験、善悪の価値判断の下もと、決断を下します。それが自分の揺るがざる決断だと信じて疑わずに。けれども、本当にそうなのでしょうか？　こんな、たとえ話を聞いたことがあります。


    　新種の感染症にかかって六〇〇人の人間が死の淵ふちに立たされていたとします。政府は彼らを救うためにいくつかの計画を考案しました。


    　二〇〇人が確実に助かる計画と、六〇〇人全員が三分の一の確率で助かる方法。残された時間は少なく、あなたは決断を迫られています。あなたならどちらの方法を選びますか？　実はこの質問は、多くの人が最初の案をとるそうです」


    　一体なんの話を始めたのだろうか、そんな困惑した空気を肌で感じる。


    「政府はさらに二通りの方法を用意しました。四〇〇人が死ぬ計画と、誰も死なない確率が三分の一で、六〇〇人全員が死亡する確率が三分の二である計画。今度提出された二案に対して、多くの人が後者の案をとるそうです。


    　ここで最初の二案と、あとの二案を比べてみてください。この二つの選択問題は実は言っている内容がまったく同じなのです。変えたのは言い回しだけ。


    　わたしの言っていることが、わかりますか？　人間には価値観など存在せず、ただ言い回しの口当たりの良さ、損に聞こえるか得に聞こえるか、そういうものに対して、自みずからの『決断』はねじ曲げられる。


    　人間にはそもそも自由な意思などというものは存在せず、言葉の力の前に膝ひざを屈してしまう。わたしはこれを最初に聞いた時、震えがきました」


    『自じ己こ欺ぎ瞞まんは、他人に説得力のある噓うそをつく時に役立ちますからね。自分自身さえ騙だましているのなら、他人に噓をつく時心が咎とがめない。あなたが私の前でも毅き然ぜんとして振る舞えるのは、自分を騙しているからです。本当ならもう気付いてもいいはずだ。あなたは──』


    　息が苦しい。喉のどが異常な渇きを訴えている。


    　生徒たちもこれがプログラム通りの台詞せりふではないことに気付いているのだろう、曰いわく言い難い沈黙が、館内を満たした。


    　委い細さい構わず音おと羽わは叫ぶ。


    　血を吐くような吐と露ろ。


    「人間の意思というものを、わたしはどこまで信じてよいのでしょうか？　わたしのあの決断は正しかったのでしょうかッ？　信じたい、心の中に疑惑の芽があることが許せない。けど、わたしがッ、わたしがあんなに考え抜いた結論すらももしかしたら──」


    　その時、強烈な力で襟えり首くびを摑つかまれたと思ったら、視界が揺れる。スピーカーを通して、館内中に乾いた音が響き渡る。


    　女生徒の幾人かが短い悲鳴を上げた。


    　手で触れるとじんわりと頰ほおが熱い。痛みは、随分あとになってから訪れた。


    　七な歩ほが壇上に乱入し、見たこともない形相で音羽を睨にらんでいた。頰を張った七歩の方が苦痛に顔を歪ゆがめている。
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    「なに弱気になってんのよッ！」


    　スピーカーに共鳴現象が起こり、糸をひくような高いノイズが流れる。


    「生徒を導くのがあんたの仕事でしょッ。しっかりしなよ。あんたがそんなんだったら、みんなどうしていいかわからないわよッ」


    　頰ほおを叩かれたことに倍する衝撃が音おと羽わを揺さぶった。


    　館内中が大きなざわめきに包まれる。次第次第に意識の焦点が合い、たったいま熱病に浮かされたように吐き出していた言葉をようやく呑み込み、俯うつむいた。


    　恐ろしく惨みじめな気持ちになり、七な歩ほの顔を直視できない。


    「ごめん……」


    　居たたまれなさに支配され、音羽は逃げるように踵きびすを返して舞台袖そでに戻る。


    　宇う佐さ美みはおろおろとした瞳で、小さ夜よ歌かは昏くらい瞳で自分を迎えた。


    　音羽は俯いて二人の脇を早足で通り過ぎる。


    　そのまま体育館を出ると、小走りになる。体育館中が未み曾ぞ有うの混乱に陥おちいっているのが、遠く潮しお騒さいのようなざわめきでわかった。


    　教室に戻って鞄かばんを取ってくるのもいやだった。そのまま一直線に昇降口に向かう。


    「待ちなさいよ、音羽」


    　音羽は足を止める。振り返らずとも、七歩が立っているのがわかった。


    「……あとの処理、任せていいかしら？　ちょっと疲れちゃっ────」


    「──あんたが二人を殺したの？」


    　驚いて振り返ると、七歩は流れ出しそうな涙を満々と溜ためて、こちらを睨にらみつけていた。


    　彼女の瞳を見て、音羽までも悲しくなる。


    　そうか、もう彼女はとっくに──


    「あたしに合コンの予定聞いたのは、その間に小夜歌のお義母かあさん殺して戻ってこれると思ったから？」


    　答えられない。


    「あたしを、利用してたの？」


    　答えられない。


    「この前の晩、あんた映画観るから遅れるって言ったわよね？　ホントはその時間、なにしてたの？」


    　答えられるわけがない。


    「どうして殺したの？　黙ってないで教えなさいよ音羽ッ」


    　震える七歩の声は、最後は悲鳴のようになっていた。


    　爪が皮ひ膚ふに食い込むほど強く拳こぶしを握る。耳を塞ふさぎたくなる。


    「あたし、黙ってるよ。誰にも言わないよ。警察にも、摩ま弥やさんにも！」


    　今度こそ音おと羽わは平静を失いかけた。


    「どうして…………」


    「あんたが理由もなく人なんか殺すわけないじゃない」


    　両手で口元を覆おおう。思わず、涙が溢あふれそうになった。


    「お願い、あたしには本当のこと話して音羽。あたしたち、友達だよね？」


    『七な歩ほちゃんに全部話して、協力してもらえばいいんだよ』


    　小さ夜よ歌かが脳のう裏りで囁ささやきかけてくる。


    　またとない好機だった。


    　言うんだ、堂どう坂さか音羽。協力してって。摩弥京きよう也やの前で、警察の前でわたしたちのために噓うそをついてって。そうすれば、まだ活路はある。


    　だが──


    　音羽はおもむろに口元を吊り上げ、それをせせら笑った。


    



    「──ねぇ七歩、もしかしてあなた馬鹿なの？」


    



    　七歩の表情が凍りつく。「え？」という慎つつましやかな疑問の声すらも、まだなにかの冗談だと言うのを期待するかのように発せられていた。


    「聞こえなかったの？　あなた馬鹿なのって聞いたの。わたしが理由なく人なんか殺すわけないですって？　買いかぶらないでよ」


    「でも、あんたあんなに苦しんで──」


    「いい七歩？　わたしがあの女を殺した理由を教えて上げましょうか？」


    　音羽は一呼吸置いて続けた。


    「それはね、目め障ざわりだったからよ。ブタみたいにぶくぶく太ってただでさえ目障りだったのに、ああいうのが視界に入るだけで我慢ならないの。それに小夜歌と二人でシたい時、なにかと邪魔なのよね、あの女──だから殺したの。簡単だったわよ、小夜歌そそのかして後ろから羽交い締めにして、わたしが刺してバラバラにしたの。刺したらホントにブタみたいな悲鳴上げるんだもの、笑っちゃうわよ。二人目の隣家のじいさんはね、犯行見ててね、さっさと警察に行けばいいのにわたしたちのこと説得しようとしたのよ。最初は出頭するフリして、感に打たれたような表情で頷うなずいてたらコロッと騙だまされてね。隙すきを突いて後ろから殴り殺したの、面白かったわよ、死に際ぎわのじいさんの表情。なにが起こったのかよくわかってなかったのね。どうやって解体したのかも教えて上げましょうか？　風呂場に運んでから服を脱がせて、まず硬い腱けんを切るんだけどね────」


    「──やめてッ！」


    　七な歩ほが耳を塞ふさいで後じさる。先ほどの意気は消え、顔面は蒼そう白はくだった。


    「教えて欲しいんだけど七歩。どういう妄想抱いたら、わたしが『仕方なく』バラバラ殺人に手を染めるなんて発想が出てくるわけなの？」


    「そんな……噓うそよ。だってあんたあんなに……」


    　七歩は、歯を食いしばり、きつく目を閉じる。


    「七歩、警告しておくわ。さっきの話、警察とかに言ったらあなたも殺さなきゃならないわ」


    　七歩は泣き出す寸前だった。


    　音おと羽わはそれを見届け、今度こそ踵きびすを返す。


    「それと、あたし今日から小さ夜よ歌かの家に泊まるから。寮には戻らないわ。いままで役立ってくれてありがとね。あなたは使い勝手のいいコマだったわ。さよなら、七歩」


    　それだけ言い捨てると、昇降口から校外に出た。


    　雲一つない晴れ空に、冬の冷たい太陽が燦さん々さんと輝いている。


    　音羽は左右を見渡す。広い敷地内に誰一人いないことを確認して、音羽は目を閉じ、天を仰いだ。


    　陽光が目に染み、鼻の奥がツンとした。


    　──これで、いいんだ。


    　昨日、小夜歌の家に警察が来て、小夜歌は龍りよう馬まについて話を聞かれたそうだ。警察もようやく、晃こう治じ以外の容疑者に目を向けるようになったようだ。


    　気付くまいと何度意識しても、もう駄目だった。


    　──自分たちは遠からず破滅する。


    　いま七歩を抱き込めば、いくらかの延命には繫つながるかもしれない。だがそんなことをすれば、七歩も共犯という扱いで括くくられる。


    　いくら小夜歌の頼みでも、これだけは駄目だ。


    　沈みかかった船に、唯ゆい一いつ無む二にの親友まで乗せるようなことは、なんと言われようと絶対にできない。


    　ああいって脅おどしをかけられたことを話せば、この先七歩がどういう行動に出ようと、あとあと音羽たちに連座して罪に問われるようなことはないはずだ。


    　──これで、いいんだ。


    　自分が月つき森もり連続バラバラ殺人犯などということがわかったら、自分に好意を寄せていた人間すべてに深い傷を与えてしまう。


    　だが、仮に自分が嫌われていれば、あるいは憎まれていれば──


    　これしかなかったとわかっているのに、音羽の心はいつになく空虚だった。


    　これで、自分が会長として築き上げてきたものもお終しまいだろう。


    　友を失い、信頼を失い、光みつ代よを殺す前までは両手に溢あふれるほど持っていた『大切なもの』は、もう数えるほどしか残っていなかった。


    　音おと羽わは憎らしいくらいに澄み切った冬の日差しを眺めた。


    　──そうか、これが人を殺すということなのか。


    　音羽の前には、ただなにすることもなく残された膨ぼう大だいな時間だけが横たわっていた。


    



    ２


    



    　隠れ家に小さ夜よ歌かを呼び出して、終業式の顚てん末まつを聞いた。


    　それは決して聞いていて楽しい話ではなかった。


    　混乱しきった館内の騒動を収めることができたのは、ひとえに七な歩ほの尽じん力りよくによるところが大きかったらしい。


    　音羽は内心驚いていた。七歩はあのあとすぐに生徒のところに戻って、副会長としての責務を果たしたのだろう。自分にはとてもではないが真ま似ねできない。


    　生徒の衝撃は大きかったらしく、終業式終了後、マゼール寮には音羽を気遣う生徒たちが押しかけ、ハナさんが対応してくれたらしい。他人の善意がどうしようもなく痛かった。


    　生徒会顧こ問もんの教師から、いつでもいいので職員室に来るようにも言われている。まあ、あれだけのことをして議事を滞とどこおらせたのだから当然だろう。説教で済めば御おんの字だ、悪ければ停学という扱いもあり得る。


    　これでは自みずから望んで破滅に向かっていると言われても、否定はできない。


    　聞いている間中、音羽は目線を下げて、小夜歌の足下辺りを見ていた。


    「小夜歌……七歩に全部知られちゃった。七歩は協力してくれないって」


    「じゃあ、七歩ちゃんも殺すしかないね」


    　そう呟つぶやく声は、その内容とは裏腹にひどくあっさりしていた。


    　まるで冷蔵庫の中身が腐って、それを捨てるしかないと諭さとすような、当然の論法しか口にしていないという調子。発言した本人は、それが音羽の耳にどう聞こえるのかなど考慮すらしていないのだろう。


    　音羽は目眩めまいを覚えて立ち上がった。


    「本気で言ってるの？　七歩はわたしたちの友達じゃなかったの？　それを小夜歌──」


    「音羽姉ねぇが悪いんだよ。音羽姉ぇが上手うまく七歩ちゃんを引き込まないから。ほっといたら危ないから、殺やるなら早い方がいいと思うよ」


    　小夜歌を守ると、小夜歌を光みつ代よから救うと、心しん魂こんに徹した。


    　惑うことはないと、揺るがざる決意を固め、実行した。


    　だがその小夜歌が、なにを考えているのかがわからない。


    　目の前には自分と同じ顔、同じ手、同じ足の少女。きっと小夜歌から見た自分もそう映っているだろう。手を伸ばせば触れられる距離。だが、その心の距離は、一体どれほど隔へだたっているのだろうか。


    「……最初あの女を殺すって言った時、小さ夜よ歌か反対してたよね。あの時の優しい小夜歌はどこに行っちゃったの？　いまはわたしが反対して、小夜歌が殺そうって言って……まるであの時と逆じゃないッ。小夜歌、どうすればあなたを失わずに済んだの？　わたしが小夜歌に殺人の話なんか持ちかけたから、小夜歌は変わっちゃったの？　全部、わたしのせいなのッ？　わたしが人殺しなんて計画したから、小夜歌はッ────」


    　哀あい切せつに訴える音おと羽わに対照して、小夜歌の声は抑よく揚ようがなく、冷え切っていた。


    「そんなことないよ。わたし、音羽姉ねぇには感謝してるよ。いまはどうしてもっと早く光みつ代よさんを殺しておかなかったんだろうって思うもん」


    　音羽は猛然とかぶりを振る。


    「違う、違うよッ、それが変わったって言うのよ。わたしたちずっと一緒にやってきたじゃない。小夜歌、あの女を殺す前さ、どんなに暴力振るわれても、わたしのこと喋しやべらなかったよね？　わたし、凄く嬉うれしかったよ。勿もち論ろんそれだけじゃない。いつも小夜歌にいっぱいいっぱい感謝してるんだよ？　やり直そうよ、ね？　小夜歌」


    「……もう戻れないよ。わたし、もう一人殺してるんだよ？」


    　小夜歌は口を歪ゆがめた。笑ったつもりなのだろうが、音羽にはまるで泣き出す寸前に見えた。


    　やがて小夜歌は、ブレザーの中に手を入れなにか取り出すと机の上に置いた。ゴトリと重々しい音が鳴る。


    　音羽は目を見張る。


    　包丁だ。刃の部分に布が巻かれている。隠し持つためなのか、刃渡りはややショートサイズだったが、殺傷力は申し分ないほどあるだろう。


    　なにかの冗談のような光景だった。


    　こんなものを小夜歌が携帯していることもそうだが──輪をかけて、これがこの場で取り出されるという意味の重要さに背筋が凍る。


    「止めたいなら、これでわたしを刺してみてよ」


    「…………本気で言ってるの？」


    　小夜歌は黙って頷うなずく。


    　音羽はゆっくりと包丁を手に取り、巻かれた布を取り払った。材質はおそらくステンレスだろう、刃の峰みねが厚い出刃包丁だった。軽く刃に触れると、驚くほど冷たい。


    「……これで小夜歌に怪け我がさせれば、小夜歌、もう全部諦あきらめるの？」


    　小夜歌は再び首しゆ肯こうする。


    　途端に場の空気が重くなる。


    　机を挟んで向かい合う双子という図は、傍はた目めから見ればほとんど左右対称の光景だろう。それを裏切るのは、音おと羽わが持っている鈍にび色いろの輝きを放つ包丁だった。


    　なにかうるさいと思ったら、それは自分の荒い呼吸だった。


    　音羽は包丁を両手で胸の前に構えて、刃を立てる。


    「もう終わりにしよう、小さ夜よ歌か」


    　小夜歌はいつになく厳しい視線で音羽を見つめていた。


    　手が震え、まともに狙ねらいがつかない。


    　握る手に冗談のように力が入らない。


    　なぜか唐とう突とつに泣きたくなるほど悲しくなった。


    　音羽はぐっと目をつぶり────投げ捨てるように包丁を放り出した。


    　クワンクワンという音を立てて、包丁が床の上を跳ねる。


    「ば、馬鹿ねぇ。わたしが小夜歌にそんなことするわけないじゃない」


    　重くなった空気を取り繕つくろうために、音羽は大おお袈げ裟さに剽ひようげて見せたが、それはひどくぎこちなくなった。


    　小夜歌は表情を消して「だよね」と言い捨てると、拾った包丁に布を巻き直して、そのまま小屋を出て行った。　
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    　抑よく鬱うつ的な気分のままに、音おと羽わは街をさまよった。


    　音羽は理解してしまった。


    　自分一人では絶対に出頭はできない。小さ夜よ歌かもそれを見越しているから、音羽を放置しているのだろう。


    　いま誰かが止めてくれなければ、小夜歌に請われるままに、きっと京きよう也やも殺す。七な歩ほも殺す。破滅する最後の一瞬まで、真実に気付いた人間、近づいてきた人間悉ことごとくを殺し尽くす。


    　もう誰も殺したくない。だが世界を敵に回してもいいと思うほど愛し抜いた小夜歌を告発することもできない。


    　こんな毎日が一体いつまで続くのだろうか。追い詰められて、もう身動きすらとれない。


    　気付けば太陽は西に落ちかけ、燃えるような綺き麗れいな夕焼けを生んでいた。


    　時刻を確認すると午後の四時半。


    　寮の門限まであと何時間あるか計算してしばらくしてから、もう寮には戻らなくていいことに気付いた。


    　寮のことに思いを致すと、連鎖的に七歩の顔が浮かび、胸が苦しくなる。


    　七歩は、なにをしているのだろうか。今頃警察に駆け込んでいる頃合だろうか。それとも、まだどうするべきか悩んでいる段階だろうか。


    　と、そこで梯はし子ごのことが頭をよぎる。


    　七歩と示し合わせてお互いのアリバイを保証し合うあのシステムには、二階の窓にかけるあの梯子の存在が不可欠だ。


    　あれさえどこかに捨ててしまえば、よしんば七歩が警察にすべてをぶちまけても、証拠不十分で不ふ起き訴そになるのではないか。


    　勿もち論ろん見込みとしてはかなり甘いと言わざるを得ないが、やらないよりはマシだろう。


    　音羽は自じ嘲ちようする。どんな時でも、自分が生きる道にコマを進めてしまう自分が愚おろかしくも、滑こつ稽けいでならなかった。


    　音羽はほかの生徒に見み咎とがめられないように注意しながら、寮にほど近い東門から入る。


    　寮の裏手に広がる林は夕日を受けて黄金こがね色に照らし出されていた。


    　しばらく進むと枝を敷き詰めた下へ手たくそなカムフラージュがあり、それをどける。


    　音羽はそこで息を飲んだ。


    　ない、どこにもない。


    　カムフラージュが荒らされたわけではなく、梯子だけが抜き取られている。


    　一体誰がこんなことを。


    「こんなところでなにをしているのですか」


    　突然後ろから声がかかり、音羽は反射的に振り返る。その姿を見て絶望に足がすくむ。


    　音羽は右ポケットに手を入れ、ぎゅっと握る。


    「摩ま弥やさん……」


    　漆しつ黒こくの革手袋にトレンチコートを羽織った摩弥京きよう也やがそこにいた。


    　死の御み使つかいのような黒く長い影が音おと羽わに覆おおい被かぶさる。


    　だが音羽が突然の京也の出現よりなお驚いていたのは、彼が肩に担かついでいた伸縮式の梯はし子ごである。彼は表情を消して、音羽の目の前に梯子を投げ出した。


    「借りを返しに来ました。今度こそ終わりにしましょう、音羽さん」


    　音羽は叫び出したい気持ちをぐっと堪こらえた。


    　撒まいたと思った。逃げ切ったと確信した。だがその黒い手は、いつの間にか音羽のすぐ後ろにまで迫っていたのだ。


    　最悪だ。


    　なるべく遭そう遇ぐうしないように気をつけていたのに、このタイミングで鉢合わせるなんて。否いな、本当に鉢合わせたのだろうか。もしかしたら彼は──


    　音羽の焦あせりに忖そん度たくすることなく、京也は足下の梯子を指した。


    「これがあなたがアリバイに使った小道具です。こんな簡単なアリバイを崩すのに、随分と時間を取られたものです」


    「……なんのことを言ってるの？　見たこともない薄汚れた梯子だけど、これがどうかしたのかしら」


    「ほお、では、この梯子から指紋を検出してみても、まだ同じことが言えますか？」


    「…………」


    「これは重要な物証です」


    「…………七な歩ほなんでしょ？」


    　耐えきれずに、音羽は口を開く。


    「と、いいますと？」


    「とぼけないでッ。あなたにこの場所を教えたのは井い田だ七歩でしょ」


    「残念ながらそれは違います」


    「え？」


    「井田さんに話を聞く時、失礼ですがあなたたちの部屋に上がらせてもらい、色々調べさせてもらいました。窓の手すりのところに二つ、擦こすれたラインがあったので、もしかしたらと思いましてね」


    「待って。じゃあ……七歩は」


    「彼女に話を聞いたのは、結果から言うと無駄足でしたよ。あなたたちが死体を解体していなければいけない時間帯に、彼女は音羽さんと一緒にいたと証言しています。それも少しも迷う様子を見せずに言い切ったので、わたしは井田さんも共犯なのではないかと疑ったほどですよ」


    　思わず涙が溢あふれそうになった。


    　──七な歩ほ、あなたは……。


    　音おと羽わは黙って俯うつむき、拳こぶしを震わせた。


    　やがて顔を上げるとキッと京きよう也やを睨にらみつける。


    「それがなんなの？　それで証明できるものは、わたしの事件当夜のアリバイがないということだけでしょう」


    　京也は眉をひそめる。


    「あなたはこの期ごに及んでまだそんなことを言うのですか？　あなたのアリバイは崩れ、サイクルコンピューターのカウントは小さ夜よ歌かさんの家で犯行がなされたことを指し示した。光みつ代よさんは金銭トラブルで殺害され、あなたは私が絵画の裏に挟んだ一万円札を現場に残した遺い留りゆう品ひんだと思って咄とつ嗟さに隠した。警官があなたたちを目撃しており、吹奏楽部のコンバスのケースには持ち出された形跡まである。なによりあなたの楽器担当はコンバスです。これ以上まだなにか必要ですか？」


    「どれも決定的な証拠じゃないわ。そんなの全部あなたの妄もう想そうよ！」


    　音羽は手負いの獣けものじみた目で京也を見み据すえ、見苦しいほどに必死であがいた。


    　認めなければならない。この死に神のような男は、明らかに自分より上うわ手てだ。


    　だが、音羽とてここで引くわけにはいかないのだ。


    　ここまでの軌跡は、決して平坦な道ではなかった。自分のすべての人生を燃焼させ、自分が築き上げてきた信頼や友情すべてをチップに換えて賭かけの場に張ってきたのだ。こんなところで諦あきらめるわけにはいかない。


    　だが、見返す京也の瞳は冷たい憐れん憫びんすら浮かんでいた。


    「音羽さん、二件目のバラバラ死体が出たのはご存じですか？」


    「ええ、知ってるわ」


    「被害者は朝あさ木ぎ龍りよう馬ま七一歳、一人暮らしの男性で、ほとんど光代さんとおなじ殺され方をしています」


    「それで？」


    「『それで？』ですか……病院のつき添いに行くほど昵じつ懇こんの間柄だと聞きましたが、随分と薄情なのですね」


    「ッ…………」


    「続けます。今回の死体が光代さんの死体と違うところがあるとすれば、指です。右手の人差し指と中指が切り取られ現場から見つかっていません」


    「動物に荒らされたんじゃないの？」


    「あの切断面は動物のものではありません。人間が切り取ったのですよ」


    　じりじりと四方から追い込まれているような圧迫感。京也は朗々と続ける。


    「犯人はなぜそんなことをしたのでしょうか？　おそらく、指を切り取らなければならない状況に追い込まれた。指が現場に残っているとなにか犯人にとって不利なことがあるからです。考えられる可能性として、犯人は被害者と揉もみ合う内に、引っ搔かかれたのではないでしょうか？　爪の間に犯人の皮ひ膚ふ組織が残ってしまった。だから指を切り取ったんです。あなたの左の頰ほおに絆ばん[image: ]そう膏こうが貼ってありますが、その傷はどうしたのですか？」


    　京きよう也やの鋭い双そう眸ぼうに射いすくめられ、音おと羽わは顔を逸そらす。


    「……木の枝が引っかかったのよ。それがなに？」


    「では、切り取られた指はどこにいったのでしょうか？」


    「わたしが犯人だったら、とっくに捨ててるわね」


    「私も最初はそう思いました。けれども犯人と被害者が生前親しかったなら、そして今回の殺人が目撃者のやむない口封じなら、犯人は今回の殺人を深く慚ざん愧きしている。私はそう予測します」


    　音羽は右ポケットに手を入れ、ぎゅっと握る。


    「音羽さん、あなたは先ほどから、右ポケットにあるものを握っていますね。一体なにが入っているのですか？」


    「なんでもないッ！」


    「本当にそうでしょうか？　少し、たしかめさせていただけませんか」


    　こちらにゆっくりと詰め寄る京也に、音羽は気け圧おされ後じさる。


    　全身に汗を搔く。恐怖に膝ひざが笑う。その気迫に、その存在が放つ桁けたはずれの威圧感に呑まれそうになる。


    「こないでぇぇッ！」


    　気付けば右手のポケットから、注射器を取り出していた。


    「あなたになにがわかるのよッ！　わたしの、痛みも悲しみも、なにも知らないくせに、わたしたちに触れないで、わたしたちを暴あばかないでッ！　邪魔をしないで、わたしは小さ夜よ歌かのために世界のすべてと戦うんだぁぁぁぁぁ！」


    「失うことが怖いのならば、殺人者になどなるな！」


    　いきなり恐ろしい力で腕をねじり上げられ、電流のような激痛が走り抜ける。


    　思わず取り落とした注射器を、すかさず、京也の靴底が踏み砕く。


    　引きちぎられるような凶暴な力で体全体がねじられた。


    　音羽のポケットから二人の間にこぼれおちたのは、黒ずんで冷たくなった二本の指だった。


    　太く長く、年経へた老木のような節ふしくれだった指。何度も音羽の頭を撫なでてくれた龍りよう馬ま老人の指だった。


    　唇がわななき、音羽の耳から一切の音が消えていく。


    　膝から力が抜け、腰砕けになってその場にくずおれた。


    



    　──終わった。


    



    　残照の色が移り込んだ黄金こがね色の葉は叢むらに、一陣の風が吹く。


    　それは殺人の凶熱に浮かされた音おと羽わの顔に当たり、熱を奪っていった。


    　どう言い繕つくろうこともできない、完全なチェックメイト。


    　音羽はしばらく呆ぼう然ぜんと口を開けていた。


    　京きよう也やはことのほか静かに語りかけてきた。


    「残念でしたね。あなたの負けです」


    「わたしの……」


    　音羽は譫うわ言ごとのように呟つぶやいた。


    「わたしの……なにがいけなかったの？　わたしのなにがあなたに劣おとってたって言うの？」


    「……あなたは良くも悪くも秀才型の殺人犯だ。殺人方法などを見ても、統計学的手法に則のつとって、こういう事故死なら、怪しまれずに済むと踏んでの殺人だったのでしょう。ゲーム理論ではお互いが最善手を指し続けることが前提になっていますが、仮に一方がデタラメな手法を使い始めると、最も優秀なはずのもう一方の作戦は算を乱され簡単に負けてしまいます。だが、あなたは秀才型ゆえ、最善手以外を指さなかった。あなたが優秀なプレイヤーだからこそ、あなたの思考は読みやすかった」


    「そんな……」


    「私からも一つよろしいですか？　あなたはどうして故人の指を持ち歩いていたのでしょうか」


    　音羽は京也から顔を背そむける。


    「……持っていたかったのよ」


    　しばらく考えたあと、絞り出したのはそんな言葉だった。


    　音羽は京也から指を受け取り、目を閉じると両手で祈るようにして握る。


    「こうやっていると、じいちゃんと一緒にいるみたいで、元気がもらえるような気がしたの」


    　京也が初めて、情のようなものをのぞかせて、音羽を見た。


    「……小さ夜よ歌かさんには、私から話をつけておきましょうか？」


    　音羽はかぶりを振る。京也が話したのでは危険だろう。


    「小夜歌には、わたしから話すわ」


    「……わかりました」


    　音羽は目元を擦こずると立ち上がり、あかね色の空を見上げ目ま蓋ぶたを閉じる。同じ空の下にいる双子のことを想った。


    　中学校時代、母の苛か烈れつな洗脳教育の副作用で男性との接触すら駄目になった音羽の学校生活は、惨さん憺たんたるものだった。


    　ただ学校で勉強して、塾で勉強して、家で勉強して寝るだけ。


    　友達の間でも彼氏と付き合う娘こがパラパラ出始め、音おと羽わは横目で羨うらやましいと思いながらも、それとは別の次元で、男性という存在が受け入れられなかった。


    　そんな中、小さ夜よ歌かと出会った。


    　彼女の中に自分にないものを見つけ、それがなんなのかずっと考えていた。


    　そうして何度か逢おう瀬せを重ねるうちに、気付けば彼女のことしか考えられなくなっていた。


    　小夜歌に触りたい、最初にそんな自分の欲求に気付いた時、音羽はひどくショックを受けた。それまで音羽は女の子のことなんか好きになったことなど、なかったのだから。


    　そして恐れた。自分の感情が小夜歌に伝わるのがたまらなく怖かった。気持ち悪いと言われて姉妹どころか友達ですらいられなくなるんじゃないかと思った。だから小夜歌が同じ気持ちだって知った時、全身から力が抜け、気付けば小夜歌の胸にすがりつきわんわんと泣いていた。


    　みっともなくて、恥ずかしくて──もう死んでもいいと思うくらい嬉うれしかったのだ。


    　小夜歌と一緒にいるだけで、世界がバラ色に包まれて見えた。


    　いつか『幻想郷冒険録』の中に登場した『比ひ翼よくの鳥』を思い出す。片方ずつしか羽を持たず、欠けた羽の機能を補ほ塡てんし合いながら飛ぶ二羽で一羽の鳥の話。あの鳥のように小夜歌と翼を共有して空を飛べれば、どれだけ素晴らしいだろうと夢想にふけった。


    　だが、小夜歌が継まま母ははに虐ぎやく待たいを加えられていることを知って──その瞬間、音羽の世界は激変した。


    　音羽は必死で戦った。周到に立てた偽ぎ装そう事故が失敗し、明らかな他殺の証拠が残ってしまった時も、音羽は諦あきらめなかった。


    　音羽は、死体を解体した。


    　明日という日が、今日よりよい日になることを祈りながら解体した。


    　立ちふさがるものは、たとえ龍りよう馬ま老人であろうと殺してきた。


    　隣にはいつも小夜歌がいてくれた。だが、すれ違っていく心に、音羽は手遅れになるまで気付かなかった。


    　長く苦しい殺人の先に口を開けていたのは、終ついの地じ獄ごくだった。


    　音羽の渇望した幻想郷ユートピアは、どこにもなかった。


    　それだけ気付くのに、長い時間がかかった。


    　音羽はゆっくりと目ま蓋ぶたを開ける。


    「摩ま弥やさん、一時間だけ時間をちょうだい。必ず小夜歌を説得して、ここに連れてくるから」


    「……いいでしょう。しかし小夜歌さんは了承してくれるのですか？」


    　音羽は後ろ手に振り返り、京きよう也やに笑いかける。自分がまだ笑い方を忘れていないことに気付き、必要以上に嬉うれしくなってしまった。


    



    「──大丈夫よ、わたし、小さ夜よ歌かのこと世界で一番愛しているもの」


    



    　いままで余人には知られまいと隠し通してきたのに、口に出してみると、案外すんなりと言葉が出てきた。体の中を風が通り抜けたような、そんな清涼感が胸を満たす。


    　音おと羽わに釣られるように京きよう也やの口元が緩ゆるむ。


    「そうですか、では、一時間後に。私はここでお待ちしています」


    　音羽は、正面に向き直る。


    　夕焼けの向こう、食事の支度をするマゼール寮から出る生活的な煙が、いやに目に眩まぶしい。


    　音羽は陽よう丘きゆう女子校校舎を振り仰ぎ、その姿を目に焼きつけた。


    　築二五年、増改築を二回行おこなった古めかしい校舎。生徒たちのやんちゃぶりに辟へき易えきとするかのように、くたびれて見える。年数の割りに痛みと老ろう朽きゆう化かが激しい。


    　音羽は生徒会長として東とう奔ほん西せい走そうし、色々な苦情を処理したものだった。つい最近の出来事のはずなのに、いま思い返すと、その思い出はなぜかセピア色に退色していた。


    　パステルカラーの平屋根は温かみのある暖色で好きだった。でも、あのイミテーションの鐘はなんとかした方がいいと思う。ミッション系だと誤解されるし、第一センスがない。


    　思い出がぎっしり詰まった校舎だった。


    　静まりかえった校舎を見て、音羽は大きく両手を広げ、深く息を吸い込んだ。


    「さよなら、陽丘女子」


    　そして一いち揖ゆうすると、音羽はその場をあとにした。
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    　京也は腕時計を覗のぞき込んで、あれから一時間四〇分が経ったことを知った。


    　日はすでに没ぼつしかけ、宵よい闇やみが辺りを支配している。


    　吐く息は白く、林の中でまんじりともせず待ち続けた京也の頭髪の上やコートには、薄く白いものが積もっている。


    　音羽が行ってしばらくしてから、風は弱まり代わりに雪が降ってきたのだ。


    　風のない日に降る雪は、綿わた毛げのように落ちてきて、音もなく積もっていく。


    　初雪がこの時期に降るというのは、この辺りでは珍しいことだった。


    　京也は薄く雪化粧が施ほどこされた松林の中で立ち尽くしながら、その内心、言い知れない焦しよう燥そうを覚えていた。


    　──一時間、たしかに彼女はそう言ったはずだ。


    　もしかすると最後の最後で一杯食わされたのではないだろうか。今頃彼女は双子の妹と一緒に、遠く月つき森もり駅から出る列車に揺られている頃合かもしれない。


    　京きよう也やはもう一度だけ時計を確認してから、すぐ傍そばにあるマゼール寮に寄って、ハナ寮母に頼んで井い田だ七な歩ほを呼び出してもらう。


    「ああ、摩ま弥やさんだっけ？　性しよう懲こりもなくまた来たの？」


    　気け怠だるそうな声とは裏腹に、七歩の顔には泣き腫はらしたような痕あとがあった。


    「井田さん、音おと羽わさんから連絡はありませんでしたか」


    　七歩は目の前でひらひらと手を振る。


    「ないない、あるわけないし」


    「では、行きそうな場所に心当たりは？」


    　京也の表情を見て、七歩は怪け訝げんそうに眉をひそめた。


    「……ねぇどうしたの、もしかしてなんかあったの？」


    　京也は無言で頷うなずく。それだけで伝わったのか、七歩の顔が蒼そう白はくになる。「ちょっと待って」と言ってこめかみの辺りを押さえる。


    「…………ねぇ、月つき森もり台だいの隠れ家には行ってみた？」


    「いえ、行っていません。それはなんですか？」


    「音羽と小さ夜よ歌かだけが知ってる、秘密の隠れ家みたいなものよ」


    「矛む盾じゆんして聞こえます。音羽さんと小夜歌さんだけが知っている隠れ家なら、井田さんがその存在を知っているのはおかしいと思うのですが」


    「あんた、本当に面白い人ね」


    　七歩は苦笑すると、なぜか肩を落とす。わずかに言いよどんでから、先を続けた。


    「あいつら揃そろってどこかに消えちゃう時があるから、不審に思って尾つけてみたことがあるのよ。まあ……実際中の光景覗のぞいてから、見なきゃよかったって思ったけどね」


    　音羽の光みつ代よ殺害の本当の動機は金ではないだろうと京也も薄々勘づいていた。


    　音羽が小夜歌のために殺人に及んだのだとしたら──二人の関係もなんとはなしにだが想像できる。


    　そして沈ちん鬱うつな表情の合間に見える七歩のカラ元気めいた態度。これらが意味するのは──


    　──井田さん、あなたは音羽さんのことが……。


    　京也は口に出しかけた言葉を飲み込み、無表情を繕つくろうと、隠れ家までの詳しい道順を聞いた。そのままその場を辞そうとした時、思い詰めた顔をしていた七歩が、顔を上げる。


    「ねぇ摩弥さん、あいつのこと、助けてやって。あいつの力になってあげて、お願い」


    「残念ながらそれは私にはできません」


    「え？」


    「それはあなたの役目だからですよ井田さん。私にできることなどありません」


    　いままで堪こらえていたものが決壊したのか、七歩は顔をくしゃくしゃにして、咄とつ嗟さに目元を腕で覆おおった。


    「あ、あ、あの馬鹿、見つけたら必ずあたしのところに連れてきて。もう一発、ぶ、ぶん殴ってやるんだ、だから……」


    　嗚お咽えつで詰まる七な歩ほの声を聞きながら、それを受け京きよう也やは一つ頷うなずく。


    「ええ、約束します」


    　京也はマゼール寮をあとにして、月つき森もりを目指す。


    　中央の駅周辺を通過する際、甘ったるい匂いに乗ってジングルベルを叫ぶ陽気な歌が聞こえてきた。駅周辺の街路樹には発光ダイオードＬＥＤが鈴なりに巻きつけられており、色とりどりに明滅している。


    　道行く人は、今日は、どことなく満ち足りた顔をしている。久方ぶりにホワイトクリスマスになったのだから、浮き立つのも無理はないかもしれない。


    　街灯で叫ぶケーキの売り子の声を聞きながら、京也は物思いに沈んでいた。


    　自分の油断を突いて、本当に二人がどこかに逃げているのだとすれば、それを追ってまで二人の幸せを破壊する権利が自分にはあるのだろうか。


    　そっとしておくのが筋ではないだろうか。


    　駅周辺を通り過ぎると、すっと潮しおが干ひくように喧けん噪そうが先細りしていき、やがて聞こえなくなった。最後には自分の靴音だけになり、静せい寂じやくがいや増したような気がする。やがて遠目に巨大な墓ぼ標ひようのようにそびえる月森に辿たどり着く。


    　七歩に教えられた通り、山道を登って途中の立ち入り禁止のハードルが立てられた縄を跨またぎ越え、そこから狭い隘あい路ろを進んでいく。すると煙突が付いた粗末な小屋が見えてきた。おそらく、あれがそうなのだろう。


    　なぜだか京也はその建物を一目見て、不気味なものを肌で感じていた。


    　錆さびが浮いた亜あ鉛えん合板の板いた葺ぶき屋根、その横に置かれた薪たきぎは風雨にさらされ、とうに腐り果てている。放置されたねこ車。朽くちかけ放置された小屋に、現在明かりは灯っていない。


    　小屋の扉は、来訪者を差し招くかのように開け放たれていた。なぜだか昔映画で観た、人間を取り込んで食べる家の話を、思い出した。


    　いくら耳を澄ませても、物音一つしない。


    　京也は意を決して小屋に近づく。


    　窓はカーテンが閉め切られており、中は見通せなかった。


    　正面に回ると、鼻び孔こうに異臭を感じる。


    　京也は、懐ふところからバタフライナイフを抜いてブレードを展開させた。


    　嗅かぎ慣れた血のにおいだ。


    　足音を殺し、油断なくゆっくりと小屋の中に入る。閉め切られた室内は、暗くて見通せない。


    　京也は入ってすぐの棚の上に、懐中電灯が置いてあることに気付く。


    　明かりをつけて辺りを照らすと、京きよう也やの胸の中に苦い諦てい観かんが生まれた。


    　誰かが争った跡が室内に残っていた。ところどころ床に血けつ痕こんが落ちていることに気付く。


    　どう考えても、これは尋じん常じような事態ではない。


    　京也は緩ゆるく頭を振って感情を殺し、とにかく現場の検証に入ることにした。


    　血痕の飛び散り具合から、そこで起こったことをシミュレーションする。


    　小屋にいた人間は二人。二人はなんらかの理由で争っている。


    　京也はニス仕上げすらされていない粗末な木のテーブルの前まで行く。上に載っていたらしい食器の半分が床に落ち割れていた。地面に血が溜たまっている。


    　──ここで、片方が刺されている。


    　刺された方は片方の手で刺された部位を押さえ、もう片方でテーブルの上に手をついた。食器はその時押しのけられて割れたのだろう。


    　刺された方は驚きよう愕がくしている。なぜ自分が刺されなければならないのか、まるでわかっていないのだろう。


    　京也は凶器を包丁のようなものと判断した。


    　刺された方は死にものぐるいで襲撃者から逃げようとして、狭い小屋を壁伝いに出口まで向かおうとしている。点々と落ちる血痕がそれを物語っている。


    　だが──京也の立ち位置から見て三時の方角で、仮か借しやくない二撃目をもらっている。よく清められた内壁に血がぶちまけられ、それは地面にも伝っていた。体当たりするように突きかかられたのだろう。出血量は先ほどの比ではない。


    　濃密な血臭に、鼻が利きかなくなりそうになる。


    　だが、驚くことに刺された方はまだ動けたらしい。


    　入った時は暗くて気付かなかったが、血痕は小屋の外に向かって続いていた。


    　京也は懐中電灯を片手に、小石と下草の上に点々と落ちた血を照らしながら辿たどっていく。


    　内心、これ以上先に進みたくないという気持ちがあったが、足は歩みを止めなかった。


    　小屋の裏手にある林の中を一〇メートルほど辿ったところで、唐とう突とつに終わりは訪れた。


    　京也はその姿を見て、しばし言葉を失う。


    「なんということだ……」


    　彼女はブナの幹に身をもたせかけていた。


    　頭部にはわずかに雪が積もり、微睡まどろむように目を閉じている。


    　だが、その腹部はズタズタになっており、周囲に積もる雪は真っ赤に染まっていた。


    　やがて彼女の目ま蓋ぶたが震え、ゆっくり目を開けた。


    　堂どう坂さか音おと羽わの瞳には、深い絶望が映り込んでいた。


    「……傷を、見せてください」


    　彼女の返事を待たずにかがみ込むと、制服を捲まくり、腹部にある刺し傷二か所を検あらためた。氷のように冷たい体のことは、なるべく意識しないように試こころみた。


    　一撃目は、肋ろつ骨こつで止まっている。が、二撃目になる頃には、あの少女も学習したのだろう。刃を寝かせて肋骨の隙すき間まに滑り込ませ、臓器の一部を破壊している。


    　やりきれない思いに駆られ、京きよう也やは心の中で七な歩ほに謝罪をした。どうやら彼女との約束は果たせそうにない。


    「……音おと羽わさん、『殺人はあなたを幸せにしたのですか？』」


    　音羽は少しためらったあと、首を横に振り、弱々しく喘あえぐ。


    「あんなこと、やらなきゃよかった……」


    　音羽の言葉は、ゆっくりと京也の中に染み込んでいった。


    　胸が、熱くなる。


    　一度は解体された『ブラッディユートピア』の同どう胞ほうを使い情報を集め、この事件の調査に乗り出したのは、ひとえにたったいま音羽が発したこの答えを追い求め続けたからではないだろうか。


    「あなたに出会えてよかった。音羽さん、あなたはわたしの問いに答えをくれました」


    「…………わたし、死ぬの？」


    「ええ、ここがあなたの夢の終着点です」


    「そんなの、噓うそよ。だって……全然痛みなんてないのよ？」
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    　京きよう也やは言葉に詰まった。


    「……あなたを一人で行かせるべきではなかった」


    「あと一歩だったの。わたしは、小さ夜よ歌かと一緒に、笑い合える未来が欲しくて……」


    「わかっています」


    　ぐっと、音おと羽わの眦まなじりが細くなり、瞳が潤うるむ。


    「あなたさえ、現れなければ……わたし、たちは…………」


    「その通りです」


    　音羽は怒りと悲しみで顔をくしゃくしゃにして拳こぶしを振り上げる。音羽の拳は血が抜けて真っ白になっていた。


    　弱々しい手つきで京也の襟えり首くびが摑つかまれ、殴られる。二度、三度と殴られる。


    　京也はあえてされるがままにされた。


    　だが、ふとした瞬間、彼女は大量の血の塊かたまりを吐いた。音羽ががっくりと俯うつむき、体を預けているブナの幹からずり落ちそうになるところを抱き留める。


    　その体は絶望的なまでに軽かった。


    　音羽は死の恐怖に痙けい攣れんしながらも、懸命に口を動かした。


    「ねぇ、一つ……お願いが、あるの」


    「聞きましょう」


    　京也は彼女の傍そばにかがみ込むと、彼女は秘密の話をするように、京也に願いを託した。


    「……承うけたまわりました」


    　京也も、彼女のおそらく最さい期ごになるだろう願いを聞き入れた。


    「ありがとう」


    　音羽の瞳からとめどもなく涙が溢あふれ、血と混じり合い頰ほおを伝った。


    　彼女は自分が泣いていることに気付いたのか、泣きながら微笑ほほえんだ。


    「やっと、やっと泣けたよシロ。全部、終わったんだよ？　もうこれで、誰も、殺さなくて、いいんだよ。ごめんね……シロ。ごめん……なさい、じい……ちゃん。ごめ、ッさい。光みつ代よさ…ごめ、な、さ……」


    「……音羽さん？」


    　音羽は意識が混こん濁だくしながらも、最期の力を振り絞って何事か呟つぶやいている。


    　京也は音羽の口元に耳を寄せた。


    　なにかの物語の一節のようなものが切れ切れに聞こえてきた。


    「心の醜みにくい」「入れない」「虐しいたげない」「マリーとエミール」「ずっとなかよし」「比ひ翼よくの鳥が」


    　意味はわからなかった。だが京也は片へん言げん隻せき語ごたりとも聞き逃のがすわけにはいかなかった。これはきっと、彼女が心に思い描いていた理想郷ユートピアの断片なのだろうから。


    　京也は黙ってその言葉に耳を傾けた。


    　声は徐々に先細りしていき、五分も経つ頃には──完全に聞こえなくなった。


    　京きよう也やは音おと羽わの体を静かに地面に横たえると、自分のトレンチコートを脱ぎ彼女の上半身に被かぶせる。


    「さようなら、音羽さん」


    　胸が疼とう痛つうを発し、そのことに自分で驚く。


    　京也は、常に真っ向から勝負を挑いどんできたこの誇り高き殺人者のことが嫌いになれなかったのかもしれない。


    　理想を信じ、理想を実現させるためにすべてをなげうち、そして理想に殺された少女の末路は、あまりにも惨みじめだった。


    　京也は立ち上がり聖夜の月つき森もり市を眼下に睥へい睨げいする。


    　この事件を終わりにしよう。


    　そう決意を新たにすると、京也は最後の作業に取りかかった。
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    　いましがた掘り出してきた解体道具の詰まったバッグを持って、春かす日が井い小さ夜よ歌かは月森台の山道を登っていた。


    　ようやく自分は自由になったという爽快感があった。


    　絶対に捕まるわけにはいかなかった。そのためには、真相に気付いた者と、自分に賛同しない人間は殺さなければ駄目だと思った。真実を知っている者は少ないほどいいのだから。


    　ふとバッグに付いている太陽の形のアップリケを見て、これを刺し繡しゆうしてくれた音羽のことを思い出す。


    　大好きだったし、ずっと信じていた。


    　けれども、彼女は光みつ代よを突き落とす際、一緒に突き落とすフリをして、自分にだけ汚れ仕事をさせた。思えば、光代にとどめを刺したのだって自分なのだ。


    　このまま捕まれば、自分だけ不当に罪が重くなってしまうような気がした。


    　最悪音羽は全部自分に罪を被かぶせる腹づもりなのではないかと思った。


    　でも、それでもこれまでずっと信じていたので、表面上はいつも通り振る舞った。


    　光代を殺したことは、小夜歌の日常生活の至る所に影を落としていた。


    　枕まくら元に光代が立ってじっと見つめているような気がして眠れなかった。


    　ふと学校でシャープペンを握っている時など、光代にとどめを刺す時切り裂いた、ぶよぶよした肉の感触が手の中にあって悲鳴を上げかけた。


    　朝起きて洗面台で顔を洗う時、鏡には殺人者が映っていた。


    　これからの人生で、もし自分がすべてを手に入れ幸福の絶頂に立ったとしても、鏡を見ればそこに人殺しの姿を見てしまうだろう。


    　その時になって、小さ夜よ歌かは自分が幸せになる権利を生しよう涯がいにわたって喪そう失しつしたことを知った。


    　勉強が手につかなくなって成績が下がった時も、なるべくしてなったのだという感覚しか残らなかった。


    　音おと羽わにそれとなく探りを入れてみても、彼女は小夜歌が味わっているような強迫観念とは無縁の生活を送っているようだった。


    　それはそうだろう、音羽は光みつ代よの殺害には、関わっていないのだから。


    　それから、音羽は摩ま弥や京きよう也やという男と一緒に過ごす時間が増え、代わりに小夜歌と過ごす時間が極端に減った。


    　自分は遠からず姉に見捨てられるのかも知れないと思った時、強烈な恐怖が背筋を貫つらぬいた。


    　音羽も、自分と同じ場所に引きずり堕おとせば、いくらか考えも変わってくるかもしれないと思い、小夜歌は一計を案じた。


    　折良く龍りよう馬ま老人が、哀あわれな羊として現れた時、小夜歌はこの計画の成功を確信した。


    　首尾良く龍馬を昏こん倒とうさせ、とどめを音羽に刺させると、小夜歌は心の底からホッとした。これで自分は見捨てられることも裏切られることもないと思ったからだ。


    　だがそれ以降、音羽がはっきりと及び腰になってしまったのはとても残念だったし、少なからず失望した。


    　もう都合二人も殺しているのに、今更出頭なんかできるわけないじゃないかという小夜歌の至極当然な意見は、なぜか音羽から見れば『異常』に思えたらしいことは、彼女の言動の端々から窺うかがえた。


    　ここで降りてしまったら、いままで積み上げてきたものがすべて無む為いになる。


    　それはできない相談だった。


    　だから、刺し殺した。


    　自分が殺人を犯すことで、同じ顔をした優秀な姉をも汚しているという歪ゆがんだ快感を覚えていたことも事実だった。


    　あれ、とそこで小夜歌は不思議に思う。解体にはそれぞれパート分担があるから、音羽と二人でなければとてもではないが円滑に進まない。


    　だが音羽の死体を解体するために、音羽の手を借りるわけにはいかなかった。


    　小夜歌はそこで名案を思いつく。京也に手伝わせればいいのだ。


    　京也を解体する際には、七な歩ほを。七歩を解体する際には自分が手伝えばいい。


    　小夜歌の思考回路は、その矛む盾じゆんに満ちた論理をすんなりと受け入れた。


    　その時、懐ふところの携帯電話が震える。


    　発信者の名前を見て、小夜歌は危あやうく携帯電話を取り落としそうになった。


    　発信者にはマリー姫という、小夜歌が付けた音羽のニックネームが表示されていた。


    　小さ夜よ歌かは恐れおののきながらも、フリップを開き、音おと羽わからのメールをチェックした。


    　件名は『小夜歌へ』となっている。


    『計画の実行前、一緒に小説を埋うめた場所を憶えていますか？　そこに行って、わたしたちの小説を掘り返してみてください。すべて、そこに置いてきました』


    　小夜歌は瞠どう目もくする。二か所も刺したのに、まだ動けるどころか文面からは怪け我がの辛つらさがまるで感じられなかった。


    　どうして？


    　小夜歌は重たくかさばる解体道具を放り出すと、走り出した。


    　言い知れない恐怖が全身を突き動かしていた。


    　立ち入り禁止の看板を無視し、狭い隘あい路ろを突っ切っていく。


    　薄く積もった雪に足を取られ、危うく転びそうになるのをなんとか持ちこたえた。


    　冷たい空気を肺一杯に吸い込んでいると胃の腑ふまで凍こごえ、肺炎になりそうだった。


    　服のボタンをかけ違ったような不可解な齟そ齬ごを覚えていた。それは一秒ごとに強くなっていく。


    　放置してある赤あか錆さびた剣先スコップと懐中電灯を拾い、小屋から少し離れた所にある一本松の根本を掘り返した。


    　そんなに深く埋めたわけではないので、少し掘り返せば、すぐに箱の頭が見えてきた。


    　いままで凪ないでいた空気がなにかの冗談のように、横殴りの強風が小夜歌の髪を弄もてあそぶ。


    　地面が凍らない内に作業を終えてしまいたかったのもある。持ち手まで金属でできたスコップを素手で握っていると両手はすぐに真っ赤になった。それでも小夜歌は掘り返した。


    　なぜ自分がこんなに必死になっているのかまったくわからなかった。


    　やがて上半分まで掘り返すと、スコップの剣先を箱の間にねじ込んでこじ開けた。


    　中には、大量の印刷したＡ４サイズのコピー用紙の束が封入されていた。いままで書き溜めた『幻想郷冒険録』を印刷したものだ。一抱えはありそうだった。


    　土が入り込んでも汚れないように、ビニル袋で梱こん包ぽうされている。


    　小夜歌はかがみ込んで、ゆっくりと梱包を解いた。


    　と、そこでハートマークが沢たく山さんついた一枚の便びん箋せんを見つけた。


    　そこで記憶が蘇よみがえる。たしかこれを埋める時、音羽は未来の自分に宛ててタイムカプセル風にして手紙を書いたと言っていたではないか。


    　小夜歌は不思議な感慨を覚えながら、便箋の封を切って、中に入っている手紙を見た。


    　音羽の、お手本のような綺き麗れいな字が目の前に展開される。


    



    『おめでとう小夜歌、そしてわたし』


    



    　最初の文を読んで、小さ夜よ歌かは複雑な気持ちになった。すべての感情を封じ込めて、ただ視線だけを先の文章に向けた。


    



    『これを読んでいるのは、おそらく小夜歌のはずです。だからわたしもそのつもりでこの手紙を書きます。目の前で読まれると恥ずかしいので、きっとタイムカプセルを掘り返す作業は小夜歌一人に任せているでしょう。


    　これを読んでいるということは、わたしたちは警察の捜査を欺あざむいて、見事完全犯罪を成し遂げたあとなのでしょうか？　そう考えると書いていて緊張してきてしまいます。


    　わたしには夢があるの。恥ずかしいけど、聞いて。


    　こんなことを書くと嫌われるかもしれないけど、幻想郷はわたしたちが[image: ]造したもので、この世には存在しません。


    　だからいつの日か、わたしは二人でこの世界に幻想郷を築きたい。


    　愛と微笑ほほえみで満ちたあの世界を、わたしは夢のままで終わらせたくない。


    　当然未来と本気で向き合うのは勇気のいることだと思う。くじけそうになることもあると思う。


    　でも、忘れないでください。わたしがあなたを愛していることを。


    　だからお願いです、いつか訪れる最さい期ごの時、傍そばにいてください。


    　わたしのことを忘れないでください。


    　わたしより先に死なないでください。


    　わたしは小夜歌を救うためなら、なんでもします。


    　愛しています。


    　この世界で誰よりも』


    



    　視界が霞かすみ、ぬぐってもぬぐっても、溢あふれる涙が止まらなかった。


    　小夜歌は、気付いてしまった。なんのために光みつ代よ殺害を思い立ったのか。そして自分にとって一番大切な者は誰だったかということに。


    　そしてその瞬間、永遠に罰せられてしまった。もう二度と戻らぬ人がいることに気付いて。


    　小夜歌はついに膝ひざを屈し、くずおれた。


    　その時、掘り返した分厚い小説の束が、横殴りの強風にあおられ、宙を舞う。


    　それは空中に巻き上げられ攪かく拌はんされると、雪と一緒に小夜歌の周りに降り注いできた。


    



    ──マリーとエミールはずっと仲良しなのでした。


    　　　　　　──それでもマリーとエミールはお互いを信じてずっと傍そばを離れませんでした。


    　　──二人は一緒にいるだけで幸せだったのです。


    　　　　　　　　──どんな時でも、二人はお互いを信じていました。


    　　　　　　　　　──だって、そこに彼女がいれば、それだけで幸せだったのです。


    



    　それは延べ二年の間書き溜ためられた、二人の絆きずな、幸せの記憶。


    　痛みも悲しみもない幻想郷の中で、どのページ、どのシーンでも二人は一緒に寄り添い、笑い合っていた。


    　懸命に耐えていた嗚お咽えつを漏もらす。


    　──それは、親象とはぐれた子象が上げる悲しみの泣き声セパレーシヨンコール。


    　──永久に地面を這はいずることを運命づけられた、片翼の鳥の悲鳴だった。


    



    　


    　どれくらいそうしていただろうか。雪が小さ夜よ歌かの掌てのひらを覆おおい隠しそうなほど降り積もった頃、背後から雪を踏みしめる音が近づいてきた。


    「気は済みましたか？」


    　振り返らずとも、声の主が誰かわかった。


    「最初のメール、送ったの摩ま弥やさんですよね？」


    「ええ、そうです」


    　落胆はしなかった。冷静に考えれば、あの傷で音おと羽わがメールなど打てるはずがない。


    　小夜歌は顔を上げ、決意を秘めて京きよう也やを見上げる。


    「摩弥さん、わたしは出頭します。わたしたち姉妹の負けです」


    「……小夜歌さん」


    　京也は一瞬ひどく悲しそうな顔をしたように見えたが、次の瞬間厚く凝こり固まった無表情がその上を覆っていた。


    「わかりました」


    「でも、一つ出頭の前に条件があります」


    「条件……ですか？」


    「犯人は、わたし一人です。そういうことにしてください」


    　京也が眉をひそめる。


    「それは、どういう意味ですか？」


    「わたしが計画し、全部わたし一人で実行しました。そう言ってるんです」


    「……残念ですが、警察にそんな噓うそは通用しません」


    「摩弥さんも、そう証言してください」


    　今度こそ京也は驚きよう愕がくしたようだった。


    「一体なぜそんなことを……いえ、どちらにしろ矛む盾じゆん点はいくらでもあります。そんなことをしてもいくらもしないうちに真実は暴あばかれます」


    「それでいいんです」


    　鋭い瞳のまま沈黙する京きよう也やを、怖おじずに見返す。


    「この噓うそは音おと羽わ姉ねぇの葬儀が終わるまで保もてばいいんです。せめて音羽姉ぇは殺人犯としてではなく、陽よう丘きゆう女子高等学校生徒会長、堂どう坂さか音羽として葬儀を挙げたい。だから葬儀が終わるまで、わたしの噓に口裏を合わせてください。お願いします」


    　そう言って深々と腰を折る。


    　恐る恐る顔を上げると、京也はぽかんと口を開けていた。そして次の瞬間、堪こらえきれなくなったようにくつくつと笑い出した。


    　いままで見た中で、一番人間味があって、そして一番邪悪な表情だった。


    「自分一人で泥を被かぶるというのですか、あなたは。……いいでしょう、あなたの意見、私が聞き入れましょう。犯人はあなた一人です。あなたは都合三人の人間を殺害せしめ、内二人の死体を解体した。これで異存はないですか？」


    「はい」


    　京也は視線の圧力を少し緩ゆるめた。


    「少し、雰ふん囲い気きが変わりましたね小さ夜よ歌かさん」


    「ええ、もうこの体はわたし一人のものじゃないですから」


    　京也は一つ頷うなずくと、エスコートするように小夜歌に道を譲った。


    　小夜歌は彼の先を歩き、ふと後ろ髪引かれる思いで振り返る。


    　風になぶられるままに、二人の物語は方ほう々ぼうに飛ばされていた。


    　一瞬無性に回収したくなったが、あれでいいんだと思い直す。


    　大切な姉との記憶、マリーとエミールの物語はすべて自分の中にある。そこに虚実の区別などない。


    　月つき森もりの上からジングルベルを歌う街並みを見渡し、小夜歌は聖夜の賑にぎわいの中に身を投じた。
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    　事件の経過と、彼女のその後の動向を記しておく。


    　一二月二四日、午後七時半。世間がクリスマスで沸き立っているさなか、一人の少女が捜査本部の置かれた所しよ轄かつ署に出頭する。


    　春かす日が井い小さ夜よ歌か、のちに少女Ａと呼ばれることになる、一連の殺人事件の犯人である。


    　こうして、月つき森もり連続バラバラ殺人事件は、誰もが予想し得ない電撃的な解決を見せることになった。


    　だが、警察は最初から彼女が犯人だと確証を持っていたわけではない。


    　彼女の供述内容と一部の事実が食い違いを見せていたからだ。


    　しかし、ある時期を境に一転、彼女はすべての真実を語り始めることになる。


    　彼女の口から語られる血も凍るような事件の様子が、残らず事実であることが裏付けられると、今度こそ警察もバラバラ殺人の犯人が二人の少女であることを認めざるを得なくなった。


    　世間もまた、月森連続バラバラ殺人事件の犯人がうら若い女子高生であったことに色めき立った。


    　このまま一いつ気き呵か成せいにバラバラ殺人が解決すると期待され、当然公判にも注目が集まったが、その公判が進むに連れ、事態は混迷を極めた。


    　二件分のバラバラ殺人と一件の刺殺事件への関与は立証されたが、それ以前の殺人事件は、どう考えても彼女たちには実行不可能であることが判明したからだ。


    　紆う余よ曲きよく折せつの末、彼女は月森連続バラバラ殺人犯の模倣犯コピーキヤツト、ないしは追従者フオロワーであるものとして落ち着きを見せる。


    　依然、真犯人は見つからず、真相は藪やぶの中にある。


    　彼女は、少年法こそ適応されなかったが、彼女の家庭の特殊な事情と、共同正犯はすでに死亡していること、まだ前途ある年若い少女であることが考慮され、一審で懲ちよう役えき二五年を言い渡された。


    　彼女は控こう訴そせず従しよう容ようと刑に服し、模範囚として二〇年後に仮釈放される。


    　彼女は獄中で書き溜ためた小説を出版社に持ち込み、そののち、凄まじい勢いでベストセラー作家の階段を駆け上がっていくことになる。


    　どの本も一定以上の評価を得たが、特に彼女の処女作となる一冊目の本は、枠に囚われない放ほう縦じゆうな発想と、なめされたような秀しゆう麗れいな文章が合一した傑作という評価を得るに至った。


    　時は過ぎ去る。


    　桜が咲きやがて散り、落葉ののちに水凍り、再びヒバリの鳴き声とともに雪は解け出し流る転てんしていく。誰もその流れには抗あらがえない。


    



    　──そして──


    



    　いまその第一作は、最新作がとある小さな文学賞を授かった余よ禄ろくにあずかり再版され、ひっそりと書店に並んでいる。


    　ある日、書店を訪れた客の一人がその本を手に取り、ページをめくる。


    　その本の序文には、こんな文句が添えられていた。


    



    『わたしの原点であり、あの鮮烈な日々の出来事は二〇年経ったいまも忘れられない。


    　目ま蓋ぶたを閉じれば思い出す。


    　燃えさかる炎のように急速に命を燃焼したわたしの愛する人。


    　わたしは嬉うれしく思う。


    　書き手と読み手がこの幻想を共有することで、それは二枚の羽となり、この世界に境界はなくなる。


    　かくして新世界はそこに生まれ落ち産うぶ声ごえを上げるのだ。


    　わたしの師であり、友であり、優秀な作家だったあの人のことを惜しみつつ、


    　この本を、もう一人のわたしに捧ぐ』


    



    　その客は、黒い革手袋を嵌はめた手で器用にしおりを挟み本を閉じる。


    　そして表紙に書かれた本のタイトルを見み遣やった。


    



    　


    　　　　　了

  


  
    



    



    



    　　　　　あとがき


    



    　ある日担当Ｙ田さんからこんなメールが届きました。


    「なんか計算したらあとがきＭＡＸで七ページ分まで書いていいよ」


    　──ご冗談でしょうファインマンさんッ（？）。


    　自慢じゃありませんが元々遅筆な上、あとがきとなるとびっくりするくらい速度は低下します。


    　七ページもあった日には、まずプロット切るところから始めなければなりません。


    　メールの続きには「まあ三～四ページもありゃＯＫです」とあったので胸をなで下ろしております。


    　というわけで神かん崎ざきです。皆様いかがお過ごしでしょうかネタがありません。


    　日常生活で遭そう遇ぐうした面白可お笑かしいことでも書ければいいのですが、いかんせんこれもソールドアウト。


    　物書きの生活なんてセミの幼虫の生活とそう変わりません。


    　家で引きこもってひたすら書くのが仕事なわけですから、土の中のセミの幼虫が抱くであろう「暗い」「お外に出たい」「でもやっぱ仕事はしたくない」という思考をそのまま物書きの思考にコンバートしてもあながち間違いじゃありません。


    　代わり映えしたところと言えば、行きつけのファミレスで私のいつも座る席にだけ『勉強その他の活動はお断り』という張り紙が貼られていました。


    　お友達の作家さんにこのことを話すと「ファハハ、狙ねらい撃ちされてやんの」と笑われてしまいました。


    　ファミレス作家にとっての約束の地（物書きを無条件で長居させてくれる。ドリンクバーだけ頼んでも怒らない。蔑さげすんだ目でこっちを見ないetc）はそう簡単には見つかりません。


    　たしかあの時、季節は晩秋だったと思うのですが、書く場所がなくて早朝七時に噴水のある公園のベンチに座ってノートＰＣ広げていたのですが、異常に寒いせいで睡魔が襲ってきて、そのままベンチにゴロリ。


    　起きたとき、びっくりするくらい神かん崎ざきの体は冷たくなっておりました。


    　八はつ甲こう田だ山さん雪中行こう軍ぐん隊の悲劇がまさか神崎の身にも襲ってこようとは思いもしませんでした。


    　いまでも、あと三十分横になっていたら危なかったと思います。実際ネロとパトラッシュを連れ去った天使どもが私の体に群がっておりました。


    　いまこのあとがきを書いている瞬間も、何匹か虎こ視し眈たん々たんと私の命を狙っています。


    　シッシッ！　寄・る・な！


    　あと、この作品が刊行される頃には封切りになっていると思うのですが、エヴァンゲリオン新劇場版の「破」が早く観たい。とにかく観たい。


    　いまでも財布の中にある前売り券見ながら一人ほくそ笑んでいる気味の悪い男が北海道にいます。


    　この四部作を観るまでは死んでも死にきれません。


    　高校の同期にアニメーターの動画マンがいるのですが、その男が偶然エヴァ関係の仕事をしていて、ある日「お前に特別エヴァのあらすじ教えてやろうか？」と言ってきました。


    　それに対して私は「うるせぇ殺すぞ！」といきなりフィルムノワール調のスラングで応戦。


    　普段、温厚（？）な私が豹ひよう変へんする様は、さぞや同期の目には異様に映ったでしょう。


    　そう、神崎さんはどうやらネタバレが大嫌いな人のようです（心が狭いですね）。


    　ああ早く観たい早く観たい早く観たい。


    



    　さて、唐突に作品の解説に移ります（理由は察してください）。


    　前の巻でアホほど張った伏線を回収する作業が鬼大変でした。


    「百ゆ合りと倒とう叙じよが三度の飯より好き！」と自己暗示かけながら合算五〇〇ページ超を書き上げました。自分でもよくやったもんだと思います。


    　途中案あんの定じようというか、楽し～楽し～小説ヂゴクに落ちましたが、やって良かったと思います。


    　最近百ゆ合り好きが講じて、


    「村むら雨さめさんと汐うしおはまだくっつかないのぉ！」とか、


    「爽さわ子こは、風かぜ早はやにはや・ら・ん！（何様なの？）」などと、


    　漫画読みながらよく絶叫するようになりました。


    　とりあえず男はみんな死んでも大丈夫だと思います（まず神かん崎ざき君から死のうね☆）。


    



    　与よ太た話はこれくらいにして、謝辞に移ります。


    　今回も迷惑掛けまくりだった担当編集のＹ田氏。今巻も美麗かつコミカルなイラストで本編に花を添えてくださったイラストレーターのｋｙｏ氏。私の誤字脱字だらけの文章を丁寧にチェックしていただいていた校こう閲えつ氏。今回も美麗なカバーをデザインしていただいたデザイナー氏。貴重なアドバイスをいただいたＩ塚氏、Ｋ藤氏。その他この本に関わったすべての皆様に。


    　ありがとうございました。


    　そしてここまで読んでくれた読者様。


    　自分のいまもてる力量はすべて発揮したつもりです。あとの評価は読者様に委ねます。願わくば、読者様にとっても本著が面白い本であらんことを。


    



    　また次の機会にお会いできることを夢見つつ──ではでは。
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